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第 1節弥生時代前期の遺構と遺物 1 

第5章東部域の調査成果

第 1節弥生時代前期の遺構と遺物

東部域の弥生時代前期(1期)の遺構として、墓 7基、溝状遺構 1条、土坑2基について、以下に

報告する。

。 50m 

(S=1/1200) 

図1527 東部域の弥生時代前期の遺構分布図
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1 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 7町'3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む
3 7町'3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む
4 7町'2/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを10%含む
6 7町'2/2 オロ}プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む
7 7町'3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
8 7町'2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
9 7，5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む
10 7町'5/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

6 8 

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 町4/1 灰色土プロック7%含む
小土器片わずかに混じる 径Z園以下の亙問機1%"含む

2 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 2町3/1 黒褐色土プロック20%含む
3 町3/1 ~リープ呆色土ややしまる粘性やゃあり 5Y2/1 黒色土プロック5%含む
4 町3/1 ~リープ呆色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1 灰色土プロック7%含む
5 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 2町3/1 黒褐色土プロック10%含む
6 7.5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 町2/1 黒色土プロック5%含む
7 7.5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む
8 7.5Y3/1 才 9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり IOY4/1 灰色土プロック40%含む
a SK05411の1層 b SK05411のZ層
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第 1節弥生時代前期の遺構と遺物 3 

い。南溝の平面形は明瞭であったが、東溝はSZ172との切り合い関係の把握に手間取った。なお、北

溝と西溝の隅部は途切れており、南溝の東端は南溝が切られる SZ172の西壁面に南溝の断面形が確認

できなかったことから、南溝と東溝の隅部も途切れていると判断した。以上のことから、本遺構は南

北に長い四隅切れの方形周溝墓と判断した。

方台部 南北長約 10.0m、東西長約7.0mの南北に長い不整方形を呈し、主軸はやや東へ振っている。

北辺と南辺はおよそ直線的であり、北溝と西溝との聞は約1.5m離れている。なお、墳丘盛土や主体部

は確認できなかった。

周溝 幅約0.9m""1.9m、深さ約0.2m"" 0.6 mであり、東溝の幅が広い。断面形は逆台形、もしくは

底面が丸みを帯びて壁面の傾斜が緩い形状である。底面は北溝と西溝がほぼ平坦であるのに対し、東

溝は南端が、南溝は東端が深くなる。特に南溝は西端が東端よりも約40cm高く、これは西端付近の基

底面がVI層、東端付近の基底面がV層であり、基底面の硬度差によるものと考えられる。埋土は 2""

10層に分層でき、南北溝はブロック土を含む壁面崩落土の堆積が顕著である。

遺物出土状況 北溝から土器 135点、東溝から土器 196点、石器類 1点、南溝から土器77点、西溝か

ら土器55点が出土した。出土土器は I期遠賀川系土器が目立ち、中には初期のものも含まれる。また、

縄文時代晩期、 N期、 VI期、刊期の土器片も上層からわずかに出土した。供献土器と判断できる遺物

は出土していない。

出土遺物 5524は縄文晩期後半の深鉢。口縁部はほぼ直立し、端部が丸く、肥厚する。外面にはケズ

リが認められる。 5525は I期査口縁部で、緩やかに外反する。外面には、 2条 1組の半裁竹管による

太い沈線が認められ、端部直下から斜行する。現状では、左下がり方向と右下がり方向の施文が認め

られる。 5526は I期壷の胴部片。 3条 1組と考えられる太い沈線が認められる。 5527""5529は I期

遠賀川系土器の査。 5527は口縁部で、弱く外反する。肥厚する端部には沈線が 1条認められる。 5528

は胴部で、頚部と胴部の境に削り出し段が認められる。 5529は底部。 5530は I期嚢底部。外面に縦方

向のハケ目が残る。 5531、5532は I期費。 5531は口縁部が弱く外反し、内外面には摩耗しているが条

痕が認められる。

時期 出土遺物の時期と、四隅切れの方形周溝墓であること、 I期と考えられる SZ171に切られるこ

となどから、 I期と考えられる。

六
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図1529 SZ170遺物実測図



4 第5章東部域の調査成果

SZ171 (遺構:図 1530，、遺物:園 1531)

検出状況東部西側中央に位置し、西側は調査区域外にのびる。東溝はSZ170を切っており、南溝は

SZ173と接している。検出時の埋土は基盤層 (v層)と明確に識別できたものの、平面形は漸移的であ

った。

方台部 南北長約6.4mであり、およそ方形状を呈する.東辺はわずかに湾曲しており、甫溝と東溝と

の聞は約1.8m離れている。中央付近には周溝と類似する埋土を有するSK05478が位置する。 SK05478

は掘形が浅く、底面が平坦で、埋土が単層である。出土遺物が少なく小片であるため時期や性格は不

明であるが、遺構埋土が弥生時代後期以降のものとは明らかに異なり、主体部である可能性もある。

なお、墳丘盛土は確認できなかった。

周溝 幅約0.6m--0.9m、深さ約0.2m --0.4 mであり、南東隅は途切れ、北東隅はやや幅が狭く、丸

みを帯びている。底面は丸みを帯び、壁面の傾斜は緩やかで、北溝と東溝は掴形上方が大きく聞く。

底面の高さは北溝、東溝、南溝ともにほぼ同じであり、南東隅の溝が途切れる部分の壁面の傾斜は緩

やかである。埋土は2-4層に分層でき、東溝南端に亜円礁がわずかに混入する。

遺物出土状況 北・東溝から土器45点、南溝から土器4点が出土した。縄文時代晩期、 I期、 v-vn

期の土器片が出土しているが、割合としては I期遠賀川系土器が多い。また、 E期-IV期の土器片は

確認できず、供献土器と判断できるものはなかった。

il回

a本~L
1 5Y3/l オy-プ黒色土ややしまる 粘性やや強い

C 2 1 C' 

6，70m下す

1 613/1 オリープ黒色士ややしまる粘性ややあり
2 613/1 オリープ黒色士ややしまる粘性ややあり

614/1 灰色士プロック20%含む
3 7.5Y2/l 黒色士ややしまる粘性ややあり
4 7.5Y2/l 黒色士ややしまる粘性ややあり

7.5V4/l 灰色士プロック20%含む

6市.-
1 613/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 7.5Y2/l 黒色土ややしまる粘性やゃあり
3 7.5Y2/l 黒色土ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/l 灰色土プロック26%含む

-L 12L  
6.70me戸f

2 

1 7.5Y2/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 7.5V4/l灰色土ややしまる粘性やゃあり

7.5Y2/2 オロープ黒色プロックを30%含む

6高速尋捗τ-
1 2.5Y3/l 黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 5Y3/1 オHープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

7.5V4/l灰色土プロック15%含む径jjc叫4下の亙円襖1%含む
3 7.5Y3/l オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

7.5V4/l灰色土プロック30%含む径4c叫4下の亙円襖1%含む

。 5m 

(S"'I/100) 

園 1530 SZ171遺構図



5 弥生時代前期の遺構と遺物

争、553汁ぺ耐二一一凡

第 1節

5533、5534はともに I期遠賀川系

の土器片である。 5533は壷胴部.木葉文が認

口縁部が逆L字状に強

出土遺物

(8=1/4) 

SZ171遺物実測園

められる。 5534は費。

く屈曲し、端部には刺突を加える。

時期 供献土器が出土していないため不明で

あるが、出土遺物は I期の土器片が多いととから I期の遺構として報告する。

園 1531

泣174(遺構:図 1532、遺物:園 1533)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 SZ173とSZ175に切られ、北構の西端は撹乱によ

り失われている。また、東溝とSK06019との関連性をサプトレンチにて調査した結果、両者の連続性

を確認できなかったため、東溝の南端はSK06019の北側で収束すると判断した。なお、平面形は不明

瞭であり、西溝と甫溝は検出できなかった。

方台部遺構の重複が著しく、各辺及び隅部の形状や規模は不明である。 しかし、周溝の配置から、

方台部はおよそ方形を呈すると考えられる。なお、墳丘盛士や主体部は確認できなかった固

周溝 幅約O.6m-1.0m、深さ約O.3mである。隅部はSZ173とSZ175に切られて詳細は不明だが、わ

ずかに北東壁画を確認できたととから、本来は北溝と東溝は途切れていないと考えられる。その断面

形は北溝が逆台形状であるが、東溝は底面がわずかに丸みを帯び、壁面の傾斜も緩やかである。埋士

は3......5層l::分層し、北溝はブロック土の混入が目立つものの、東溝は最下層においてわずかに含ま

れる程度である。

遺物出土状況 北溝から土器 14点、東溝から土器29点が、埋土中から散在して出土した。遺物の出

土数は少なく、大半は破片であり、供献土器の出土は確認できなかった。縄文時代晩期-I期、羽期

~刊期の土器片が出土した。

出土遺物 5535は I期遠賀川系費。頭部下方に、現状で3条の沈線が認められる。 5536は縄文時代

8.80 .... 表示-

1 2.5Y3!1 黒褐色粘質土ややしまりあり 炭が混じる
径50阻以下の円襖を少し含む
2.5Y3!1 黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり 礎を含まず
5Y3!1 オリープ黒色粘質土ややしまりあり 磁を含まず
2.6Y3!2 黒褐色砂質士ややしまりあり E曜を含まず
2.5Y3!1 黒褐色砂質土やや淡色ややしまりあり 磁を含まず
V届 {lOY5!1 灰色粘質シルト}プロックを少し含む

品嘩ri

1 2.5Y3!1 黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり
長が少し混じる 離を含まず
V層 (lOY5!1 灰色粘質シルト)プロックを少し含む

2 2.5Y3!1 黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり 艇を含まず
V層 (lOY5!1 灰色粘質シルト)プロックを含む

3 7.5Y4!1 灰色砂質土やや暗色ややしまりあり 棋を含まず
黒褐色土プロックを含む

5m 。
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SZ174遺構図園 1532



6 第5章東部域の調査成果

晩期後半の深鉢。口縁部外面には条痕が残り、端部には二枚員によるキ

ザミが認められる。端部内面には沈線が 1条認められる。 巴':::J~5535 
ーよ‘Î;，_"Z.~二:;: 'J'時期 E期""IV期のSZ175、IV期のSZ173に切られることと出土遺物の時

期から、 I期と考えられる。
て続安? LJ 5536 

。 100m 

SZ192 (遺構:図 1534、遺物:図 1535)
(S=1/4) 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置し、南溝は調査区域外にある。
図 1533 SZ174遺物実測図

遺構の重複が著しいため平面形は不明瞭であり、北・西溝はSZ191に切られている。

方台部 各辺ともに直線的に延びる。その規模は東西長約6.8m"" 7.0 m、南北長7.8m以上であり、平

SP1000 SK05831 SK05940 

命令Liへ71ぷ亭了_Q:_品唱?15

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる礁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シノレト)ブロックを含む

2 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる

径3cm以下の円撲を少し含む

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

3 2.5Y2/1黒色粘質土やや淡色ややしまりあり炭が混じる礁を含まず

4 2.5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり炭が混じる磯を含まず

5 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が少し混じる礁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シノレト)ブロックを少し含む

6 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや茶色ややしまりあり

炭が少し混じる礁を含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

7 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり砂が混じる離を含まず

8 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる

径3cm以下の円磯を少し含む

9 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少し混じる礁を含まず

10 5Y3/1オリーブ黒色粘質士やや暗色ややしまりあり礁を含まず

11 7.5Y4/1灰色粘質土ややしまりあり離を含まず

12 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや茶色ややしまりあり磯を含まず

黒士プロックを少し含む

13 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり礁を含まず

14 5Y2/1黒色粘質士ややしまりあり礁を含まず

15 7.5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり礁を含まず

16 5Y2/1黒色粘質士 やや淡色ややしまりあり砂が混じる礁を含まず

17 7.5Y4/1灰色粘質土やや暗色ややしまりあり砂が混じる礁を含まず

。
(S=1/100) 

5m 

図 1534 SZ192遺構図



第 1節弥生時代前期の遺構と遺物 7 

面形は南北に長い方形を呈する。なお、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約1.1m~ 1.8m、深さ約 O.5m~O.6mであり、四隅が途切れる周溝である。溝の幅は東溝が

ほぼ一定で、北・商溝は部分的に広い箇所がある。東溝は北端が浅く、南側ほど深い。また、東溝の

底面は部分的にVI層が表出し、完掘時に湧水が生じた。断面形は逆台形状を量し、各溝は部分的に壁

画に狭い平坦商を有する。埋土は5-6層に分層した。壁面沿いに崩落土が確認できるが、およそ中

央が緩やかに鐙む堆積で、ブロック土の混入が少ない。

遺物出土状況 西溝から土器291点、北溝から土器168点、東溝から土器14点が、埋土中から散在し

て出土した。供献土器と考えられる土器は確認できない。出土土器の大半が I期遠賀川系土器の小片

であり、他の時期のものはほぼ認められない。

出土遺物 5537 -5539はいずれも I期遠賀川系土器の壷。 5537は口縁部が大きく外反し、端部には

顕著な平坦商を形成する。 5538は胴部上半に削り出し段を形成し、 ド方に沈線を2条施文する。段及

ぴ沈線の聞には円形刺突文が認められる。 5539は器面に複数条からなる沈線が三角形状に施文される。

5540はI期遠賀川系土器の鉢。口

縁部が短〈外反し、端部に平坦面

を形成する。

D汐~、5瑚
o 10叩1

-ーーーーーー=置=(S=I/4) 

時期供商t土器は出土していない祇

IV期のSZ191に切られることと出

土遺物の時期から、 I期と考えら

れる。 園1535SZ192遺物実測園

SZ221 (遺構幽図 1537、遺物:図 1536)

検出状況東部西側中央に位置する。東西側は調査区域外へのび、南溝はSZ222に切られる@南溝は

竪穴住居跡下で、北溝はSD1085底面での検出であり、平面形は明瞭であった。

方台部北辺と南辺はおよそ直線的であり、隅部は検出できていない。規模は南北長約 7.6m~7.8m

であり、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約1.6m~3.Om、深さ約 O.3m-O.7mである。南溝よりも北溝の方が広く、断面形は底面が

緩やかな丸みを帯びて、壁画の傾斜も比較的緩やかである。なお、北溝の南壁面には帯状に幅狭の平

坦面がある。底面は南北溝ともにほぼ水平であるが、北溝西端はわずかに底面が高くなるため、隅部

が切れるか、あるいは陸橋部を形成している可能性がある。埋土は 5~9 層に分層でき、溝底面付近

では南北両側から壁面崩落土と考えられるブロック土を多く含む土が堆積している。また、埋土全体

にもブロック土の混入が認められることから、人為的に埋め戻してい

る可能性がある@

遺物出土状況北溝から土器1，215点、石器類1点、南溝から 77点が

出土した。石器類1点は北溝埋土3層中から出土した五角形霊長 (5541)

である。出土土器の多くは上層から出土したV期~四期のもので、わ

ずかに縄文時代晩期の土器片が含まれる。しかし、 I期-IV期の土器

は確認できず、供献土器と判断できる土器も出土していない。

.tdA 
くこ〉 5541 

。 50m 

(S=2/3) 

図1536 SZ221遺物実測図



8 第5章東部域の調査成果

出土遺物 5541は打製石蟻である。蟻身は五角形を呈し、側辺上方が外側に突出する。基部は丸みを

帯びた挟りが入る.

時期 出土遺物の時期から掘削時期の推定は困難である。 I期のSDI085底面で検出したことから掘

削時期は I期の可能性が高いと考えられるものの、当該時期の土器が出土しておらず、切り合い関係

のみからの判断であることも留意すべきである。

ilo ¥1 

(2) 土器棺墓

e3 
O~ 

p 

SZ177 (遺構:図 1538、遺物:園1539)

6.90m~溝手亥s ' 

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
1辺5c叫4下の土器片3%含む径4CmJa下の豆円襖.j[角硯~%含む
径1岨以下の炭化物2%含む

2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック25%含む

3 5Y2/1 黒色土ややしまる特性やゃあり
4 5Y3/1 :t"リープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/1 灰色土プロック7%含む
5 5Y3/1 :t"リープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/1 灰色土プロック10%含む 5Y2/1 黒色土プロック10%含む
6 7.5Y3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/1 灰色土プロック10%含む
7 7.5Y3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
8 7.5Y3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性あまりなし

7.5Y4/1 灰色土プロック25%含む
9 7.5Y3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性あまりなし

10Y4/1 灰色土プロック30%含む

自市需守一

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y4/1 黄灰色土プロック10%含む径lclO.以下の炭化物1%含む

2尻3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック10%含む

3町3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む

4 5Y4/1 灰色土ややしまる特性あまりなし
田3/1 オリープ黒色土プロックω%含む

5 5Y4/1 灰色土ややしまる特性あまりなし
田3/1 オリープ黒色土プロック30%含む

。
(S=1/100) 

園1537 SZ221遺構図

5m 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 SK05797に切られており、検出時に土器が表出し

ていた。なお、平面形は不明瞭であった。

埋土 土器底面の土層しか把握できなかった。 V層プロック土や黒色プロック土を含むことから、人

為堆積と考えられる。

形状 南北に長い楕円形を呈する。底面はやや丸みを帯び、壁画の傾斜は緩やかである。

遺物出土状況 土器808点が出土した(しかし、調査当初はSK05797との識別ができていなかったた

め、 808点はSK05797とSZ177の合計数値を示す)。土器は I期の壷 (5542)が横位で潰れた状態で出

土した。
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検出時は胴部外面を上に

した面が確認でき、それを

取り上げると残り半分の胴

部片や口縁部片が出土した。

A 

A 

A' 

SZ177 

A' 

斗ヲ〈ミ』

中面
最下面では口縁部から胴部

までの破片が内面を上にし

て出土した.これらを接合

すると大型査 1個体に復元

ス~
A 

できたため、土器棺墓と判

1 5Y4/1 灰色粘質土
ややしまりあり磁を含まず 下面
V届(10Y5/1 灰色粘質シルト}プロック
黒色土プロックを含む

断した. o ~ ~ 

出土遺物 5542はI期遠賀

川系土器の壷。胴部の一部

を欠損するもののそれ以外

の部位はほぼ完存し、器形全体を復

元できた稀少な資料である。口縁部

は短く外反し、端部を丸く収める。

頭部には削り出し突帯がやや高く

形成され、右上がりのキザミを施す。

調整のために突帯の上部、下部にそ

れぞれ沈線状の凹みを作り出す。さ

らに胴部と頭部の境に 1条の削り

出し突帯を形成するが、頚部突帯に

比して低くなる。胴部最大径は中央

付近に位置し、やや細身の器形とな

る。頭部の 1箇所には横に並んだ2

孔の小孔が認められるものの、その

反対側には確認できない。

(S=1/4O) 。

園 1538 SZ177遺構図

A' 

ネ，~ 1-

1m 

(8;;;1/20) 

10cm 

時期 出土遺物の時期から、 I期と

考えられる。 園1539 SZ177遺物実測園

泣 193(遺構:図 1540、遺物:園 1541)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置し、 SZ192西溝の北端で検出した。検出時は楕円形の土

坑として把握していたが、遺構を半割し、土層を確認した段階で3基の遺構が重複していると判断した.

埋土 7層に分層した。乙のうち、 1層と 7層の層界付近にて残りのよい土器が横位で出土し、土器

の遺存状況から土器棺墓と考えた。埋土の様相から 2-6層はSZ192の一部である可能性が高く、 1

層は検出面で確認した楕円形プランの土層であるためSZ192の埋土ではない。そのため、 7層が土器

棺墓SZ193に伴う埋士であり、 1層はSK05714の埋士とした。
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形状本遺構は SB531、SK05714、

SZ192に切られており、その平面形

は不明である。底面は平坦であり、

残存している遺構の壁面は緩やかで

ある。

遺物出土状況 埋土中から土器285

点が出土した (SK05714、SZ192の一

部の遺物を含む)。底面付近にて I

期壷 (5544)が内面を上にして横位

置で出土し、それとともに条痕文の

ある曹の破片 (5543)が出土した。

これらの破片と同一個体と考えられ

る破片がSZ192埋土中から出土して

いるため、 SZ192構築時に SZ193を

破壊している可能性がある。出土土

器は I期のものが大半を占め、 W期、

vr"，vn期のものが少量確認できる。

出土遺物 5543、5544は I期壷。

5543は条痕文系土器の壷胴部。外面

に右下がりの員殻による条痕が残る。

5544は遠賀川系土器の壷底部。平底

で、胴部は直線的である。

時期 出土遺物の時期から、 I期と

考えられる。

2 溝状遺構

ザ

期
〆冨?マ----------\唱。ιI~"SB531 

争。 50cm 

(S=1/20) 

¥ぞ

A' A 
7.00m 〔ノ=:::ý寸ママ~戸-戸--戸--

六支ジ |

1 2.5Y3/1 黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり 炭が少し混じる
礁を含まず V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)ブロックを含む

2 2.5Y3/1 黒褐色粘質士ややしまりあり 炭が少し混じる礁を含まず
3 2.5Y2/1 黒色粘質士 ややしまりあり 炭が少し混じる礁を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロックを少し含む
4 2.5Y4/1 灰色粘質士やや暗色ややしまりあり 礁を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト) ・黒褐色士プロックを含む
5 2.5Y3/1 黒褐色砂質士やや粘性あり ややしまりあり 礁を含まず
6 2.5Y3/1 黒褐色粘質士ややしまりあり 礁を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト) ・黒士プロックを含む
7 2.5Y3/1 黒褐色砂質士やや粘性あり ややしまりあり 礁を含まず。

(S=1/40) 

図 1540 SZ193遺構図

。
園 1541 SZ193遺物実測園

(S=1/4) 

2m 

10cm 

SD1085下層(遺構:図 1542......1544、遺物:図 1545・1546)

検出状況 東部西側中央に位置する。埋土上面を SD1080に切られるものの、竪穴住居跡との重複は

なく、平面形は明瞭であり、溝底面にてSZ221北溝を検出した。なお、本遺構の出土遺物はおよそ上

層(図 1542A-A'_1'" 5層、 B-B'_1'" 5層、 c-c'_1'" 3層)と下層(図 1542A-A'_6'" 11層、 B-B'_6 '" 

10層、 c-c'_4層)に分かれ、上層はV期~四期の遺物が、下層は I期の遺物が出土している。そのた



A

旬。
。

(S=1/100) 

l-ll 

55411 

5547 
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A 
1印加1

A' 
土器 s 

11 

1 2.513/1 黒褐色土しまる粘性あまりなし
1辺5c叫A下の土器片2%含む径4間以下の張問硯1%台む

2 2.513/1 黒褐色土しまる粘性あまりなし
町4/1 灰色土プロック20%含む

3 2.512/1 黒色土 しまる粘性やゃあり 1辺6caot(下の土器片7%含む
径2岨以下の亜丹穣・亙角覆3%含む径泊以下の炭化物2%含む

4 2.513/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
5 2.513/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

514/1 灰色土プロック15%含む
6 町2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

514/1 灰色土プロック15%含む 1辺40.の土器片1点あり
7 513/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

日4/1 灰色土プロック15%含む
8 513/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
9 513/1 オPープ暴色土ややしまる粘性やゃあり

1.5T4/1 灰色土プロック20%含む
101.罰百/1 オりープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

1.5T4/1 灰色土プロック30%含む
11 10Y4/1 灰色土 ややしまる粘性あまりなし

1.5T3/1 オPープ黒色土プロック10%含む

一旦- ba 土器 2石土器 石 3 ....!L. 
7.C悶m ¥1 d 同""'----....LL~、， L

2もと十ザヱームヱl_"1 ""'"空き~ヂ-\ I 
¥ 5 ¥ ;U. ---.-- ____.----L-I 
h揺守に~ニ 4 ーコ三竺ー'7 __  司

10 

1 2.町3/1 黒褐色土しまる粘性やゃあり
1辺IOc叫A下の土器片7%含む径6c~下の亙円喰1%含む
径』以下の炭化物1%含む

2 2.町3/1 黒褐色土{やや暗い) ややしまる粘性やゃあり
1辺3CaOW.下の土器片1%含む

3 2.町3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり
4 2. 513/1 黒褐色土ややしまる 粘性ややあり

7.514/1 灰色土プロック15%含む
5 2.町.3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

7.町4/1灰色土プロックω%含む
11 5Y3/1 オ9ープ黒色土 ややしまる粘性やゃあり

7.514/1 灰色土プロック20%含む
7 5Y3!1 オ9ープ黒色土 ややしまる粘性やゃあり

7.514/1 灰色土プロック40%含む
8 7.町4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y3!1 オ3ープ黒色土プロック30%含む
9 7.514/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y3!1 オリーブ黒色土プロック40%含む
10 10Y4/1 灰色土ややしまる粘性あ主りなし

7.513/1 オリープ黒色土プロック5%含む
a SD1080の1層
b SD1飽 0の2層

C 

8.80m 

C' 

1 2.町3/1 黒褐色士 しまる粘性やゃあり
2色町3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

514/1 灰色士プロック7%含む
3 513/1 オリープ黒色士ややし怠 る 粘伎ややあり

5Y4/1 灰色士プロックω%含む
4 7.町3/1 オ日ープ黒色士ややしまる粘伎やゃあり

7.5Y4/1 灰色士プロック30%含む

5m 。 2m 

園1542 SD1085下層遺構図(， ) 
(S=1/50) 
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め、遺構の概要は本節で記述し、遺物出土状況や出土遺物については上層と下層に分けて(本節と第

3節に分けて)報告する。

形状 北北西から南南東に主軸を持ち、最大幅約3.3m、深さ約O.9mの大規模な溝である。北端は調

査区内で収束しており、南東端は不明瞭ながらも溝底面が東側に屈曲して、調査区域外へのびている。

断面形は場所によって異なり、中央北寄り(図 1542A-A')では底面中央が尖り気味となる逆三角形

5545-5547遺物出土状況図

(接合唱患の詳細は図1544参照)

rト
ト
ト
ト
ト

t
i
t
t
i
-
-ト

/
 

...L.ム

各自

。~

c 

D 
B.90m 

D・

E 
B.90m 

E' 

ー-...".-

。 1m 

(S=1/30) 園 1543 S01085下層遺構図 (2) 
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状を呈するが、中央南寄り(図1542B-B')では底面がほぼ平坦となる。なお、中央から北側の東壁面

には、幅狭の平坦面がある。

埋土 10'" 11層に分層した。中央北寄り(図 1542A-A')は底面形状に沿うように中央が緩やかに窪

む堆積であり、壁面沿いに崩落士が堆積している。中央南寄り(図1542B-B')はほぼ水平堆積である

が、西壁沿いに崩落土が確認できた。なお、埋土上層には土器が多数出土し、ブロック土も混入して

いるととから、最終的には人為的に埋められたと考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器13.551点、石器類212点が出土した(遺物点数は上層遺物を含む)0埋

土下層の出土遺物のまとまりは大きく 2箇所あり、北側(図1543D-Dヲでは2個体の土器片 (5545、5546)

が溝底面で検出した士坑状の窪み内から、溝の東壁面に沿って混在して横位から斜位で出土した。ま

た南側(図 1543E-E')では 1個体の土器片 (5547)が東壁面の平坦面でまとまって出土し、北側の

5545の破片がわずかに混在していた。

t
r
i
l
l
i
-
-

/
 

.1-.1-

D 
6.90m 

0' 

ロ 遺物出土位置 5545接合線

- 5546接合線 一一 5541接合線

。 1m 

(S=1/30) 

園 1544 S01085下層遺構図 (3)
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出土遺物 5545はI期条痕文系壷。口径約25c皿、胴部最大径約45cmになる大型品。頚部がやや直立

気味となり、口縁部は大きく緩やかに外反する。端部を肥厚し、丸くおさめる。端部下端には突帯を

貼り付け、指先による押圧を加える。頚部直下には低突帯を貼り付け、指先の押圧を加える。押圧の

底面には爪の圧痕が残る。突帯の低さと押圧の強さが相まって、指頭押圧による凹みは本来の器由民

を挟るように深くなる。胸部上半は主に斜め方向、下半は主に横方向の貝殻条痕が強く残り、愚大径

はやや胴部上半に寄る。胴部の大きさに対して平底の底部は小さく、直径は lOcmに満たない。器高

約70c血の大型品であるにもかかわらず器壁が薄い点も特筆すべきである。器形が示す特徴から在地

のものとは考えにくく、三河地方からの搬入品と考えられる。 5546はI期変容壷.口径約20側、胴

10叩

図 1545 8Dl085下層遺物実測図(1 ) 
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16 第5章東部域の調査成果

部最大径約45cmになる大型品。口縁部が緩やかに外反し、肥厚気味の端部を丸くおさめる。頭部以下

に4条の素文突帯を貼り付け、ヨコナデ調整を施す。素文突帯以下は横方向の貝殻条痕が強く残り、

部分的に吹きこぼれ状の痕跡にもみえる黒色部が認められる。最大径部には太い突帯を 1条貼り付け、

貝殻による0字状の押圧を残す。突帯以下の胴部下半は貝殻条痕が痕跡的で、ケズりによる調整痕が

残る。下半の大半を欠損するが、器高約60c皿前後になると思われ、頚部以下胴部上半がやや膨らむ.

5547はI期条痕文系費。口径約40cmになる大型品で、口縁部が短く外反する。端部をさらに外反させ、

外面に粘土がはみ出す部分も認められる。屈曲部には突帯 l条を貼り付け、ヨコナデによって断面が

三角形状になるように尖らせる。口縁部内面はおそらく、員殻条痕の後にナデによる調整を加えて器

面を整えていると考えられる。最大径は胴部上半に寄り、口径とほぼ変わらない。やや赤みの強い胎

土には砂粒が多く含まれ、器面には横方向の貝殻条痕が強く残る。一方、胴部下半は貝殻条痕ではな

く、ケズリによる調整が認められる。胴部内面は摩耗が著しいが、部分的にケズリ痕が認められる。

外面最大径部以下には一面に煤が付着する。

時期 出土遺物の時期から掘削時期は I期で、 VI期~刊期頃には浅い窪地であったと考えられる。

3 土坑

SK06叩o(遺構:園 1548、遺物:園 1547)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。 SZ180北溝の掘削後に、その壁面にて埋士を確

認し、平面精査後に検出した。東側は調査区域外に

あり、 SZ180に切られる。

形状長軸長約4.2mの不整形を呈する。深さは約

0.2mで、底面は平坦であり、南壁面に広い平坦面を

有する。また、西側の壁面は直線的で、その傾斜は

比較的急である。

埋士 2層に分層した。ほぽ水平堆積であるが、層

界の凹凸が認められる。

遺物出土状況 埋土中から土器34点が出土した。

上層の出土遺物は羽期-V1期のものがあり、下層の

出土遺物は I期の遠賀川系土器である。遺構の重複

関係から、百期~四期の遺物は混入と考えられる。

出土遺物 5548はI期遠賀川系土器の壷。口縁部が

短く外反し、端部には沈線状の凹みが認められる。

時期 W期のSZ180に

切られることと下層出

土遺物の時期から、 I

期と考えられる。

ぐヲV5揃

01Ocm  

(S=1/4) 

園1547 SK06080遺物実測園

A 

6.80m 
A' 

¥にとゴ

1 2.5Y 3/1黒褐色土
(やや明るい) しまる
粘性あり鉄分沈着あり

2 町 4/1灰色土ややしまる
粘性あり鉄分沈着あり

o 1m 

(S=1/40) 

園154BSK060BO遺構図
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SK06082 (遺構:図 1549、遺物:園 155ω

検出状況東部西側甫寄りの遺構密集域に位置する。 SB517とSB518の底面において検出した。

形状 長軸長約2.1m、短軸長約1.8mの、東西にやや長い不整楕円形を呈する。深さは約0.8mで、底

面は丸みを帯び、壁面の傾斜は緩やかである。

埋土 5層に分層した。全体的に中央が窪む堆積であり、下層には壁面崩落土が堆積している。上層

から中層にかけて埋土の粘性が高く、炭化物をわずかに含む。

遺物出土状況 埋土中から土器249点、石器類11点が出土した。土器は小片が多いものの、埋土から

散在して出土した。また、 I期の遠賀川系土器が多く、町期とVI期~四期の小片もわずかに出土して

いる。

出土遺物 5549、5550は I期遠賀川系土器の壷。 5549は口縁部が大きく外反するo 5550は胴部に木

葉文らしき文様が認められる。 5551はI期遠賀川系土器の鉢。口縁部が緩やかに聞く大型品で、端部

には顕著な平坦面を形成する。

時期 VI期~刊期のSB517、SB518に切られることと出土遺物の時期から、 I期もしくは町期と考え

られる。

il回

。 A' 

事ト+

S防17

/ / |四 ¥ ¥ 88518 

1 2，5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり
土器片(締片)わずかに含む鉄分詑着あり

2 2，5Y3/1 黒褐色土(やや明るい) しまる粘位あり
A A' 土器片含む炭化物わずかに含む鉄分詑着あり

3 5Y2/1黒色土しまる粘性あり 8.50m 
土器片含む(2より多い)
炭化物散在して含む φ5岨石含む

4 5Y4I1灰色土ややしまる粘性ややあP
5 5Y3/1 オリープ黒色土 しまる 皐則自主やゃあり

黒色土のプロックわずかにあり

。 2m 

(8;;;1/40) 

園1549 SK06082遺構図

、 乙島、問 と~~551 。 IOcm 

(S=I/4) 

園1550SK06082遺物実測園
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第 2節弥生時代中期の遺構と遺物

東部域の弥生時代中期 (II期"'IV期)の遺構として、方形周溝墓54基、溝状遺構 10条、土坑 12基

について、以下に報告する。その分布は中央に南北に通る SD0381(大溝)があり、その東西側に方形

周溝墓が展開するものの、北東側は遺構の広がりがほとんど認められない。

. 今回報告する遺構

.報告書 Iにて報告済みの遺構

。 50m 

(S=1/1200) 

図 1551 東部域の弥生時代中期の遺構分布図
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方形周溝墓

B地区における方形周溝墓の分布は北側と南側で大きく異なり、北側は方形周溝墓列を形成し、そ

れぞれが重複しないか、あるいは周溝を共有する場合が多い。一方、南側は北側のような墓列は明瞭

でなく、方形周溝墓が複数重複している。

以下、遺構ごとに記述する。

。 50m 

(S=1/1200) 
東部域の弥生時代中期の方形周溝墓分布図
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泣:066(遺構:図 1553・1554)

検出状況東部中央に位置する。東西側は『荒尾南遺跡B地区 1~にて報告済みであり、今回の報告

箇所は中央の幅約1.0mの区域である。北溝の平面形は明瞭であったが、南溝はSD475に切られており

不明瞭であった。

方台部 方台部の各辺は直線的で、四隅は周溝が途切れている。その規模は東西長約6.6m........7.1 m、

。
(5=1/100) 

一ι 一主ー
6.60m O=L司

¥_r 

5m 

1 2.町3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.町3/1 黒褐色土 1よりしまりなし粘性1よりあり 炭化物混じる
3 2.町3/1 黒褐色土 1よりしまりなし粘性1よりあり
4 5Y3/1 オリープ黒色土 しまりなし粘性やゃあり 5V4!1 灰色土プロック1弱含む
5 2.町3/1 黒褐色土 しま唱なし粘性やゃあり 5Y4/1 灰色土プロック20再含む
6 2.5Y3/2 黒褐色砂質土粘性なし しまりなし

園1553SZ066遺構図(， ) 
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南北長約9.5mで、南北にやや長い方形を呈する。墳丘や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約l.Om-1.6m、深さ約O.4m-O.5mであり、方台部の四隅の周溝は途切れ、陸橋部を形成

する。北溝と東溝に比べて南溝と西溝の幅が広く、断面形は概ね逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦

であるが、北溝と南溝の東側と東溝の北側がいずれも深く掘り込まれている。また、西溝の南北端と

北溝の東西端の壁面傾斜は急である.埋土は3-9層に分層し、埋土中の炭化物は北溝が多く、東西

溝がわずかであり、南溝はほとんど確認できなかった。また、全ての溝底面には崩落土と考えられる

ブロック土を含む土が堆積しており、特に北溝と南溝では顕著であった.

遺物出土状況今回の報告箇所の埋土中から、遺物は出土しなかった。

時期 今回の報告箇所からは言及できないが、『荒尾南遺跡B地区 IJ]で検討したように、 E期.......m期

と考えられる。

仙予三三 8へ静
1 5Y3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 5Y2/2 オロープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
3 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

5YS/l 灰色プロックを1%含む
4 5Y5/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/2 オロープ黒色プロックを30%含む (盛土崩落土泊守
5 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5YS/l 灰色プロックを40%含む(盛土崩落土泊ヰ
6 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5YS/l 灰色プロックを5%含む(盛土崩落土か)

1 2.5Y3/1 黒褐色土(やや明るい)しまる 粘位やゃあり鉄分紘着少しあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり 径2Dm1~どの炭化物~.含む
3 5Y3/1 才Fープ黒色土 しまりなし粘性あP径1_-2皿ほどの炭化駒市含む
4 5Y3/1 才Fープ黒色土ややしまる粘性あP鉄分沈着あり

1.5Y4/l 灰色土プロック時含む径1皿-3皿の炭化物~含む
5 5Y3/1 才Fープ黒色土しまりなし粘性あP
自符3/1 才 Fープ黒色砂質土ややしまる粘位やゃあり
7 5Y3/1 才Pープ黒色土 しまりなし粘性あlJ 1.5Y4/l 灰色土プロック謝含む
B 昼間/1 才Pープ黒色土 しまりなし粘性あlJ 1.5Y4/l 灰色土プロック30輯含む
9 1.5Y4/l 灰色土ややしまる粘性あり 町3/1 オリープ黒色土プロック錫含む

1.5Y3/1 オリープ黒色砂プロック40首含む

上司ずi

1 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性ややあり

6.50宵 E

2 5Y2/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

3 5Y5/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2/2 オリープ黒色土のふみ込みを多く含む

6志寸撃fI

1 2.5Y3/2 黒褐色土ややしまる粘性あり 鉄分沈着わずかにあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり 炭化物ごくわずかに含む
3 5Y3/1 オ~-プ黒色土ややしまる粘性あり
4 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

灰色土のプロック20世含む
5 5Y4/1 灰色土しまりなし粘性やゃあり

下部!こて灰色砂質土30匹含む (湯水が激しい層である)

_f_ __.E_ 
6.40m よ..e...

4一一----.

1 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり
a 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/1 灰色土プロック40%含む
4 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり

2.5Y3/1 黒褐色土プロック7%含む

1 2.町3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.町3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
3 2.庇3/1 黒褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 径lmm-6皿の鋭化物2世含む
4 7.6Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり
5 6Y3/1 オロープ黒色土 しまりなし粘性あり 砂が少し混じる

2.庇3/1 黒褐色土プロック16世含む6Y3/2 オ日ープ黒色土プロックl開含む
6 7.庇3/1 オPープ黒色土しまりなし粘性あり

7.6Y4/1 灰色土プロフタ10首含む
1 6Y3/1 オロープ黒色土 しまりなし粘性あり

7.6Y4/1 灰色土プロフタ20首含む

eωヰ手会5

1 回3/1 オHープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.庇 3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり
3 2.庇 3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

7.6Y4I1 灰色土プロック26%含む
4 2.庇 3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

7.6Y4I1 灰色土プロック40%含む
5 2.庇 3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

7.6Y4I1 灰色土プロック20%含む
6 7.6Y4I1 灰色土 ややしまる粘性やゃあり

2.庇 3/1 黒褐色土プロヲク10%含む。 5m 

園 1554 SZ066遺構図 (2) (S=1/100) 

泣071(遺構:図 1555・1556、遺物:園 1557)

検出状況東部中央に位置する。西側は『荒尾南遺跡B地区 1J]にて報告済みであり、今回の報告箇

所は周溝北東隅の幅約l.Omの区域である。なお、平面形は比較的明瞭であった。
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一企- SZD71 

8.7Om 
4 

1 2.5Y3/1 鳥褐色土やや茶色ややしまる粘性あり 鉄分沈着あり
2. 2.5Y3/1 .属褐色土ややしまる粘性あり 鉄分沈着わずかにあり

a 6Y2/1 鳳色土ややしまる粘性あり(強い} 鋭化物散在して含む
4 町'2/1 鳳色土やや茶色が入る ややしまる粘性あり

6 6Y2/1 鳳色土やや淡いややしまる粘性あり(強い) 炭化物わずかに含む
自 町3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性あり
7 町3/1 オ日ープ黒色土ややしまる 粘性あり{強い} 灰色土のプロック20世含む
8 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 黒色土のプロッタ10骨含む
9 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性やゃあり 黒色土のプログク10覧含む
10 2.5Y2/1 緑色土ややしまる 粘性あり(強い} 炭化物わずかに含む (SZ070埋土)
11 7.5Y4/1灰色土 しまりなし粘性やゃあり 黒色土のプログタ40国含む (SZ070埋土J

_IL 
8.7Om 

Sl071 

下持~ ¥ー/

1 2. 5Y3/2 巣縄色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2 2.5Y3/1 巣縄色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物混じる
3 6Y3/2 オV~プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

¥ーノ

4 6Y3/2 オPープ黒色土や やしまる 粘性やゃあり 5Y4/2 灰オリープ色土プロック珊含む
5 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
6 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 6Y4/1 灰色土プロック淵含む a 

7 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 6Y4/1 灰色土プロック40量含む U 
8 6Y4/1灰色土ややしまる 粘性やゃあり 2.5Y3/1 鳳褐色土プロック7冒含む
9 2.5Y3/2 黒褐色ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈積あり (SZ072温土)

園1555 SZ071・SZ072遺構園(1)

B' 

:...K.. 

1 5Y2/2 オPープ鳳色土ややしまる
粘性やゃあり

2 町'3/2 オPープ鳳色土ややしまる
粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを1%含む

3 5Y2/1 .. 色土 ややしまる
粘性やゃあり 炭化物を含む

4 町2/2 オリープ緑色土ややしまる
粘性やゃあり

5 釘2/2 オロープ鳳色土ややしまる
粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを10%含む

5m 

(8=1/100) 
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方台部方台部の各辺は直線的で隅部は丸みを帯び、その規模は東西長約7.9m、南北長約7.3--7.6m

で、東西にやや長い方形を呈する。墳Eや主体部は確認できなかった。

周溝 幅約1.2m--1.6m、深さ約O.3m--O.5mであり、全周する。南溝と西溝は中央付近が最も広く、

隅部に向かうにつれて狭くなる。東溝は東壁面に緩斜面が認められるものの、他遺構との重複関係は

認められなかった。底面はほぼ平坦であるが、北西隅と北東隅の底面がわずかに高い。溝の断面形は

逆台形状もしくは深い皿状を呈する。埋土は5--12層に分層でき、いずれの場所でも埋土中に炭化

物もしくは炭化粒を含む黒色土~オリープ黒色土が見られ、底面付近には崩落土と考えられる

s判事pi

1 6Y3/Z オ3ープ黒色士
ややしまる 粘性やゃあり 垂下斑鉄多い

2 6Y3/1 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを1%含む

3 6YZ/l 黒色士
ややしまる 粘性やゃあり 炭化物をわずかに含む

4 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5 7.6Y3/2 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを10%含む
6 7.6Y3/2 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを30%含む
6Y2/1 1M色プロックを10%含む

7 7.6Y3/1 オPープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを6%含む

Eホ薄井よ

SZ071 
_E_~ } 2 _L  

M伽暗雲す

1 2.5Y3/1 黒褐色土やや茶色ややしまる粘位あり
鋭化物ご〈わザかに含む鉄分比着あり

2 2.5Y3/1 黒褐色土やや暗色ややしまる粘位あり 炭他物わずかに含む
3 2.5Y3/1 黒褐色土やや君主いややしまる粘位あり 灰色土のプロックわずかに含む
4 町2/1 黒色土ややしまる特性あり(強い)

鋭化物散在して含む(炭粒径5mm種のものあり}
5 町2/1 黒色土ややしまる 特性あり(強い) 炭他物わずかに含む
6 2.5Y3/1 黒褐色土やや淡いややしまる粘位やゃあり 灰色土のプロyク10事含む
7 町3/1 ~リープ黒色土ややしまる粘性あり

鋭化物ご〈わずかに含む灰色土のプロック10世含む
B 町2/1 黒色土ややしまる特性あり 炭他物ごくわずかに含む
9 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘位あり 灰色土のプロックゆ個かい)30事含む
10 町3/1 オリープ黒色土やや淡いややしまる特性あり
鋭化物わずかに含む(炭粒~量ものあり)

11 町3/1 オリープ黒色土やや暗色ややしまる特性あり
灰色土のプロック(v届)20世含む

12 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘位やゃあり 黒色土のプロyタ3~'含む

6蜘更表す

1 2.回3/1 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性あり 鉄分沈着わずかにあり
2 2.回3/1 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性あり 鉄分沈着ごくわずかにあり
3 5Y2/1 黒色土ややしまる 粘性あり(強い) 炭化物散在して含む
4 5Y2/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性あり 灰色土のプロック20再含む
5 5Y2/1 黒色土やや淡色ややしまる粘性あり 炭化物ごくわずかに含む
6 5Y3/2 オ3ープ黒色土ややしまる粘性あり 灰色土のプロックわずかに含む
7 5Y3/1 オ3ープ黒色土ややしまる粘性あり(強い}

下郁にて灰色土のプロック10都合む
8 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性どくわずかにあり

オリープ黒色土のプロック20都合む

s品薄FI

1 2.6Y3/2 黒褐色士ややしまる粘性~ゃあり 鉄分沈着あり
2 2.6Y3/2 黒褐色士ややしまる粘性.~ゃあり 炭化物混Zる
3 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性1，2よりあり

6Y4/z灰オPープ色士プロック10世含む
4 7.6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

2.6Y3/1 黒褐色士プロ yク30幅含む
5 7.6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

2.6Y3/1 黒褐色士プロ yク3世含む

上連J上

1 2.回3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2 2.回3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物わずかに混じる

5Y4/2 灰対日ープ色土弱含む
3 2.回3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/2 灰対日ープ色土20部含む
4 7.回4/2 灰オUープ色土ややしまる粘性ややあり

2.回3/1 黒褐色土プロック端含む
5 5Y4/2 灰ヨ「リープシルト ややしまる 粘性あまりなし

SZ072 
一ι _L
6.80m宮寺

2 

1 2.回3/1 黒褐色士やや茶色ややしまる粘性あり 鉄分沈着あり
2 2.町3/1 黒褐色士ややしまる粘性あり

炭化物ごくわずかに含む鉄分沈着あり
3 6Y4/1灰色士ややしまる粘性やゃあり
4 6Y3/1 オロープ黒色士ややしまる粘性あり

灰色士のプロック20世合tr

叩ザ

1 2.町3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
5Y4/Z 灰オリ}プ色土プロック市含む

2 5Y4/Z 灰オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり
2.町3/1 黒褐色土プロック15%含む

1 5Y3/Z オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%青む

2 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性キゃあり

5Y6/1 灰色プロックを20%台む

。 蜘1

園 1556 SZ071・SZ072遺構図 (2)

(S=l/l∞) 
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ブロック土を含む土が堆積している。

遺物出土状況今回の報告箇所の埋土中から、土器34点が散在して出

土した。また、底面よりやや上位でW期の壷D類 (5553)が出土した。

出土遺物 5552、5553はW期壷D類。ともに内面にはハケ問が残る。

5552の外商には円形刺突文が複数帯認められる.5553には波状文が認

められる。

時期 出土遺物の時期から、 N期と考えられる。

SZ072 (遺構:図 155沼圃 1556)

。

、開
爾齢、悶

10cm 

(8=1/4) 
図 1557 SZ071遺物実測図

検出状況東部中央に位置する。西側は『荒尾南遺跡B地区 1~にて報告済みであり、今回の報告箇

所は土層断商K-K'付近の幅約l.Omの区域である。 SZ071とSDl289に切られ、平商形は不明瞭であ

った。

方台部 方台部の各辺は直線的で北西隅は丸みを帯びる。規模は不明であるが、南溝の状況から東西

にやや長い方形を呈すると考えられる。墳丘や主体部は確認できなかった。

周溝 西溝と南溝を確認し、北溝は西端のわずかな範囲のみを確認できた。西溝は幅約O.9m、深さ約

O.3m、南溝は幅約O.6m、深さ約O.lmであり、西潜と南溝は途切れている。南溝の中央部分は確認で

きなかった。溝の断面形は西溝が逆台形状、南溝が浅い皿状を呈する@埋士は3層-5層に分層し、

西溝と南溝ともに底面付近には崩落土の可能性があるブロック土を含む土が堆積していたe

遺物出土状況今回の報告筒所の埋士中から、遺物は出十‘しなかった。

時期 今回の報告箇所からは言及できないが、『荒尾南遺跡B地区 1~で検討したように、 E期と考え

られる。

SZ075 (遺構圃図 1558圃1559、遺物:図 1560)

検出状況東部中央に位置する。西側は『荒尾南遺跡B地区 1~にて報告済みであり、今聞の報告箇

所は周溝北東隅の幅約l.Omの区域である。なお、東溝の平面形は明瞭であったが、北溝はSD0475に

切られ不明瞭であった。

方台部 方台部の各辺は直線的で、四隅は北東隅を除いて周溝が途切れている。その規模は東西長約

6.6m-6.9m、南北長約7.3mで、南北に長い方形を呈する。墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約 1.2m-1.9m、深さ約O.2m-O.6mであり、方台部の四隅に当たる部分は北西、南東、南

西側は明確に途切れ、北東側は極めて浅いものの、平面的には連続している。北溝と東溝に比べて南

溝と西溝のI幅が広く、断商形は概ね逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦であるが、北溝の西側と西溝

の北側、東溝の北側がいずれも深く、東溝の北側では先端が炭化した棒状材が数点出土した。また、

東溝は他の溝と比べて全体的に深く、南北端の壁面傾斜は急である。理土は2層-10層に分層でき、

埋土中の炭化物は東溝に多く、全ての溝底面にはブロック土を含む崩落土が堆積している。

遺物出土状況 今回の報告箇所の埋土中から土器5点、木製品18点が出土した。東溝北端では、底面

よりわずかに上位の 7層上面にて、先端が炭化した棒状材が数本出土した。材はいずれもほぼ水平に

出土したが、その周辺に炭化物集積などの特異な状祝はみられなかった。



il田

ミ、

_A_ 
7.00m 

B本手持___!L.

1 2.5Y3/3 暗オロープ褐色土ややしまる
粘性やゃあり カタラン土

2 町宮12 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
3 町2/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを5%含む
4 6Y5/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

町宮12 オリープ黒色プロックを3%含む

_L  _L  

6.6伽モヰデ

1 町3/2 オロープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり

2 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
2.庇 3/1 黒褐色土プロヲク3似合む

_F_ __E_ 
6.60m ...1.2 

¥1;'て=エコメ6

1 2.町3/2 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 鉄分沈着あり
2 6Y3/1 オHープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
3 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性2よりあり 炭化物混じる
4 2.6Y3/1 黒褐色土しまりなし粘性3よりあり
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01-"，，1(ア

両輪-
1 6YS/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 6YS/l オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを1%含む炭化粧をわずかに含む
3 6YS/l オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

6Y6/1 灰色プロックを6%含む炭化粧を多く含む
4 6y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 6Y6/1 灰色プロックを3%含む
5 7.院生11 灰色土ややしまる粘性やゃあり 6Y6/1 灰色プロッタを6%含む
6 7.町6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 6Y6/1 灰色プロッタを10%含む
7 7.町6/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり 6Y6/1 灰色プロッタを3%含む

6Y3/1 オロープ黒色プロックを3%含む
8 7.院生11 灰色士ややしまる粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロッタを3%含む
9 7.町6/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり 6Y6/1 灰色プロッタを6%含む
10 7.町6/1 灰色士ややしまる粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロッタを6%含む

6Y3/1 オロープ黒色プロックを10%含む

G G・
6.50m下 等 す

1 2.5YS/l 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性あり鉄分沈着わずかにあり
2 5Y3/1オロープ黒色土やや明るいややしまる 粘性あり 3のプロック10首含む
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性あり 2のプロック20百合tt
4 7.5Y4/1灰色土 しまりなし粘性やゃあり

5 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 6Y4/1 灰色土プロック16晶含む
6 6Y4/1 灰色土ややしまる 粘性やゃあり 2.6Y3/1 黒褐色土プロフタ10幅含む

。 5m 

(S=1!l 00) 

園 1558 SZ075遺構図(， ) 
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出土遺物 5554、5555は建築部材であるが、いずれも腐食による劣化が著しい。 5554は方形孔が1箇

所穿たれている。 5555は上下の接点がないものの、断面形状や材質から同一個体と考えた。 2箇所に

孔があり、下方は方形、上方は楕円形状を呈する。また、下端が炭化している。 5556"""5559は板材で

あり、いずれも下端が炭化している。 5556は表面に斜め方向の圧痕が残るものの、使用時によるもの

かは定かでない。 5559は炭化範囲の上端が直線的であることから、他の部材と組み合っていた可能性

がある。 5560はその他の加工材。上端が欠損している。

時期 今回の報告箇所から出土した遺物からは言及できないが、『荒尾南遺跡B地区 I.!で検討したよ

うに、 E期と考えられる。

一比 4 3.1 3 ___.!::L_ 

m ド辛写

1 2.5Y3/1黒褐色土やや暗いややしまる粘性あり 鉄分沈着あり
2 2.5Y2/1黒色土ややしまる粘性あf)(やや強い)

炭化物をわずかに含む
2 町2/1 黒色土ややしまる粘性あf){やや強い)
4 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
S 町3/1オPープ黒色土ややしまる粘位あり

底近〈灰色土のプロック20世含む
6 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

s志F争三上

1 2.町3/1 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性あり鉄分沈着わずかにあり
2 5Y3/1 オDープ黒色土ややしまる粘性あり灰色土のプロック20誕含む
3 5y4/1 灰色土 しまりなし粘性やゃあり 鉄分沈着わずかにあり
4 5Y3/1 オDープ黒色土ややしまる粘性あり(やや強い)
5 7.5Y4/1 灰色土しまりなし粘性やゃあり。 面1

7 7.5Y3/1 オUープ黒色土ややしまる 粘性あり 灰色土のプロックw首含む 。=1/1∞)

遺物出土状況

y 
y 
y 
y 
y 
y 
y 

¥ 

1m 

(8=1/20) 
園 1559 SZ075遺構図 (2)
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圃1560 SZ075遺物実測園
(S=1/8) 

SZ078 (遺構:図 1561)

検出状況東部中央に位置する。南西側は『荒尾南遺跡B地区 1~にて報告済みであり、今回の報告

筒所は土層断面C-C'、D-D'付近の幅約1.0mの区域である。北東隅は調査区域外に位置する。遺構検

出面は微砂層であり、検出時や遺構掘削時には湧水が著しかった。なお、遺構の平面形は不明瞭であ

った。

方台部 方台部の各辺は直線的で南東隅は丸みを帯びる。その規模は東西長約6.8m"'6.9m、南北長

約8.0mで、南北にやや長い方形を呈する。墳丘盛土や主体部は確認できなかった.

周溝 幅約0.8m'" 1.5 m、深さ約0.3m'" 0.5 mであり、確認した範囲では北西隅が途切れる。西溝と

甫溝に比べて北溝と東溝の幅が広く、断面形はいずれも逆台形状もしくは浅い皿状を呈する。底面は

ほぼ平坦であるが、南溝の東西両端はわずかに高い。埋土は4層"'7層に分層し、北溝は埋土中層に

炭化物を多く含み、全ての溝底面にはプロック土を含む崩落土が堆積していた。

遺物出土状況 今回の報告箇所では、北溝から土器159点、木製品2点、東溝から土器10点、木製品

8点が出土した。北溝の 2層と4層の境で炭化した板材が出土し、上層からはVI期以降の土器片が散

在して出土した。また、東溝では底面より 3cm上位で木片が出土した。しかし、いずれも小片であり

図示していない。

時期 今回の報告筒所からは言及できないが、『荒尾南遺跡B地区 IJで検討したように、 W期と考え

られる。
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一ι
e£対zri

S蜘胃場?6伽下村

1 2.5Y3!1 黒縄色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.5Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4!2 灰オリープ色土プロック市含む
3 5Y3!1 オリープ鵬色土 しまりなし粘性あり
4 5Y3!1 オリープ鵬色土 しまりあまりなし粘性やゃあり

径1-ほどの砂を含む
5 5Y3!1 オHープ黒色砂質土 しまりなし粘性なし

5Y4!1 灰色土プロック稲含む

_l::!_ _lf_ 

S蜘持率F

1 2.5Y3/1 11褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 炭化物混じる

2 2.5Y3/1 11褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 鋭化物1より多く混じる
構物遺体混じる

3 5Y3/1 オy-プ黒色砂
しまりなし粘性やゃあり

4 5Y3/1 オy-プ黒色土
しまりなし粘性やゃあり
5Y3/1 オy-プ銀色砂プロック筑鴻含む

..JL一ー _g:_ 
8.5Om ~U ~ 

1 5Y2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y3/2 オロープ緑色土
ややしまる給伎やゃあり
5YS/1灰色プロックを5%含む

3 5Y3/2 *Yープ風色砂貧土
ややしまる粘性やゃあり
5YS/1 灰色プロックを20%含む

4 5Y3/2 オ日ープ黒色砂質土
ややしまる特性やゃあり

1 2.5Y3!1 鳳褐色土やや茶色ややしまる
粘性あり 灰色土のプロック10世含む

2 5Y3/1 オ!J-プ黒色土ややしまる粘性あり
炭化物ごくわfかに含む

3 5Y3/1 オ!J-プ黒色土 ややしまる粘性あり
灰色土のプロック20l含む

4 5Y2/2 オロープ黒色土ややしまる粘性あり
底面近<1r.V層プロック以耳障含む

5 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性あり
灰色土のプロック創猶含む

5・
(S;;1/1oo) 

。

1 2.5Y3/1 鳥褐色土やや淡いややしまる粘性あり
鉄分沈着わずかにあり

2. 2.5Y3/1 黒褐色土やや暗色ややしまる 粘性あり
3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり

灰色土のプロック淵含む
4 釘3/1 オリープ黒色土ややしまる

車庫性あり (やや強い}
5 町3/1 オPープ暴色土ややしまる粘性あり

灰色土のプロック301目含む
6 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性あり

灰色土のプロック20幅含む
7 5Y2/2 オリープ黒色土ややしまる粘性あり

園 1561 SZ078遺構図

山¥汗ヂ/

1 5Y3/2 オ日ープ.色土
ややしまる
粘性ややあり 炭化物を含む

2 SY2/2 オ日ープ.色土
ややしまる
粘性やゃあり 炭化物を含む

3 SY3/1 オ日ープ縄色土
ややし去る粘性やゃあり
回目/1灰色プロックを1%含む

4 SYS/l 灰色シルト
ややしまる給伎ややあり
5Y3/1 オ9ープ.色土を
全体的に含む
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泣:083(遺構:図 1562、遺物:園 1563)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。方形周溝墓の北溝と甫溝を検出し、方台部中央は調査

区域外にある。東側でSD0381の上層埋土に切られ、南溝の中央付近まで失われている。平面形は北溝

が明瞭で、南溝は中央から西側にかけて不明瞭であった。また、周溝は四隅ともに途切れることなく

屈曲している。

方台部大半が調査区域外にある。北辺と南辺はおよそ直線的であり、北東・北西隅は丸みを帯び、

南東隅は角があり、南西隅は撹乱のため不明である。その規模は東西長約6.5m、南北長約8.6m"" 9.2 

mで、南北に長い長方形を呈する。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 幅約0.9m "" 1.1 m、深さ約0.3m"" 0.5 mであり、全周する。平面形は北溝中央付近が南北にや

や膨らむが、それ以外はほぼ均ーな幅で巡っている。溝底面は南東と南西隅が高く、断面形は北溝が

逆台形、南溝は底面から壁面にかけて丸みを帯びている。埋土は4""5層に分層でき、埋土全体にブ

ロック土やV層(灰色砂質シルト)の土を含む。壁面から底面にかけては、崩落土が堆積していると

考えられる。

遺物出土状況 甫溝から土器41点、北溝から土器7点が出土した。いずれも小片であり、供献土器は

出土していない。

出土遺物 5561はW期壷H類。胴部上半に直線文が2帯認められる。黒褐色の胎土からなる肯井式

道路

09_7地点

06_15・16地点

_A_ 1 _K_ 

B伺吋評

1 2.町2/1 黒色粘質土やや暗色ややしまりあり
炭が少し混じる 療を含まず
V層 (10ys/l 灰色粘質シルト}プロ yクを少し含む

2 5yz/l 黒色粘賀土やや暗色ややしまりあり
炭が少し混じる 穫を含まず
V層 (10ys/l 灰色粘質シルト}プロ yタを含む

3 5yz/l 黒色粘賀土やや暗茶色ややしまり弱い
炭が少し混じる 穫を含まず
V層 (10ys/l 灰色粘質シルト}プロ yクを含む

4 7.町411 灰色細砂やや暗色ややしまりあり
穫を含まず黒土プロ yクを少し含む

ι対叡;

1 7.5Y2/1 黒色粘質土やや淡色
ややしまりあり 炭が少し混じる
径2四以下のV層 (lOY4Il 灰色砂質シルト)が上部に含む

2 7.5Y2/1 黒色粘質土 しまりなし
径2四以下のV層 (lOY4Il 灰色砂質シルト)を少し含む

3 10Y3/1 オリープ黒色粕質土 しまりなし
径2四以下のV層 (lOY4Il 灰色砂質シルト)を少し含む

4 10Y3/1 オリープ黒色砂質土
やや粘性あり ややしまりあり 植物遺体が混じる

5 10Y4/1 灰色砂質土やや粘性あり ややしまりあり
7.5Y2/1 黒色粘質土のプロックが混じる

。 5m 

(S=1/100) 

園 1562 SZ083遺構図
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土器の小片である。

供献土器の出土はないが、周溝が全周することと町期の土器片が

出土していることから、 N期と考えられる。

時期

(5=1/4) 

SZ083遺物実測図図 1563
SZ085 (遺構:図 1564)

東部東側の中央から南寄りに位置する。北溝と東溝の北半分は06_10・11地点にあり (W荒検出状況

尾南遺跡B地区 1~にて報告済み)、 10_5地点では南溝と西溝の南端を検出した。中央部分は調査区

域外となり全容は不明であるが、平面的な位置関係から同ーの方形周溝墓の周溝と判断した。なお、

06_10・11地点

道路

5m 。
(5=1/100) 

T T T 

A' A 
6.20m 

_F_ 12  __E_ 
6.20m ~戸Zτ6志モ寺苧Ji品-vi自志 z J 一正

1 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
5Y4/1灰色土プロック5%含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性あり
5Y2/1黒色土プロック30%含む

3 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
7.5Y4/1灰色土プロック15%含む

4 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む

1 2.5Y2/1 黒色士ややしまる
粘性やゃあり
5Y4/2灰オリープ色土
プロック7%含む

2 7.5Y4/1 灰色土ややしまる
粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック25%含む

C-C' ，D-D' 
1 5Y2/1 黒色士粘性あり ややしまりあり 礁を含まず
2 5Y2/2 オリープ黒色士粘性あり ややしまりあり

穫を含まず径lcm以下の灰色プロックを含む
3 5Y4/1 灰色士やや粘性あり ややしまりあり 礎を含まず

SZ085遺構図図 1564
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平面形は明瞭であったロ

方台部北辺が直線的にのび、北東隅がほぼ直角に屈曲することから、方形もしくは台形状を呈する

と考えられる。南北長約6.7mであり、南西隅部は周溝が途切れ陸橋部を有する。なお、墳丘と主体部

は確認できなかった。

周溝南溝、西溝ともに幅は不明である。深さは約O.lm-O.2mであり、南溝は底面が平坦であるが、

西溝は底面中央が緩やかに緩んでいる。なお、壁画の傾斜はいずれも緩やかであるロ埋土は南溝で2

層、西溝で4層に分層した。いずれもブロック土の混入が顕著である。

遺物出土状況 南溝から土器13点が出土し、西溝の南端から遺物が出土しなかった。南溝出土土器は

V期~VII期に属するが、いずれも細片であり図示していない@

時期 今回の報告箇所からは言及できないが、『荒尾南遺跡B地区 I~ で検討したように北溝の出土遺

物の時期から、 W期と考えられる。

SZ172(遺構闘図 1565、遺物:図 1566)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に位置する。南溝と西溝を検出し、北潜と東溝は調査区域外に

位置する.西溝はSZ170を切り、南西隅でSZ173に接する。南溝、西溝ともに他遺構の重複が著しく、

平菌形は不明瞭であった。特に西潜はSZ170との切り合い関係の把握が困難であった。

方台部 南辺はおよそ直線的で、西辺は中央付近がわずかに東側に内湾している@隅部は丸みを帯び

ており、規模は不明である。なお、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約 O.7m~ 1.8m、深さ約 O.3m~O.8mで、検出した範囲は全周している。西溝は直線的にの

びており、その北側の断面形は逆台形を呈するが、南側は下方が垂直気味に掘り込まれ、上方は外側

に大きく開く。一方、南溝の平面形は緩やかに膨らみ、底面は中央西寄りがやや深く、その部分は壁

面が垂直気味に掘り込まれている。なお、南西隅部の底面は他の周溝底面よりも約 lOcm~ 15c血高い。

埋土は4層~1l層に分層した。主に埋土下層に壁面崩落土と考えられるブロック土を含む堆積層が確

認でき、南溝は炭の混入が認められる。

遺物出土状況 南溝から土器227点、西溝から土器221点が、それぞれ散在して出土した。土器片は

I期とV期~刊期のものが多く、 N期のものがわずかに出土した。本遺構は I期のSZ170の上から構

築されていることから、 I 期の遺物は混入である可能性が高い。また、 V期~VII期のものは上層から

の出土であり、本遺構の最終埋没時期を示すと考えられる。なお、供献土器の出土は確認できなかった.

出土遺物 5562~ 5564はI期遠賀川系土器の壷。 5562は肩部が強く張り出し、頚部と胴部の境には

顕著な削り出し段が認められる.5563は口縁部で弱く外反し、平坦な端部には沈線状の凹みが認めら

れる。 5564は胴部で、無軸木葉文が認められる。 5565は I期条痕文系察。口縁部が外反し、端部に水

平な平坦面が形成され、内外面に条痕が認められる。 5566は縄文時代晩期後半の深鉢。頚部と胴部の

境に口縁端部からやや離れて突帯を貼り付け、突帯上にユビによる押圧が認められる。 5567はN期費

A2類。口縁部が強く外反し、端部は平坦面をもっ。端部下端には強いキザミが認められ、粘土が下方

に押し出される。

時期 供献土器は未確認だが、 I期のSZ170を切るととと出土遺物の時期から、 N期と考えられる。
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1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまり強い粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック10%含む径5皿以下の炭化物1%含む
5Y3/1 オリーブ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
5Y3/1 オリーブ黒色士ややしまる 粘性ややあり 7.5Y4/1 灰色士ブロック7%含む
7.5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オリープ黒色土プロック20%含む

5 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性あまりなし
7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む

6 10Y4/1 灰色砂質士ややしまる粘性なし
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5Y4/2 灰オリーブ色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/2 オリープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む
5Y2/2 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを5%含む
7.5Y2/2 オリーブ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを10%含む
5Y4/1 灰色士ややしまる 粘性やゃあり 5Y3/1 オリープ黒色プロックを5%含む
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c-c' ，D-D' ， E-E' 
1 2.5Y2/1 黒色粘質士ややしまりあり 炭が混じる 径5cmの円礁を含む
2 5Y3/1 オリープ黒色砂質土やや茶色ややしまりあり 炭が混じる礎を含まず
3 2.5Y3/1 黒褐色砂質土ややしまりあり 炭が混じる積を含まず
4 2.5Y3/1 黒褐色砂質土やや暗色ややしまりあり 礁を含まず V層 (10Y5/1 灰色粘質シノレト)プロックを含む
5 2.5Y3/1 黒褐色砂質士やや青色ややしまりあり 礁を含まず
6 5Y2/1 黒色肩書質士 ややしまりあり 礁を含まず V層 (10Y5/1 灰色粘質シノレト)ブロックを含む
7 5Y3/1 オリープ黒色砂質土やや暗色ややしまりあり 礎を含まず
8 5Y3/1 オリープ黒色砂質土ややしまりあり 礁を含まず灰色細砂プロックを含む
9 5Y3/1 オリーブ黒色粘質土やや茶色やや粘性あり ややしまる礁を含まず灰色細砂プロックを少し含む
10 5Y3/1 オリーブ黒色砂質士やや暗色やや粘性あり ややしまる礁を含まず
11 10Y4/1 灰色微砂やや粘性あり ややしまる灰色細砂プロックを含む

図 1565 SZ172遺構図

ρ
N伶
U5

Zつ5563

伊勢、 5捌

託56

10cm 

、三三守三重

。主竺送ぞ んp

d弓5汚ぞみ 1/ 
や'Hitfi，f;Y IJ 5565 

マ高三三-5~~，・

(S=1/4) 

SZl72遺物実測図図 1566
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泣 173(遺構:図 1567、遺物:園 1568)

東部西側中央の遺構密集域に位置する。北側でSZ17卜 SZ172にそれぞれ接し、東側で

8Z174と8Z175を切る。西溝はSB475の掘形底面で検出し、平面形は比較的明瞭であったが、南北方向

検出状況

にのびる撹乱底面で検出した平面形は不明瞭であった。また、東溝はSK05732の底面で検出し、平面

形は不明瞭であった。

北辺はやや緩やかに膨らみを帯びており、他の辺はやや蛇行している。その規模は南北長約

5.0m、北側の東西長約4.7m、南側の東西長約5.3mであり、北辺がやや短い台形状を呈する小型の方

形周溝墓である。なお、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

方台部

周溝幅約O.5m-1.3m、深さ約O.2m-O.4mで、検出面では北東隅が途切れている。その底面は東・

北溝はやや丸みを帯び、南・西溝は平坦で、壁面は直線的に開く。東溝の底面は北側より南側が深く、

南東隅部が最も深くなる。しかし、南西隅部は浅く、北西隅部は北・西溝の底面標高と大きな差がない。

周溝の埋土は3......6層に分層した。全体的にブロック土の混入が目立ち、層界の凹凸が目立つことか

ら、人為堆積と考えられる。

東構から士器89点、甫・西・北溝から土器164点が、散在した状態で出士した。遺物

1 6Y3/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
長さZ岨以下の円棋をわずかに含む

2 6Y2/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり

3 6Y3/1 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

4 6Y2/1 黒色士ややしまる
粘性やゃあり

5 6Y6/1 灰色士ややしまる
粘性やゃあり 町3/1 オリープ
黒色プロックを10%含む

eヲ&等学シi

1 6Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む

2 6Y3/1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを10%含む
炭化粧を含む

3 6Y6/1 灰色士ややしまる
粘性やゃあり 町3/1 オMープ
黒色プロックを10%含む

_Q___ . . ___Q"__ 
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1 2.6Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり 炭が温じる棋を含まず
径1岨以下のv層 (10Y5/1 灰色粘質シルト}プロックを少し含む

2 2.5Y2/1 黒色粘質土やや淡色ややしまりあり 炭が樋じる磁を含まず
V層 (10Y5!1 灰色粘質シルト)プロックを含む

3 5Y3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり 礁を含まず V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロックを含む6.8日m躍す

黒褐色粘質士ややしまりあり 炭が混じる 積を含まず V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト}プロックを含む
黒褐色粘質士やや暗色炭が混じる 磁を含まず V層 (lOY5!1 灰色粘質シルト)プロックを含む
オ3ープ黒色粘質士やや明色ややしまりあり 炭が混じる磁を含まず黒士プロックを含む
黒色粘質士やや茶色ややしまりあり 炭が混じる離を含まず V届 (10Y5/1 灰色車由貿シルト)プロックを含む
黒色粘質士やや暗色ややしまりあり 炭が混じる離を含まず V届 (10Y5!1 灰色車由貿シルト)プロックを含む
灰色粘質士やや暗色ややしまりあり 炭が混じる離を含まず黒士プロックを含む。

2.5Y2/1 
2.5Y3!1 
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(8=1/1∞) SZ173遺構図園 1567
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の出土数は少ないものの、 W期の土器片の出土が目立つ。また、周辺の方形周溝墓と同様に I期の土

器片も出土し、上層ではV期~刊期の土器片も出土している。なお、供献土器の出土は確認できなか

った。

出土遺物 5568は町期壷底部。外面には縦方向の細かいハケ目が残り、内面にはユビナデの痕跡が残

る。 5569は刊期高坪C4d類。口縁部内面に多条沈線が認められる。沈線聞には山形文2帯、対向山形

文を 1帯施文する。 5570はV期""vr期蜜A2a類。頚部は直立気味で、口縁部が強いヨコナデによって

短く強く屈曲する。端部もナデによって平坦面を形成し、粘土が外方にはみ出す。口縁部外面には細

かな刺突が認められる。 5571は縄文時代晩期後半の深鉢。端部が短く外反し、肥厚する。端部直下か

らやや離れて突帯を貼り

付け、突帯上には貝によ

る押し引きを加える。

時期 町期に再掘削され

たSZ175を切るが、出土遺

物の時期から町期と考え

られる。

SZ175 (遺構:図 1569'"1571、遺物:図 1572)
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図 1568 SZ173遺物実測図
(S=1/4) 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。南西隅は調査区域外にあり、北西隅でSZ173に切

られ、 SZ174を切る。本遺構周辺は遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭であった。また、周溝南西隅

は遺構埋土が異なっていたために、周溝の再掘削を想定した。

方台部 南辺はおよそ直線的であるが、他は若干の凹凸がある。また、隅部の形状は遺構の重複もあ

り明瞭ではないが、北東隅はわずかに外側に張り出している。方台部の規模は南北長約 10.0"" 1 0.5 m、

東西長約9.7mで、わずかに南北が長い長方形、あるいは平行四辺形状を呈する。なお、墳丘盛土や主

体部は確認できなかった。

周溝 幅約0.8m"" 4.0 m、深さ約0.2m"" 0.8 mであり、検出した範囲内では全周しているが、北西隅

はSZ173に切られるため定かではない。その断面形はおよそ逆台形を呈し、南溝のみ底面が丸みを帯

びている。また南溝は他の溝よりも幅が広く、深いという特徴があるものの、西端南側は基盤層 (V層)

が高い位置で表出した。なお、南西隅部は検出埋土の違いから部分的に周溝を再掘削していると判断

した(図 1570)。隅部は北東隅が溝底面より約0.3m浅く、幅も狭くなっている。埋土は 3層""13層に

分層した。壁面沿いに崩落土が認められ、中央が凹む堆積である。南北溝にブロック土の混入は目立

たないが、東西溝には多く確認できた。

遺物出土状況 南溝から土器 1，365点、石器類 1点、西溝から土器214点、北溝から土器281点が出土

した。北溝中央の方台部側で査2個体 (5574、5575)が横位で出土し、一つは口縁部を南東に、一つ

は口縁部を北西に向けていた。いずれも完形に近い状態の土器であり、供献土器と考えられる。また、

南西隅部の再掘削前の埋土からE期細頚壷 (5573)が出土した。その他、埋土上層を中心に I期やV

期~四期の小片が出土した。

出土遺物 5572は I期遠賀川系土器の壷。頚部と胴部の境に削り出し突帯を形成する。 5573はE期
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査A類。胴部の破片のみであるが、器壁が薄く、黒色で堅般に焼成された良好な資料である。胴部上

半には直線文帯と無文帯を交互に配し、直線文中に 3条 1組の弧線文が加えられる.直線文帯の両側

には沈線が付加される。胎土、器形から在地のものとは考えにくく、尾張地方からの搬入品と考えら

弥生時代中期の遺構と遺物第2節

口縁部が大きく聞く。端部下端を拡張し、その上からユピれる。 5574はW期壷C類。大型の壷で、

50cm 。
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SZ175遺構図(1)国 1569



東部域の調査成果
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δ 

品もよ6&蒋韮dt~
1 5Y3/1 オ日ープ黒色土ややしまる

粘性ややあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む
2 5Y3/2 オ日ープ黒色土ややしまる

粘性ややあり 5Y6/1 灰色プロックを10%含む
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y3/1 オ日ープ黒色プロックを20%含む

5Y3/2 オDープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む
5Y3/1 オDープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを1%含む
7.罰百/2 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 5Y6/1 灰色プロックを5%含む
5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む
5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
日'5/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 盟百/1 オリープ黒色プロックを3%含む
5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 罰百/1 オリープ黒色プロックを20%含む

1
2
2
4
8
6
7
 

__gー!

6札予「山「討議~
1 2.5Y2/1 黒色粘質土やや淡色ややしまりあり

炭が混じる砂が少し損じる磁を含まず
2 5Y4/1 灰色砂質土やや暗色やや粘性あり

ややしまりあり 様を含まず
3 庇3/1 オPープ黒色砂質土やや暗色

ややしまりあり 様を含まず

5m 

(S=1/100) 

。
SZ175遺構図 (2)

2.町2/1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり 炭が混じる撲を含まず
2.町2/1黒色粘質土ややしまりあり 炭が混じる離を含まず
5Y2!1 黒坐粘質土やや暗色ややしまりあり 炭が混じる 怪1~下の円磁を少し含む
5Y2!1 黒坐粘質土やや茶色ややしまりあり 炭が混じる磁を含まず
2.町3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり 副駐在含まず
7.町2/1 黒色粘質土やや青い色 しまり弱い副駐在含まず
5Y2!1 黒色粘質土やや暗色ややしまりあり 怪10個以下の円撲を少し含む
7.町3/1 オリープ黒色粘質土 しまり弱い砂が混じる破を含まず
7.町2/1 黒色粘質土やや淡色しまり弱い離を含まず

園 1570

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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による押圧を等間隔に加え、襲状の形状を整える。頭部は細くなり、 3"'4条の回線が認められる。

胴部形状はA、B類と共通し、算盤玉状で最大径が胴部中央付近となる。胴部下半に穿孔が 1箇所認

められる。器面には文様は確認できず、ハケによる調整後のミガキが認められる。 5575はN期壷A1類。

口縁部が内湾気味に短く屈曲し、端部外面には凹線2条を施文する。頚部にも凹線3条が認められる。

加飾は認められず、全面にハケ目が残る。 5576はW期壷A類胴部.器面全体にハケ目が残る。 5577は

N期壷。胴部上半の破片資料で、ハケ調整の後に直線文、波状文を施文する。 5578はN期壷H類。黒

色を呈する器面にハケ目を残す。斜格子文、波状文が認められる。 5579はW期壷F類。口縁部が短く

外反し、頭部直下には穿孔が認められる。端部を肥厚気味に形成し、平坦面をもっ。端部下端には刺

突が認められる。 5580はV期査A類。台付き査の脚台部で、円錐状に大きく聞く。現状では、脚裾部

直上に透孔が2孔認められるが、全体の数、方向は不明である。脚裾部は強く外反し、端部には顕著

な平坦面が認められる。 5581は I期遠賀川系土器の費。口径約30cmとなる大型品である。口縁部が短

く外反し、端部はやや平坦な面をもっ。口縁部直下に削り出し段を形成し、それより下位には沈線等

の施文は認められない。 5582はW期鉢A類。口縁部が大きく内湾し、端部には顕著な平坦面をもっ。

端部平坦面は内傾し、外面には数条の凹線が認められる。 5583はI期遠賀川系土器の蜜。口縁部が外

反し、肥厚気味の端部下端にキザミを施す.頭部に削り出し段を形成する可能性がある。 5584はN期

曹Al類。口縁部が短く外反し、端部には顕著な平坦商が認められる。胴部にはタタキの後、ハケ調整

が認められる。 5585はV期費A2a類。頭部に直立する部位があり、端部が大きく外方に引き出される。

屈曲する端部内面には、強いヨコナデによる顕著な凹面が認められ、端部にも平坦面を形成する。端

部外面には刺突を加える。 5586はvn期高部G3c類。口縁部が内湾し、端部付近の外面に多条沈線が認

められる.尖り気味の端部直下には細かな刺突文を、多条沈線聞には二重山形文を施文する。

時期 町期のSZ173に切られ I期のSZ174を切るととと出土遺物の時期から、 E期に構築され、 N期

に再掘削されたと考えられる。

∞1m r冷静

1 1層
2 2.5Y3!1 黒褐色粘賀土やや砂賀ややしまりあり 炭が嵩じる径3個以下の円擦を少し含む
3 2.5Y3!1 黒褐色粘賀土やや淡色やや砂質ややしまる擦を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを含む
4 2.5Y2!1 黒色粘質土ややしまりあり 炭が揖巴る擦を含まず
5 2.5Y3!1 黒褐色粘賀土やや暗色ややしまりあり 炭が揖巴る擦を含まず
6 2.5Y3!1 黒褐色粘賀土ややしまりあり 炭が少し揖巴る擦を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを多く含む
7 5Y2!1 黒色粘貿土ややしまりあり 炭が混じる穣を含まず
B 2.5Y4!1 灰色粘質土ややしまりあり 礁を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを含む
9 2.5Y4!1 灰色粘質土やや暗色ややしまりあり 穣を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを含む
10 5Y2!1 黒色粘質土やや時色ややしまりあり 礁を含まず
11 5Y2!1 黒色粘貿土ややしまりあり 砂が混じる穣を含まず
12 1.5Y3!1 オリープ黒色粘賀土やや暗色ややしまりあり 擦を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを含む
13 1.5Y2!1 黒色粘質土ややしまりあり 擦を含まず V層 (10Y5!1 灰色粘質土シルト)プロックを含む

a品主語可止

1 2.6Y2!1 黒色車由貿士やや茶色ややしまりあり 炭が混じる磁を含まず
2 2.6Y3!1 黒色車由貿士やや暗色 しまり弱い炭が楓じる療を含まず
3 6Y2!1 黒色粘質士 しまり弱い炭が混じる療を含まず
4 届ロ!1 黒色粘質士やや骨量色 しまり弱い炭が混じる磁を含まず砂質士プロックを含む
5 届四!1 オUープ黒色粘賓士やや暗色 しまり弱い炭が損じる療を含まず砂質士プロックを含む。

園 1571 SZ175遺構図 (3)
(8=1/1∞} 

5m 
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。、5572

Q__ーー
司~，柄"

5573 

'~J1 
\~J8 ì~o下ーに

SZ176 (遺構:図 1574、遺物:図 1573)

で2 マ5583

ヤ議士一弔問

~ 5582 三富さム5860

図 1572 SZ175遺物実測図

5580 

5584 

(S=1/4) 

10cm 

検出状況 東部西側中央で検出し、遺構の大半は調査区域外にのびる。平面形は明瞭であったが、北

端はSK05487底面で痕跡的に確認できたのみであった。周溝 l条のみの検出であるが、検出した埋土

が他の弥生中期頃の方形周溝墓と類似しているため、方形周溝墓の周溝と判断した。

方台部 規模は不明で、方台部の東辺は中央部分がわずかに東側に膨らむ。中央付近には周溝と類似

する埋土を有する SK05498が位置する。 SK05498は長さ1.6m以上、幅約O.8mで隅丸長方形を呈し、

深さ約O.3mで、底面が平坦である。出土遺物が少なく、その時期や性格は不明であるが、遺構埋土
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が弥生時代後期以降のものとは明らかに異なることから、主体部の可能性もある。なお、墳丘盛土は

確認できなかった。

周溝 幅約0.9m'" 1.3 m、深さ約0.5mである。東溝の北端は西に屈折して2.0m程で収束するが、屈

折部より西側はSK05487底面における検出であり、別遺構の可能性もある。一方、南端は屈折するこ

となく収束している。断面形は逆台形状を呈し、底面はほぼ平坦であるが、東溝の北端と南側がわず

かに深く掘り込まれている。埋土は 9層に分層でき、ブロック土が部分的に混入する。

遺物出土状況 埋土中から土器164点が出土した。土器の出土量は少ないもののN期の土器片が目立

ち、縄文時代晩期や I期、 V期"'lX期の土器片もわずかに混入している。なお、供献土器と考えられ

る土器は出土していない。

出土遺物 5587は I期遠賀川系土器の壷。胴部と頚部の聞に削り出し段を形成し、その両側に幅広の

沈線を 2条施文することで突帯状の形状を作り出す。

太い沈線聞には細い沈線が 1条認められる。 5588は

町期査。波状文、直線文が認められる。 5589はE期奮。

口縁部が強く外方に屈曲する。端部が肥厚し、平坦

面を形成する。 5590は縄文晩期後半前葉の深鉢。口

縁部がわずかに外傾し、端部を丸くおさめる。端部

には沈線状の凹みが認められる。

合\5587~\5~'
ξ三子斗一三ず

時期 出土遺物の時期から、 N期と考えられる。

てマι ト

s s' 

6.5伽ーなι」一一ノ

。
(S=1/100) 

1 7.5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 7.5Y4/l 灰色土 ややしまる粘性やゃあり

7.5Y3/2 オリープ黒色プロックを3%含む。 2m 

(S=1/40) 

図1574 SZ176遺構図

SZ178 (遺構:図 1575、遺物:図 1576)

5m 

。
(S=1/4) 

図1573 SZ176遺物実測図

10cm 

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置し、東側の半分以上が調査区域外にある。北溝と西溝の

北半分のみを確認でき、平面形が方形を呈することから方形周溝墓と判断した。検出面はV層上面だ

が、他遺構との重複が著しく、平面形は不明瞭であった。なお、西溝はSK05803に切られており、

SK05824は南溝の西端の可能性もあるが、平面形が円形を呈するため土坑として報告する。

方台部 西辺は緩やかに湾曲しており、隅部は丸みを帯びている。その規模は不明であり、墳丘盛土
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や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約0.9m"" 1.6 m、深さ約0.3mであり、西溝よりも北溝の幅が広い。その断面形は逆台形を呈

し、北溝は南壁面にやや幅広の平坦面を有する。底面はほぼ平坦であり、隅部は他の周溝底面とほぼ

同じ高さである。埋土は6層に分層した。南壁面沿いには壁面崩落土と考えられるブロック土を含む

土が堆積しており、その他はほぼ

水平堆積である。

遺物出土状況 埋土中から土器

120点が散在した状態で出土した。

出土遺物は町期とVI期~四期のも

のであり、 VI期""vn期のものは混

入と考えられる。なお、供献土器

と判断できる土器は出土していない。

出土遺物 5591はW期査H類。古

井式の壷胴部片で、器面に丁寧な

加飾を加える。半裁竹管による区

画線を境に、上下に斜格子文を施

文する。小片のため全容は不明だが、

ハケ状工具とクシ状工具によって

施文していると思われる。在地の

ものとは明らかに異なる黒褐色の

胎土が特徴的で、搬入品と考えら

れる。

時期 出土遺物の時期から、 W期と考えられる。

SZ179 (遺構:図 1577・1578、遺物:図 1579)

。
SB516 

fL12L  
6.80m~苧部3

1 2.5Y3/1 黒褐色粘質士ややしまりあり
炭が混じる 径5cm以下の円礁を少し含む

2 2.5Y3/1 黒褐色粘質土やや黄色
ややしまりあり
径 10cm以下の円擦を少し含む
V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロック
を少し含む

3 2.5Y3/1 黒褐色粘質士やや暗色
ややしまりあり
炭が少し混じる礎を含まず

4 2.5Y3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり
炭が混じる
V層 (10Y5/1 灰色粘質シノレト)プロック
を多く含む 擦を含まず

5 2.5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり
V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロック
を含む 礁を含まず

6 2.5Y3/1 黒褐色粘質士ややしまりあり

SK05824 

0 

炭が混じる
V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)プロック
を多く含む 礎を含まず

5m 

(S=1/100) 

図 1575 SZ178遺構図

'5591 0 (8-1/41 
10cm 

図 1576 SZ178遺物実測図

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。東側は調査区域外にのび、主に竪穴住居跡や土

坑の底面で検出した。平面形は、途中で切れる北溝部分はやや不明瞭だったが、全体的に明瞭であっ

た。なお、北溝はSZ178西溝に切られている。

方台部 南北長約 10.0mの方形を呈すると考えられる。南辺と西辺は直線的で、北辺はやや外側に膨

らむ。方台部の北側では2基の土坑を検出した (SK05577、SK05803)0 SK05577は長軸長約4.6mの不

整形を呈する土坑であり、検出時の埋土が方形周溝墓の周溝埋土と類似していた。しかし、東側は平

成20年度、西側は平成23年度に調査したこともあり、平面形は不明瞭で、底面中央部分がやや高い

ことから 2基の土坑が存在していた可能性がある。出土遺物は29点のみで、いずれも細片であるため

時期は不明であり、本遺構との関連性は不明である。また、 SK05803は本遺構を切る SZ178西溝より

後出するため、本遺構との関連性は低いと考えられる。よって、主体部については不明であり、墳丘

盛土も確認できなかった。
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石 1

A 
6，70m 

1 5Y3/1 オv-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
2 5Y3/2 オv-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 町6/1 灰色プロックを3%含む
3 1.5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを5%含む
4 1.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5 1.5Y3/2 オロ}プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを3%含む
6 1.5Y2/2 オロ}プ黒色度ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを10%含む
1 1.5Y5/1 灰色土ややしまる 粘性やゃあり 1.5Y2/2 オv-プ黒色プロックを20%台む
8 1.5Y4/1 灰色土ややしまる 粘性やゃあり 1.5Y2/2 オv-プ黒色プロックを10%台む

e本詩脅旦stFi 
土器

612/2 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロックを6%含む
613/2 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロックを20%含む
612/1 黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを5%含む炭化粧をわずかに含む
7.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y2/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 616/1 灰色プロックを1%含む
614/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 5Y6/1 灰色プロックを20%含む

1
2
3
4
5
8
 

1 2田町3/1 黒褐色粘質士
ややしまりあり 炭が混じる
径IOc~下の亜門磁を含む

5m 。

SZ179遺構図(1 ) 園 1577

(S=1/100) 
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E 55咽2 E' 
6.50m/ ~ ~ i--

F転手手3
蜘、実好

1 2町3/1 黒褐色土 しまる粘性あり 土器片わずかに含む
鉄分沈着あり

2 2町3/1 黒褐色土{やや暗い) しまる 粘性あり{強い}
炭化物わずかに含む鉄分紘着あり

3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
4 5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性やゃあり
5 5Y3/1 オリープ黒色土 しまる粘性あり
6 7.町4/1 灰色土 しまりなし粘性なし

1 5Y3/1 オy-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物をわずか含む
2 5Y3/2 オ日一プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックを20%含む
3 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
4 5Y2/2 ~y-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックを1%含む
5 5Y6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/2 ~y-プ黒色プロッタを30%含む
6 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y2/2 ~y-プ黒色プロッタを40%含む

at環 字軍i
_li_ ___!f_ 
6.60~ι i-ーゴ

I 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

2 7.5Y3/2 オy-プ黒色土ややしまる特性やゃあり
5Y2/1 黒色プロックを1%含む

3 7.5Y2/2 オy-プ黒色土ややしまる特性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを1%含む

4 7.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
5 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックを10%含む
6 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックを20%含む

1. 2.5Y2/1 黒色粕質土ややしまりあり 棋を含まず
2. 5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり 療を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト}プロックを少し含む
3. 5Y2/1 黒色粘質土やや淡色ややしまりあり

砂が混じる
4. 7.5Y4/1 灰色細砂 V層 (10Y5/1 灰色粕質シルト)プロックを含む 下層

。 5m 

(S=1/1 00) 

園 1578 SZ179遺構図 (2)

又長一一寸 ~95 

号
翻s]5597 

三五詞(ム
ー (

f一一一一→u 
ヨ t._)

f二二二でー=一一1(， 
/て=二:-1'-..' ，'" 

/ モミ き'.J

5592 

5594 

ア耕一-く 一ぺ5600 

5598 

5602 

5606 ~-
。 10cm 

(5=1/4) 
園 1579 SZ179遺物実測園
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SZ180 (遺構・図 1580、遺物:図 1581)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。東側は調査区域外にのび、西溝は半分以上が撹

乱により失われている。南溝はSB517、SB518底面で検出し、北溝はSK06045に切られ、北東側で

SK06080を、南西側でSZ182を切る。

方台部南北長約7.5mの方形を呈すると考えられる。各辺はほぼ直線的だが、北辺はやや凹凸がある。

墳丘嬢土及び主体部は確認できなかった。

周溝 幅は南溝が約 1.2m-1.5m、北溝は約O.7mであり、南溝が広い。深さは南溝中央が約0.5m、

北溝は約0.3mであり、南溝が深い。北溝の断面形は逆台形状を呈するが、南溝は底面が丸みを帯びて

いる。西構の北端はSB492-P11に切られ、撹乱もあることから、陸橋部の有無は不明である。北溝の

埋土は4層1::、南溝は8層に分層した。いずれも下層から中層にかけてプロック土を含む壁画崩落土

と考えられる堆積が見られるものの、上層はほぼ水平堆積である。

遺物出土状況 北溝からは土器 173点、甫溝からは土器162点、石器類6点が出土した@西溝からは

遺物は出土しなかった。南北両溝から供献土器と考えられる土器が出土した。北溝で出土したW期壷

(5608)は、口縁部を

から、底部をやや上に向け、口縁部を東に向けた状態で出土した.南溝から出土したW期壷 (5609)

は完形で、口縁部を東に向け横位で出土した。溝底よりやや上層で出土しているととから、溝の埋没

過程で転落した可能性がある。出土する土器片はW期の破片が多く、縄文土器や I期、 VI-VII期の土

器片がわずかに混入する。

出土遺物 5608、5609はともにW期費A1類。 5609は完形品で、器面の数か所が剥落している。口縁

端部が屈曲し、やや内傾して立ち上がる。胴部は算盤玉状の形状を呈し、胴部中央付近が最大径とな

る。日縁部外商には2条の凹線をもち、端部には平坦商を形成する。端部の平坦面上にも凹線を 1条

施文し、口縁部のー箇所に注口をもっ。頚部には凹線を 2条施文し、胸部全面にハケによる調整痕が

残る。腕部上半には、ハケ調整を施す前のタタキによる調整痕が認められるが、胴部下半には認めら

れない。最大径部直下の一部には横方向のハケ調整痕が認められ、底部にもハケ日が残る。 5608は、

口縁部を一部欠損する以外は完存する資料である。口縁端部外面及び頭部には、凹線がそれぞれ2条

ずつ認められる。また5609と比べて、やや頚部が長い。胴部上半はタタキの後にハケ調整を施し、下

半はハケによる調整のみとなる。胴部下半には穿孔が1箇所認められ、穿孔周辺は内面側が剥落して

いる。 5610はW期壷A類。胴部には細かなハケ調整を施す.5611はN期壷B類.頚部には粘土を貼り

付け、クシによる刺突を加える包胸部には直線文が数帯認められる。 5612、5613はN期褒A2類。いず

れも口縁部が短く屈折し、端部にはタタキを加える.5613は摩耗が著しい。 5614はN期蜜A2類。口

縁部が外反し、端部下端にタタキを加える。 5615はN期費A3類。口縁部が短〈屈曲し、端部が直立す

る。胴部最大径は、胴部中央やや上方にあり、底部は小さくなる。口縁端部には平坦面を形成し、端

部下端にはタタキを加える。胴部はタタキによる調整の後にハケ調整を施す。頚部直下から最大径部

にかけて、府j突文を 3帯施文する。内面には底部から胴部中程までケズりが認められるロ 5616はW期

費A類.口縁部直下の胴部には、タタキ調整の後にハケによる調整と刺突文が認められる。

時期 W期のSZ182を切るが、供献土器の時期からW期と考えられる。
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SZ181 (遺構:図 1583、遺物:園 1582)

5613 

、5611

.JEf!J <( 
5614 

5612 

事う[1，~" 
園1581 SZ180遺物実測園

ゆ
。

(S=1/4) 

5609 

10an 

検出状況 東部西側南寄りで検出し、半分以上が調査区域外に位置する。平面形は明瞭であり、北東

隅でSZ182に切られ、東溝はSZ182の西溝と共有するか、切られていると考えられる。

方台部 方台部の北辺は直線的で、北東隅は丸みを帯びている。その規模は不明で、墳丘盛士や主体

部は確認できなかった。

周溝 幅は不明であり、深さは約O.4mである。北溝の底面はほぼ平坦であり、南壁の傾斜は急である。

埋土は6層に分層でき、上層に炭化物を含み、全体的にブロック土の混入が少ない。

遺物出土状況 埋土中から土器 184点が出土した。出土土器は町期のものが多く、中層から下層にか

けて I期遠賀川系土器、上層では羽~四期の土器片がわずかに混入する。なお、供献土器と判断でき

る土器は出土していない。

出土遺物 5617はW期壷A1類。口縁部が屈曲して直立し、端部はやや内傾する顕著な平坦面をもっ。

口縁部外面には回線のほかに縦方向の沈線が認められる。 5618はIV期壷F類。口縁部が短く外反し、

端部には顕著な平坦面をもっ。端部直下には穿孔が2箇所施される。 5619は町期高坪C類。口縁部が

内湾し、端部付近で内側に強く屈曲する。屈曲部直下には4条の回線が認められ、穿孔の痕跡が残
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48 第5章東部域の調査成果

徴的で、搬入品である。 5625-5627はN期褒A2類。いずれも口縁部がくの字に屈曲し、端部にタタ

キを加える。 5628はW期費A5類。脚部は失われているが、台付き費の底部であり、 6125に類似する.

5629はN期費A類底部。 5630はVI期費D1b類。端部外面に刺突が認められる。 5631はVI期-VlI期費

A2b類。口縁部が強いナデによって短く明瞭に屈曲し、端部を丸く収める。 5632はW期高部A類。口

__!L 
6.50m 

1 2. OY3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
2 6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる

粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロックをo%含む
3 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

6Y3/1 オHープ黒色プロックを3%含む
4 6ロ/2 オリープ黒色士ややしまる

粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロックをo%含む
5 7. OY4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
6 6Y3/2 オHープ黒色士ややしまる

粘性ややあり 6Y6/1 灰色プロックを20%含む
7 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

6Y3/2 オリープ黒色プロックを40%含む
8 6Y4/1 灰色士ややしまる粘性ややあり

6Y3/2 オリープ黒色プロックを30%含む
9 6Y3/1 オHープ黒色士ややしまる

粘性ややあり 粗砂を含む
10 粗砂町3/1 オPープ黒色プロックをo%含む

ezt翠安i

1 5Y2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
5Y6/1 灰色プロックを3%含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる
粘性ややあり やや砂質

3 5Y5/2 灰オロープ土
ややしまる粘性ややあり

4 5Y3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
炭化物を含む

5 7.5Y4/1 灰色土ややしまる
粘性ややあり やや砂質

__!L __!L 
6.50m~ 

1 2.5Y3/1 黒褐色土(やや暗い)
しまる粘性あり
鉄分tt着あり

2 2.5Y2/1 黒色土 しまる
粘性あり

3 5Y3/1 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

_E_ ___E_ 
6.60m_一」ーιー

1 615/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
616/1 灰色プロックを3%含む

2 616/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
613/2 オリープ黒色プロックを3%含む

3 614/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
炭化物をわずかに含む

司、4r

1 2.5Y2/1 黒色粘質士
ややしまりあり 炭が混じる
磁を含まず

2 2.5Y2/1 黒色粘賀士
ややしまりあり 磁を含まず
V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト)
プロックを多〈含む

3 5Y2/1 黒色粕質士
ややしまりあり 磁を含まず
径lc叫A下のV層 (IOY5/1
灰色粘質シルト)プロックを
少し含む

4 7.5Y2/1 黒色粘質士
ややしまりあり 磁を含まず
径5c叫A下のV層 (IOY5/1
灰色粘質シルト)プロックを
少し含む

5 2.5Y2/1 黒色粘質士
ややしまりあり 磁を含まず
炭が混じる V層 (IOY5/1
灰I"，粘質シルト)プロックを
少し含む

4 613/2 オリープ黒色士ややしまる粘性ややあり
616/1 灰色プロックを1%含む

5 612/2 オリープ黒色士ややしまる粘性ややあり
自 7.5Y3/2 オFープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり

616/1 灰色プロックを3%含む
7 7.5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
8 7.5Y3/1 オFープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり

616/1 灰色プロックを1%含む。
園 1584 SZ182遺構図 (5=1/100) 

5m 
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50 第 5章東部域の調査成果

出土遺物 5637はlV期壷A1類。口縁部が屈曲して直立し、端部には平坦面をもっ。外面には2条の

顕著な回線が認められる。 5638はW期壷A1類。頚部にわずかに回線が認められるが、胴部上半はハ

ケ調整が認められるのみで無文である。 5639、5640は町期壷A2類。ともに胴部の破片である。 5639

は2条1組X3帯の複合クシによる斜格子文と波状文を施文する。 5640は胴の肩部上方に波状文が認

められ、下半には文様は認められず、ハケ目が残る。 5641はlV期嚢A2類。口縁部が短く外反し、端部

にはタタキを施す。 5642はVI期奮。ハの字に聞いた脚部の一部を打ち欠いている。 5643はlV期高坪C

類。口縁部が内湾し、端部直下に回線が2条認められる。 5644は I期条痕文系土器の奮。口縁部が外

反し、内外面ともに貝殻条痕が明瞭に認められる。端部は肥厚気味で、ナデによって顕著な平坦面を

形成し、外側には二枚貝によるキザミが認められる。

時期 供献土器と判断できる土器は出土していないが、他の出土遺物の時期から町期と考えられる。

。

竃ヂマ雪 r

t ・埼i

1 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性あり 土器片含む
炭化物散在して含む鉄分沈着あり

2 2.5Y2/1 黒色士(やや茶色) しまる 粘性あり
炭化物散在して含む鉄分沈着やゃあり

3 2.5Y2/1 黒色土 しまる粘性あり
炭化物わずかに含む灰色土のプロックほぽ中央に20%含む

4 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物わずかに含む
5 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり 砂質士ブロックわずかに含む

a Ia層
b Ib層
1 2.5Y2/1 黒色粘質土やや茶色ややしまりあり 炭が混じる礎を含まず
2 2.5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり 炭が混じる磯を含まず
3 5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり 炭が混じる礁を含まず

SZ183 砂質士プロックを少し含む
4 2.5Y3/1 黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり 炭が混じる礎を含まず
5 5Y2/1 黒色粘質土やや暗色ややしまりあり 炭が混じる礁を含まず

砂質土プロックを多く含む
6 5Y2/1 黒色粘質土と7.5Y4/1 灰色細砂プロックの混在
7 5Y3/1 オリープ黒色粘質士ややしまりあり 炭が混じる磯を含まず

砂質士プロックを含む

。
(S=1/100) 

図 1586 SZ183遺構図

5m 

11¥匹、什 oilt1. 
5叩罰 j 義塾 7L ~ 10cm 

(S=1/4) 
図1587 SZ183遺物実測図
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52 第 5章東部域の調査成果

わずかに混入しており、 E期の壷頚部も 1点出土した。なお、供献土器と判断できるものはなかった。

出土遺物 5645はE期壷A2類@頚部には二枚具による直線文が等間隔に配置される。 5646はW期壷

A1類。胸部に加飾は認められず、頚部には沈線が認められる。一部に煤が付着する。 5647はW期壷A2

類。胴部 t半に直線文及び波状文が交互に施文される.5648はW期饗A2類。口縁部が短く屈曲し、端

部下端にはタタキが残る.564宮は磨製石斧。斧身は肉厚で断面楕円形を呈し、敵fT痕がわずかに残る.

時期 供献土器は出土しておらず、 W期のSZ186を切るが、出土遺物の時期からW期と考えられる。

SZ185 (遺構・図 1590・1591、遺物:図 1592)

検出状況 東部西側南寄りの遺構が密集する範囲に位置する。南溝はSZ186とSK06162に、西溝は

SK05584にそれぞれ切られ、東溝は調査区域外へのびている@南溝と東溝は途切れており、北溝は検

問できなかった。東溝は上方に撹乱があり、南溝はSB520底商で検出した。また、西溝周辺は遺構の

重複が著しく、いずれも平面形は不明瞭であった@

方台部方台部の南辺と西辺は凹凸があるもののおよそ直線的であり、南西隅は撹乱のため形状が定

かでないe 規模は東西長約8.lmであり、墳丘は確認できなかった。方台部中央西寄りでは、西溝に平

行する長さ約2.0m、幅O.71mの主体部と考えられる土坑 1基を検出した。その上部ではSK05585な

ど5基の遺構が重複しており、それらの遺構の底面で平面形を確認した。南端は調査区境のため検出

できなかった。底面は平坦で北側ほど浅くなり、壁面の傾斜は急で、東側上方には幅広い平坦面があ

る。埋土は5層に分層でき、ブロック土を多く含むことから、人為堆積と考えられる@

周溝 幅約 O.7m~ 1.2m、深さ約 O.l m~0.3mであり、南東隅が途切れている。西灘は検出面では幅

広の平面形であったが、西側壁面に平坦面を有し、底面は断面逆台形を呈する.その北端は東側に張

り出すが、底面が長方形に膨らんでいるととから別遺構の存在を誤認した可能性がある。南溝は浅く、

中央を南北に貫く撹乱の東壁面では落ち込みを確認できなかった。東溝は底面が丸みを帯び、壁面は

緩やかに傾斜している。埋土は 1層-4層に分層でき、南溝は浅いため堆積状況は不明だが、他は下

方にブロック士を含む崩落士が確認でき、上方は中央が凹む堆積である。

遺物出土状況 西溝と南溝から土器230点、石器・石製品 1点、東溝から土器258点、 SZ185主体部か

ら土器弱点が出土した。 SZ185主体部の埋土中から土器片が散在して出土し、底面付近にて底部穿孔

のある完形の壷 (5651)が口縁部を北側に向けて横位で出土した。また、周溝内からも土器片が散在

して出土し、西溝北側では底面より若干高い位置で約半分に割れた壷 (5650)が口縁部を北側に向け

て横位で出土した。いずれも供献土器と考えられる。

出土遺物 5650、5651はlV期壷A1類。 5650は口縁部が屈曲して直立し、端部にはわずかに平坦面を

形成する。端部外商には2条の問線を施し、平坦面上には沈線状の窪みが認められる。頚部にはやや

細い凹線が5条施文され、胴部最大径部直上には波状文が認められるが、それ以外の部位は基本的に

無文である。胴部上半の器面にはハケ調整が認められるが、下半はケズリの後にハケ調整を施す。底

部には穿孔が認められる。胴部中央付近に位置する最大径部が顕著に張り出し、胴部は算盤玉状を呈

する。 5651の口縁部形状は5650と類似するが、端部の平坦面が明瞭に形成される点において異なる.

頚部には複数の直線文が認められるが、やや乱雑な施文となる包腕部は無文で、ハケによる器面調整

が施されるのみである。胸部形状は算盤玉状となるが、最大径部の張り出しはやや弱くなる。底部に
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54 第5章東部域の調査成果

は穿孔が認められる。 5652はN期聾B2類。口縁部が屈曲して受口状となり、端部には内傾する平坦面

をもっ。頭部には直線文、胴部には刺突文が認められる。 5653はW期高坪C類.口縁部が内湾し、端

部には平坦面を形成する。その直下に 3条の凹線が認められる。

時期 供献土器の時期から、 N期と考えられる。

主体部遺物 (4588)出土状況

G 

.JL 
6.60m 

園 1591 SZ185遺構図 (2) 

_g:_ 

1. 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり炭が混じる
磁を含まず V届(10YS/l灰色粘質シルト)プロッタを含む

2.5Y2/1黒色調占質土ややしまりあり炭が混じる磁を含まず
V層(10YS/l灰色粘質シルト)プ官ツタを含む

3.5Y2/1黒色調占質土やや茶色ややしまりあり炭が混じる
.を含まず

4. lOY5/1灰色砂質シルト V層(lOY5/1灰色粘質シルト)
5.5Y4/1灰色粘質士ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

黒土プ官フタを含む

。 1m 

(S=1/20) 

BF乙52

じえ闘
。 10cm 

(S=1/4) 

園1592 SZ185遺物実測園
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はI期遠賀川系土器の査。小型壷の破片で、頭部に削り出し段をもっ。 5657は町、。素材となる縦長剥

片の両側縁に細かい剥離が認められる.

時期 供献土器は出土しておらず、町期のSZ184に切られるが、出土遺物の時期からW期と考えられ

る。

SZ1S7 (遺構:図 1595)

検出状況 東部西側南寄りで検出した。甫辺、西辺、北辺ともに遺構の重複が著しく、基盤層と周溝

埋土が類似していたため、平面形は不明瞭であった。発掘調査時は南側でSZ189を切ると判断したが、

出土遺物を検討した結果、検出時の重複関係は誤認であると判断した。

方台部 南北長約8.2mであるが、平面形は不明である.方台部の西辺は直線的で、墳丘盛土や主体部

は確認できなかった。

周溝 幅約O.6m-1.3m、深さ約O.lm-O.4mであり、確認した範囲内では全周している。南北溝に

比べて西溝の幅が狭く、断面形は概ね逆台形状を呈するが、北溝のみ南側に平坦面を有する。底面は

ほぼ平坦であるが、西溝は南側ほど深く、南溝は南端が最も深い。また、周溝北西隅はとても浅く、

陸橋部を形成している。埋土は1-4層に分層でき、どの層位でもわずかにブロック土の混入が認め

られた。

遺物出土状況埋士中から土器78点が出土した。また、南溝にて平面形が方形を呈する厚さ約 1cmの

粘土塊がほぼ水平に出土した。出土土器はN期のものが多く、わずかにVI-vn期の土器片が混入し

il。

k

一;
1
t
 

A
一向

1 5Y4(1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2(1 黒色プロックを5%台む

B 1 • B' 

e伺 mで異フ
4 

1 5Y3(1 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6(1 灰色プロックを3%含む

2 5Y3(2 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6(1 灰色プロックを1%含む

3 5Y2(2 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2(1 黒色プロックを3%含む

4 7.5y2(2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6(1 灰色プロックを1%含む

。 5m 

園 1595 SZ187遺構図

(S=1/100) 
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遺物出土状況 埋土中から土器 563点が出土した園出土土器はIV期のものが多く、 I 期やVI期~vn期

の土器がわずかに出土した。なお、供献土器と考えられる土器は出土していない。

出土遺物 5658はW期壷B2類。口縁部が大きく外反し、端部が屈曲して重立する。口縁部にはやや内

傾する平坦面を形成し、直ドには顕著な凹線を 2条施す。類部ややドには斜位の府j突文、直線文が認

められる.5659はIV期壷A2類。頭部に斜位の刺突文、以下に櫛摘霞線文と波状文を交互に施文する。

5660はIV期寝B類。外商の剥離が著しい。 5661~ 5663はいずれもIV期費A2類。口縁部が短く屈曲し、

端部には顕著な平坦面をもっ。端部下端にはタタキが認められ、胴部にはタタキの後にハケによる調

整を施す。 5662は口縁端部が短く肥厚気味で、大型である。 5664はW期費E類。 A類を模した小型品

で、内面にはハケ調整が施され、口縁端部にキザミを加える。 5665はW期費。胴部にはタタキの後に

ハケ調整を施し、若干方向は異なるもののどちらも縦方向の器商調整である。底部にもハケ調整を施

す。 5666はIV期饗A類底部。 5667はW期鉢A類。口縁部が内湾するが、端部を欠損する。狭小な底部

から胴部が外反して立ち上がり、最大径は胸部中央寄り上方に位置する。底部には穿孔が認められる.

5668はW期壷B類。頭部以下には直線文帯を複数配置し、その聞に振り幅の小さい波状文、刺突文を

加える。 5669はI期遠賀川系土器の嚢底部。

時期 供献土器は出土していないが、出土遺物の時期からIV期と考えられる。
布
芸

5662 

ア瞥苛ぞぐ出回
5664 

5日渇

¥ 
10聞。しJr!1

(8=1/4) 5661 

図 1597 SZ188遺物実現j園

SZ189 (遺構・図 1598、遺物:図 1599)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する.主軸方位は北東であり、西側約半分は調査区域

外にある。検出時の埋土は茶褐色を皇し、基盤層との層界が漸移的であったため、平面形は不明瞭で

あった。特に東隅部はSZ190やSD1154と重複しており、検出は困難であった。なお、 SZ188を切り、
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60 第 5章東部域の調査成果

いため、四隅切れの方形周溝墓と考えられる。なお、北東側は平成20年度、南東側は平成22年度、西

側は平成23年度に調査を行ったため、平面図に阻酪が生じている。

方台部西側部分が調査区域外となるため、全形は明らかでない。方台部の規模は不明であるが、北

東辺と南東辺は直線的にのびている。なお、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約1.0m~ 1.6m、深さ約 O.6m~ 1.0mである。北東溝は底面が平坦で、壁画との境界が明瞭

であり、壁面は直線的に開く。南東溝は底面が丸みを帯び、北側壁画の傾斜はほぼ垂直であるが、南

側壁面の傾斜は緩やかである。埋土は6 層~1O層に分層した。埋土下層には壁画崩落土と考えられる

ブロック土が堆積し、埋土上層は中央が窪む堆積である。

遺物出土状況 溝全体から土器416点が出土した。特に南東溝で多く出土しているが、供献土器と判

断できる土器は出土しなかった。出土土器は I 期~VH期までの遺物がみられるが、特に I 期の遺物が

多く、他の時期は少ない固また、大きな土器片としてはE期の壷胴部片 (5673)がある。

出土遺物 5670、5671はともに I期遠賀川I系土器の壷。 5670は頚部に削り出し突帯を形成し、突帯上

に沈線を 1条加える。 5671は削り出し段を形成し、段下方には数条の沈線が認められる。 5672はI期

遠賀川系土器の蜜底部。 5673はE期壷A2類。底部から胴部が大きく開いて立ち上がり、最大径のや

や下に貝による直線文が数帯認められる。 5674はE期壷A類。表面の黒褐色の色調が特徴的で、付加

沈線と断続的な直線文が認められる。 5675はV期~羽期壷A類。頚部には強いナデによって突帯状の

凸部を作り出し、胸部には粗雑な直線文が認められる。 5676はVI期~河期壷H類。胸部がやや偏平で、

底部は中心部に凹みが認められる.5677はN期費A4類e 口縁部が屈曲するが、端部形状は不明である。

胴部にはハケ調整が施されるが、タタキの痕跡は認められない。 5678はVH期高杯G3c類。扇平に開く

脚裾部に、多条沈線と貝による刺突文を交互に配置して加飾する.5679はU期~刊期の土製品で合子

形と考えられる。口縁部が強〈内湾し、端部を丸く収めるロ胸部下半にはハケ調整を施す。

時期 供献土器は出土していないが、四隅切れの方形周溝墓であることと I期の土器が多く E期の大

きな土器片が出土していることなどから、 I期-1I期と考えられる@なお、検出時にN期のSZ188を

切ると判断したが、平面形の重複関係を誤認した可能性が高い。

5677 

もい74

ど企

5673 与式6 7 5 l且76

10cm 

(~1/4) 

園 1599 SZ189遺物実測図
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。

B 

6.20m 

(S=1/1∞) 

1 2.5Y.!/l黒褐色土しまる粘性あり
土器片(締片)散在して含む

5m 

炭化物わずかに含む径5町百-IC固までのE円礎わずかに含む
2 2.5Y2Il黒色土しまる粘性あり(強い)
3 2.町3/1黒褐色土(やや明るい)ややしまる粘性やゃあり
4 7.町3/1オFープ黒色土ややしまる粘性ややあり
5 5Y.!/lオリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり

径:31皿 -8田までの円積わずかに含む
6 5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
7 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性なし
8 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性なし

径:31田町E円破わずかに含む

日夜i

1 2.5Y.!/l黒褐色土しまる粘性あり土器片(細片)散在して含む
炭化物散在して含む灰色土のプロックわずかに含む
径5町田程の同様わずかに含む

2 2.5Y.!/l黒褐色土(やや暗い}しま渇粘性やゃあり炭化物散在して含む
3 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
4 5Y2/1黒色土しまる粘性あり炭化物わずかに含む

灰色土のプロックわずかに含む
5 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性あり

__!L土鱒 1 4 一旦
5.ω門も¥ ! V 

Fア寸-1;'6 
93 7 8-

1 2.5Y.!/l黒褐色土(やや暗い}しまる粘性あり土器片{細片}含む
炭化物散在して含む鉄分の沈着あり

2 2.5Y.!/l黒褐色土しまる粘性あり土器片中央付近にまとまって混入
径0.5cm-l阻までの亜円礎わ守かに含む鉄分の沈着わずかにあり

3 2.5Y2/1黒色土しまる粘性あり{強い)
4 2.5Y.!/l黒褐色土{やや明るい)ややしまる粘性ややあり
5 5Y3/1オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

径3圃~駒固までの円礎わずかに含む
6 7.5Y.!/lオリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7 5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
8 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性なし
9 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性なし径3mmの亜円礎わずかに含む

A' 

1 2.5Y.!/2黒褐色土しまる粘性あり鉄分沈着あり亜円礎わずかに含む
2 2.5Y2/1黒色土しまる粘性あり土器片わずかに含む

炭化物わずかに含む
3 5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

径5皿 -10圃のE円積わずかに含む
4 2.町3/1黒褐色土しまる粘性あり土器片わずかに含む
5 2.町3/2黒褐色土しまる粘性あり灰色土のプロック10%含む
6 2.町3/2黒褐色土しまる粘性あり灰色土のプロック20%含む
7 2.5Y2Il黒色土しまる粘性あり
8 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし黒色土のプロック10%含む
9 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし黒色土のプロック20%含む
10 2.5Y2Il黒色土しまる 粘性あり 11のプロックわずかに含む
11 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし B' 

而受忍-
6伽?事

1 5Y3/2オロープ黒色士ヰキしまる粘性ヰキあり
5Y6/1 灰~プロックを3%含む

2 粗砂 5Y.!/2 オHープ黒~プロックを10%含む{墳丘崩落士か1
3 5Y2/2オロープ黒色士ヰキしまる粘性ヰキあり
4 5Y2/1オロープ黒色士ヰキしまる粘性ヰキあり

5Y6/1 灰~プロックを5%含む

1 2.町 3/1黒褐色土しまる粘性あり土器片{細片}散在して含む
炭化物散在して含む径0.5血 --lc固までの円積含む鉄分沈着やゃあり

2 5Y.!/lオ日}プ黒色土ややしまる粘性やゃあり径h血種の円積わずかに含む
3 2.5Y2/1黒色土しまる粘性あり炭化物わずかに含む径h皿-5皿までの円艇わずかに合む
4 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5 5Y4/1灰色土ややしまるやや紺生あり

園 1600 SZ190遺構図(1)
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町期費A1類。口縁部が外反し、端部には顕著な平坦面が認められ、凹線が 1条認められる。頚部に

は粘土を貼付した上から刺突を加える。 5710はW期奮A2類。口縁部が強く屈曲し、端部を肥厚気味

にして顕著な平坦面を形成する。平坦面には2条の凹線を施文し、下端にはキザミを加える。頚部に

は粘土を貼付して幅広の突帯部を形成し、突帯上には刺突を加える。胴部にはタタキの後にハケに

よる調整を施し、その上からさらに波状文を 3帯施文する。 5711...._.5715はいずれも町期費A2類。

SZ190主体部 (5680-5688) 

、ーグ瑚守
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図 1602 SZ190遺物実測図(1 ) 
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口縁部が屈曲して端部に平坦面を形成し、端部下端にタタキが認められる。 5711は、日縁部内面の

端部直下に凹面が認められる。 5712は端部がやや丸くなり、胴部にはタタキの後にハケ調整を施す.

5713 -5715は端部平坦面に 2条の凹線が認められ、屈曲部外面に刺突を加える。 5713は屈曲部外

面に粘土を充填し、その tから刺突を加える。 5714は胸部にタタキの後にハケ調整を加える。 5716

はIV期費B2類。外反する口縁部が強く屈曲して直立し、端部にはわずかに平坦面を形成する。平坦

面上には沈線状の凹みが確認できるロ端部直下はヨコナデ、その下方に刺突文を施文する。頚部は

無文となるが、やや下がった位置から刺突文、波状文を施文する。 5717はVI期~刊期費A3類.口縁

部がナデとともに屈曲して直立する。端部には内傾する平坦面をもち、外面には府j突を加える。

5718はW期鉢A類。大型品である。口縁部がほぼ直立し、肥厚する端部に平坦面を形成する。端部

直下の外面には2条の凹線を施文する。 5719はW期高坪A類。口縁部が袋状を呈し、端部が肥厚し

て顕著な平坦商を形成する。外両端部直下には問線が認められる。 5720はW期高杯C類。口縁部が

内湾し、肥厚気味の端部には顕著な平坦面をもっ。端部及び端部直下の外商には凹線が認められる。

SZ190 (5710 -5723) 

雫~零安之713
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図1603 SZ190遺物実測図 (2) (5=1/4) 



66 第 5章東部域の調査成果

5721はW期高杯。脚部にはタタキ痕が明瞭に残り、裾部は強く外反する。端部を肥厚して直立した平

坦面を形成する。 5722はW期水差形の細頚壷の把手。 5723はI期遠賀111系土器の壷。頚部には削り出

し突帯を形成し、その上に沈線が認められる。 5724は刃器。素材となる横長剥片の縁辺に連続する剥

離を施す。 5725は磨製石斧。細長い形状で側縁は平行し、全面に剥離痕が残る.5726、5727は叩石。

いずれも長楕円擦を素材とし、 5726は全面に蔽打痕が残り、横方向の線状痕も認められる。また、

5727は側面から下函にかけて厳打痕が残る。

時期 主体部と周溝出土遺物の時期から、 W期と考えられる.

SZ190 (5724 -5727) 

~-~ c ~ 
5724 c:::コ 5725 

。 10cm 

(5724. 5725:S=1/3) 

ロ

5726 

C 
5727 

o 10cm 
-ー置(5=1/4) 

園 1604 SZ190遺物実測図 (3)

SZ191 (遺構・図 1閃5、遺物:図 1606)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に位置する。北東隅は調査区域外にのび、南東側でSZ192を切

る。 SB531-SB534等の複数の遺構底面で検出したが、平面形は比較的明瞭であった。

方台部 各辺ともに直線的に延び、隅部はわずかに丸みを帯びる。その規模は東西長約8.7m、南北長

約7.0mであり、平面形は東西に長い隅丸方形状を呈する。なお、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約O.8m-1.6m、深さ約O.4m-O.6mであり、検出した範囲内では全周している。隅部は内

側が比較的直角に近い形状で屈曲しているのに対し、外側は緩やかな弧を措いており、東・南溝の幅

はほぼ均一であるのに対し、西溝は中央部分の幅が最も広くなる。また、南・東溝よりも北・西溝の

幅が広い。その断面形はおよそ逆台形を呈し、周溝南西側は溝下方の壁画が急傾斜となる。また、隅

部の底面は3箇所とも周溝底面よりわずかに高い。埋土は4-8層に分層し、いずれの土層でもブロ

ック土の混入が多く認められる。壁面沿いには崩落土と考えられる土が堆積し、上方の埋土は中央が

竃む堆積である。
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68 第5章東部域の調査成果

黒褐色の胎土が特徴的で、器面には直線

文が認められるo 5730は I期遠賀川系土

器の壷。口縁部が大きく外反し、端部に

は顕著な平坦面を形成する。 5731は I期

遠賀川系土器の鉢。口縁部が短く外反し、

端部をやや下方に拡張する。

時期供献土器の時期から、 W期と考え

られる。

ちσ¥5729
7
同

7
ム

SZ194 (遺構:園 1607、遺物:園 1608)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に

位置する。大半は調査区域外に位置し、

01Ocm  

(S=1/4) 

国 1606 SZ191遺物実測園

南溝のみ検出した。なお、他遺構との重複が著しく、平面形は不明瞭であった。

方台部方台部の範囲はすべて調査区域外にあたるため、詳細は不明である。

周溝 深さ約O.7mであり、隅部は未確認である。その断面形は逆台形を呈し、底面ではVI層が表出し

た。埋土は6層に分層し、すべての層にブロック土が見られないことと、炭が混入するととが特徴的

である。溝の平面形や断面形などから、方形周溝墓の周溝と判断した。

遺物出土状況埋土中から土器1，244点、石器類1点、木製品1点が出土した。溝底面では町期の壷 (5732)

が潰れたような状態で出土し、供献土器と考えた。また、埋土上層(1層)からVI期.......vn期の土器片

がまとまって数箇所で出土し、周溝の窪地を廃棄場所として利用していたと考えられる。

出土遺物 5732はN期査C類。口縁部が大きく外反し、端部を下方に拡張する。端部を下方に拡張し

て顕著な平坦面を形成し、刺突を加える。頭部には直線文及び刺突文を施文し、それ以下の胴部上半

には直線文が数帯認められる。胴部最大径の位置には刺突文を施文し、その上方には2条X2の複合

クシによる波状文が認められる胴部下半には縦位のハケ目が残り、平底の底部にも一部ハケ目が認

められる。胴部形状は算盤玉状を呈し、肩部が強く張る。 5733はV期費A2a類。口縁部が短く外反

。 5m 

(S=I/100) 

A 
1 2.6Y2/1 黒色粘質土やや暗色ややしまりあり 炭が混じる 土器が多い径E咽以下町円磁を少し含む
2 6Y2/1 黒色粘質土やや茶色 しまり弱い炭が混じる径S咽以下町円積を少し含む
3 6Y2/1 黒色粘質土 しまり弱い炭が混じる 径S岨以下の円横を少し含む
4 6Y2/1 黒色粘質土やキ暗色ややしまりあり 炭が混じる径1岨以下の円積を含む
5 6Y3/1 オPープ黒色粘質土やや暗色 しまり弱い炭が混じる径S岨以下の円磁を含む
6 2.6Y2/1 黒色粘質士やや淡色ややしまりあり 炭が混じる径E咽以下の円積を含む

園 1607 SZ194遺構図
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70 第 5章東部域の調査成果

し、端部ナデとともに強く屈曲しでほぼ直立する。端部には顕著な平坦面を形成し、外商には刺突を

加える。頚部には刺突文を 2帯施文し、その下方には直線文と波状文を交互に 2回ずつ認められる.

内外面ともにハケ調整を施す。 5734、5735はV期~羽期褒B2類。 5734は口縁部が外反し、端部付近

がわずかに内湾して平坦面を形成する。頚部直ドには直線文を施文し、そのド方に府j突文が認められ

る。器面には粗いハケ目が残り、煤が付着する。 5735は口縁部が強く外反し、端部には蜘j突を加える。

頚部には直線文を施文し、その下方に刺突文を加える。器商には煤が付着し、内面にはケズリが認め

られる。 5736-5738はVI期~四期費B2類.いずれも口縁部が外反し、端部を丸くおさめ、外面に煤

が付着する。 5736は胴部最大径が上から 3分の 1ほどに位置し、肩部が張る。外面には細かいハケ目

が残り、内面にはナデ及び板ナデが認められる。脚部は低〈、ハの字状に聞く。 5737は外面に粗いハ

ケ目が残る。 5739はV期~羽期鉢B類。平底の底部に穿孔を施し、内外面ともにケズリが認められる@

5740はV期高杯B3b類。杯底部から口縁部が大きく外反し、屈曲部の外商には明瞭な段を形成する。

端部を丸くおさめ、内外面ともにミガキを施す。 5741はV期器台A類@脚部が柱状に短く直立し、透

孔を 3方向に配置する。 5742は砥石。砥面が大きく窪み、その周縁に溝状の寝みが認められ、裏面に

は敵打痕が残る。

時期 供献土器と考えられる遺物の時期から、 IV期と考えられる。

SZ195 (遺構図 1609闘 1610、遺物:図 1611)

検出状況東部西側中央の遺構密集域に位置する。北側は調査区域外にあり、 SZ196とSZ197を切り、

SZ194とは近接するが重複していない。なお、他遺構との重複が著しく、平面形は不明瞭であった。

方台部各辺ともに直線的に延び、隅部は丸みを帯びている。その規模は東西長約9.6-9.8mで方形

を呈し、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝幅約1.6m-1.8m、深さ約O固6-0.7mであり、検出した範囲内では全周している。西・東溝の幅

はほぼ一定であるのに対し、南溝は中央付近の幅が広い。その断面形はおよそ逆台形状を皇し、商溝

の北側のように底面が丸みを帯びる箇所もある。また、部分的に壁画に幅狭の平坦面を有する。周溝

の底面は概ね平坦だが、隅部は2箇所とも底面よりやや高くなっている。埋土は5層-10層に分層し

た。全体的にプロック土の混入が多く、東溝では墳丘側の壁画崩落土の堆積が顕著である。また、上

層に炭が目立つ。

遺物出土状況東溝から土器395点、石器類 1点、木製品6点、南・西溝から土器968点、木製品2点

が出土した。東溝では、底面から約20c皿上位で木製品が横位でまとまって出土した。また、西溝では

検出面から約 10cm下でW期の台付鉢の台部片 (5752)が出土し、供献土器と判断した。なお、埋土上

層ではV期~刊期の小片が出土した。

出土遺物 5743はV期壷A類。胴部上半に 3帯の直線文帯が認められる。その聞に、波状文風の文

様を縦位に施文し、また扇形文も認められる。 5744はV期-VI期壷A1b類。口縁部が大きく外反し、

端部を下方に拡張して平坦面を形成する。日縁部内面には、端部際に刺突文を施文し、その内側に円

形刺突文を配する。端部平坦面にはクシによる刺突文を施文し、 3本 1組の棒状浮文を貼付する.

5745はW期受A2類。口縁部が短く屈折する。 5746はW期蜜D類。口縁部が短く外反し、端部を上下

に拡張して顕著な平坦面を形成する。端部には凹線を施文し、頚部直下の胴部には府j突文が認められ
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72 第5寧東部域の調査成果

忘~ ~ 

幣ダ
1 2.6Y3/1鳳色粘質土やや暗色ややしまりあり・を含まず

V層(10YS/l灰色粘質シルト)プロックを多〈含む
2 2.6Y2/1鳳色粘質土やや茶色ややしまりあり炭が混じる穫を含宮ず

3 2.6Y2/1鳳色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる穫を含宮ず

4 2.6Y3/1鳳色粘質土やや暗色ややしまりあり砲を含まず

V居(10YS/l灰色粘質シルト)プロyクを含む
5 2.6Y3/1鳳色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

6 6Y2/1 11褐色粘貧土やや茶色ややしまりあり炭が混じる損を含まず

V屠 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロヲクを少し含む
7 2.6Y3/1鳳褐色粘質土ややしまりあり磁を含まず

V居(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む
8 6Y2/1 11色粘慣土やや茶色ややしまりあり磁を合主ず

V屠(10YS/l灰色粘質シルト)プロヲクを多〈含む
9 6Y2/1黒色粘慣土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V屠(10YS/l灰色粘質シルト)プロククを少し含む
10 IOY4/1灰色砂質シルト V層

低渇ア?

1 2.6Y2/1黒色結貧土やや暗色ややしまりあり磁を含まず
2 SY2/1黒色粘貧土やや暗色ややしまりあり覆を含まず

径2冊以下のV層 (10Y5/1灰色粘賀シルト)プロックを含む

3 2.6Y2Il A褐色粘貧土やや時色ややしまりあり砲を含玄ず

4 SY2/1 11色粘貧土やや時色ややしまりあり視を含まず

5 SY3/1オPープ黒色粘寅土やや暗色ややしまりあり碩を含玄ず
6 SY3/1オリーブ黒色粘寅土ややしまりあり襲を含まず

葉ず

1 2.6Y2/1黒色粘賓土やや暗色ややしまりあり
炭が混じる裂を含まず

2 5V2/1黒色特質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質・ンルト}プロックを少し含む
3 2.6Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり積を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロック・黒土プロックを含む

4 5Y3/1オPープ黒色粘質土ややしまりあり砲を含まず

V層(lOY5/1灰色粘質シルト)プロック・黒土プロックを含む

5 7.6Y4Il灰色砂賓土ややしまりあり磁を含まず
黒土プロックを少し含む

零家B

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる機を合掌ず
V層(10Y百/1灰色給費シルト}プロックを少し含む

22.町 2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

3 6Y2/1黒色粘質土ややしまりあり伎が混じる磁者含まず
績かいV層 (1何百/1灰色粘質シルト}プロッヲを少し含む

4 6Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が混じる
磁を含まず績かいV周(lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

5 6Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり"を合掌ず
V届(10YS/l灰色粘質シルト}プロックを含む

6 6Y2/1黒色粘質土ややしまりあり砲を含まず
V層(10YS/l灰色粘質シルト}プロックを含む

7 6Y2/1黒色粘貧土やや暗色ややしまりあり砲を合主ず
V層(10YS/l灰色粘質シルト}プロックを多〈含む

8 lOY4/1灰色砂質土ややしまりあり磁を含まず 鳳土プロックを少し含むV屠 (10YS/l灰色粘寅シルト)プロックを含む

7 SY4Il灰色砂質土やや時色ややしまりあり積を含まず黒土プロックを含む 9 lOY4/1灰色徴砂やや暗色ややしまりあり績を含まず県土プログタを含む

\ 叫!~--A3

。 h 

園1610 SZ195遺構図 (2) (S=1/1∞) 
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園 1611 SZ195遺物実測因 。=1/4)
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74 第 5章東部域の調査成果

，汁
1 2.5Y3/1黒褐色粘寅土やや暗色良が演じる

径耳岨以τの阿療を少し含む
2 2.5Y2/1黒色粘質土炭が鴻じる E駐在含まず

S 2.5Y2/1 .色粘寅土やや時色 E離を含まず

V層(lOYS/1灰色粘質シルト}プロック多〈含む

4 5Y2/1黒色粘寅土炭tTyし混じる 穫を含まず

5 5Y211黒色結賓土やや暗色裂を含まず

V層(lOYS/1灰色給寅シルト)プロック少し含tt
6 5Y3/1オ!J-プ黒色粕貧土砂が混じる磁を含まず

7 5Y3/1オ!J-プ黒色粕質土やや淡色

砂が混じる砲を含まず
c c・

6.8Orn 

需 題
12 103 Il 

1 5Y2/1黒色粕質土ややしまりあり穫を含玄ず

2 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり襖を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

S 5Y3/1オリーブ黒色給貧土やや暗色ややしまりあり

.を含まず V屠(IOY5/1灰色結質シルト}プロックを含む

4 5Y';1灰色車品質土やや暗色ややしまりあり襖を含まず

111土プロックを含む

5 1.5Y4Il灰色砂貧土 やや暗色やや粘性あり

ややしまりあり棋を含まず

V層 (IOY5/1灰色粘質シルト)プロyクを含む

6 5Y3/1オ日一プ黒色鮎質土やや暗色

ややしまりあり療を含まず

V層 (IOY5/1灰色粘質シルト)プロックを多く含む

1 5Y3/1オ日一プ黒色粘貧土ややしまりあり穫を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

8 5Y3/1オ日一プ銀色車由貿土やや暗色

ややしまりあり穫を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト}プロックを含む

9 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや淡色

ややしまりあり磁を含まず
鳳土プロックを少し含tt

10 5Y2/1黒色粘貧土ややしまりあり艇を含まず

V層(lOY5/1灰色粘貧シルト)プロックを含む

11 1.5Y4Il灰色細砂ややしまりあり穫を含まず

12 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色

ややしまりあり磁を含まず

V層(凶Y5/1灰色給質シルト)プロックを含む

精 選d子
1 2.5Y2/1黒色粘質土やや静色ややしまりあり炭が混じる艇を含まず

2. 2.5Y2/1黒色粘質土 やや暗色 1層よりやや淡色ややしまりあり径IOcm以下の円複を少し含む

V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

3 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる磁を含まず

4 5Y3/1オリーブ黒色絵貧土やや暗色ややしまりあり騰を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

5 5Y2/1黒色'由貿土やや暗色ややしまりあり砲を含まず

V層(lOY5/1灰色車由貿シルト)プロックを少し含む

6 2.5Y3/1馬術色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む

7 5Y2/1緑色粘質土ややし主りあり棋を含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

8 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり"を含まず

9 5Y3/1オリープ黒色砂質土ややしまりあり離を含まず黒土プロックを含む

10 5Y2/1 1¥色粘質土やや暗色ややしまりあり視を含まず

V層(10Y5/1灰色粘寅シルト}プロックを少し含む

11町'2/1黒色砂貧土 ややし1まりあり療を含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを多〈含む

12 2.5Y2/1嶋色粘質土やや暗色ややしまりあり藤金含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

13 5Y2/1黒色砂質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シ凡，ト}プロックを少し含む

14 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V層(IOY5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

15 5Y3/1オ!J-プ鰭色粘貧土やや暗色ややしまりあり棋を含まず

V層(lOY5/1灰色粘質シルト}プロックを少し含む

o 0' E E' 

、グ有
S蜘 I-b-

12.5Y2/1黒色粘質土

ややしまりあり磁を含まず
12.5Y2/1無色粘貧土 やや暗色
ややしまりあり磁を含まず

V周(IOY5/1灰色絵寅シルト)プロックを多く含む

2. 2.5Y3/1馬術色粘貧土やや暗色
ややしまりあり砲を含まず

35Y2/1黒色粘質土やや淡色ややしまりあり磁骨合主ず

V膚(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

45Y3/1オPープ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロククを含む

。
園 1612 SZ196遺構図

(5=1/100) 

h 



�



76 第5章東部域の調査成果

ととが多い。

遺物出土状況 北東糟から土器116点、南東溝から土器37点、南西溝から土器150点、北西溝から土

器9点が出土した。北東溝では、底面からやや上位でE期の壷が出土し、供献土器と考えられる。なお、

I期、町期、 VI期~四期の土器片も出土したが、混入と考えられる。

出土遺物 5760'" 5762はlV期壷。 5760は頚部に貼付される突帯。 5761は器面にハケ調整を施し、や

や太い線刻が認められる。 5762は外面にハケ後ナデを施す。内面は剥離が著しい。 5763はVI期~四期

壷蓋。天頂部を欠損する。天頂部から端部に向けて外反し、端部は下方に屈曲する.屈曲部付近には

多条沈線を施文し、 2孔 1組の穿孔が認められる。 5764はI期査。口縁部が外反し、頚部には削り出

し段及び沈融1条が認められる。 5765はE期壷。口縁部が外反し、端部に平坦面を形成する。頚部か

ら胴部は最大径に向けてなだらかに広がり、胴部最大径は下方に位置して下膨れとなる。底部は平底

である。胴部上半はハケの後にナデを施すが、底部付近の胴部下半にはハケ後ミガキが認められる。

内面は剥離が目立つが、ナデまたはハケ調整が基本と考えられる。

時期 供献土器と考えられる遺物の時期から、 E期と考えられる。

両謹話 7去、~~

1 2.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり炭が混じる棋を含まず
径2岨以下のV層 (lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

1 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少1羽じる棋を含まず
2 2.5V2/1黒色特質土やや淡色ややしまりあり炭が少し混じる E離を含まず

2 5Y2/1黒色粘賓土ややしまりあり援を含まず
径5岨以下のV層 (lOY5/1灰色粘質シルト)プロックを含む

3 5Y2/1黒色粘賓土やや淡色ややしまりあり擦を含まず
V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロフクを少し含む

3 2.5Y3/1黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり炭が少ul!.じる棋を含まず
4 5Y3/1 オ~-プ黒色粘質土ややしまりあり襖を含まず

4 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり曜駐在含まず
5 5Y2/1黒色粘賓土ややしまりあり援を含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロフクを少し含む
6 5Y3/1オリーブ黒色粘質土やや暗色ややしまりあり曜駐在含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロフクを含む(日J遺構埋土)
7 5Y2/1黒色粘賓土やや暗色ややしまりあり擦を含まず

V居 (10Y5/1灰色粘質シルト)プロフクを含む(日J遺構埋土)

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
5 7.5V4!1灰色砂質土ややしまりあり撲を含まず黒土プロックを含まず
6 2.5Y3/1黒褐色粘質土ややしまりあり棋を含まず

V層(10Y5/1灰色粘質シルト)プロックを少し含む
7 7.5V4!1灰色細砂 V層

。
(5=1/100) 

L 1暗渠 1 ___B: 
8.80，" ・且~一→J一一 1 2.5Y3/1黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり炭が少し損じる棋を含まず

宅ヌミよー耗=---- 2 2.5Y3/1黒褐色粘質士ややしまりあり療を含まず V層(lOY5/1灰色粘質シノレト)プロyクを少し含む
言~ ~ 35V4!1灰色粘質士やや暗色ややしまりあり礁を含まず V層(10四九灰色粘質シルト)プロックを少し含む

~ I 4 5Y3/1オリーブ黒色粘質士ややしまり吻り'駐在含まず V層(10Y5/1灰色粘質シルト〕プロックを含u'
5 5Y3/1オリーブ黒色微砂ややしまりあり磁を含まず黒士プロックを含む

協'fJfJ 5760 

園 1615 SZ197遺構図 (2)

、開

5762 

~ 
5763 

010cm  

(5=1/4) 

図 1616 SZ197遺物実測園

5m 
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78 第5章東部域の調査成果

SZ199 (遺構:図 1618)

検出状況東部中央の遺構密集域に位置する。北溝をSZ198に切られSZ200と重複するが、 SZ200との

先後関係は不明瞭であった。南側と西側は調査区域外にのび、検出した範囲内では周溝は途切れてい

ない。

方台部 大半が調査区域外にあるため、その規模や形状は不明であるが、北辺は直線的であり、北東

隅は直角気味である。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 北溝は幅約1.6m、深さ約O.6mであり、北東隅は極めて浅い.埋土は8層に分層でき、北・東

溝ともにプロック土混じりの崩落土が堆積した後、水平に堆積している。溝の断面形は逆台形を呈し、

方台部側の傾斜が急で、外側は緩やかに丸みを帯びている。

遺物出土状況埋土から土器10点が出土したが、いずれも小片であり図示していない.

時期 出土遺物や遺構の重複関係から時期を言及できず、周辺の状況から E期"，rv期と考えられるロ

SZ200 (遺構:図 1618、遺物:園 1619)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。北構をSZ198に切られ、甫溝はSZ199と重複するが、

その先後関係は不明瞭であった。南側と西側は調査区域外にのび、検出した範囲内では周溝は途切れ

ていない。

方台部大半が調査区域外にあるため、その規模や形状は不明であるが、北東隅は丸みを帯びている。

なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 東溝は幅約l.lm、深さ約0.5mであり、北東隅は極めて浅い。埋土は 2......6層に分層でき、

SPl194 

6A可書家
1 7.5Y2/1 黒色粘質土やや茶色 しまりあり 米粒大の側室混じる
2 7.5Y2/1 黒色粘質土やや淡色 しまりなし径2岨以下の炭が混じる

米粒大のV層 (10Y4/1 灰色砂質シルト}プロックを少し含む
3 7.町2/2 オロープ黒色粘質土ややしまる 』誌が混じらない

米粧大のV眉 (1日Y4/1 灰色砂質シルト)プロックを全体に多〈含む
4 7.5Y2/2 オリープ鳳色粘質士ややしまる

米粒大の民・ V層 (10Y4/1 灰色秒質シルト)が全体に混じる
5 10Y2/1 黒住崎b質シJVト やや粘性あり しまりなし

炭.v届 (10Y4/1 灰色砂質シルト)の混じりが少ない
6 10Y2/1 黒色粘質土 3屠よりも砂質が強い しまPなし
7 10Y2/1 .色粘質士 しまりなし径5岨以下のV層 (10Y4/1 灰色砂質シルト}プロ yクを含む
8 IOY4/1 灰色砂質土やや粘性あり ややしまりあり

雨時一
1 7.町2/1 黒色粘質土やや淡色じまりあり

径10cmj;).下のV層 (10Y4/1 灰色砂賀シルト)
プロックを含む径2岨以下の黒土が混じる

2 7.5Y2/1 黒色粘質士ややしまりあり

SZ2.1∞ c・

B.60，，__ポぬγ

1 7.町2/1 黒色粘質土やや淡色
しまりあり 鉄分沈着あり
径10曲以下のV層

(10Y4/1 灰色砂質シルト}
プロックを含む

径20阻のV届 (10Y4/1 灰色砂質シルト}を含む 2 10Y4/1 灰色砂質士やや粘性あり
3 7.町2/1 黒色粘質土やや砂賓が強いややしまりあり
4 7.5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり

径20阻のV層 (10Y4/1 灰色砂質シJVト}を含む
米粒大の小円E離が少し槌じる 《

5 10ロ/1 黒色粘質土ややしまりあり U 

6 10Y2/1 黒色合粘質シルト しまりなし

園 1618 SZ199・SZ200遺構図

しまりあり 径20叫A下の黒土が混じる

5m 

(5=1/100) 
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E 

A 
-ーーー』

E 
8.40岡

。
(S=1/100) 

婦忌層雪ヲZミ767

5770 

比lj

E' 

5m 

園 1620 SZ201遺構図

雪之68 B~769 

ゐ詩長i

1町2/1黒色粘質土ややしまりあり
径1回以下の炭が混じる

2 10Y2/1鴇色特質土しまりなし
3 7.5Y2/1黒色砂質土やや淡色

やや粘性ありややしまりあり
4 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質土

やや粘性ありややしまりあり
木片が混じる植物遺体も槌じる

5 7.5Y2/1黒色砂質土
やや粘性ありしまりあり
径k皿以下のV層
(10Y4/1灰色砂質シルト)を含む

Eネセタi

l町2/1黒色粘質士ややしまりあり
経10m以下の炭が混じる

2 7.5Y2/1黒色砂質士やや淡色
やや粘性ありややしまりあり

3町2/2オPープ黒色粘質士ややしまりあり
幸畢お皿以下のV層
(10Y4/1灰色砂質シルト)を含む

4 7.5Y2/1黒色粘質士
やや砂質が強いややしまりあり

C C' 

6..4Qrr琴平τ

1 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
径3c叫l下の門事駐在1点含む

2 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
径2c叫l下のV層
(10Y4/1灰色砂質シルト)プロyクを含む

3 7.5Y2/1黒色粘質土やや淡色
ややしまりあり米粒大の炭が混じる

4 7.町百/1オリーブ鳳色粘質土
ややしまりあり径5cm以下のV層
(10Y4/1灰色砂質シルト)プロyクを含む

5 10Y2/1黒色特質土しまりなし
6 10Y4/1灰色砂質土

やや粘性ありしまりあり
径2c叫l下の黒土が混じる

1 10Y4/1灰色砂質士ややしまりあり
l町2/1黒色士プロックを含む

2 10Y2/1黒色粘質士ややしまりあり
鉄分沈着あり植物遺体が混じる

3 10Y4/1灰色砂質シルトやや粘性あり
l町2/1黒色士プロックを含む

要義号2 j 
。

(S=1/4) 

園 1621 SZ201遺物実測園

100m 。く〉
5774 

5αn 

(5774: 5=2/3) 
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泣202(遺構:図 1622、遺物:園 1623)

検出状況東部中央の遺構密集域に位置する.北溝と東溝をSZ201とSZ203に切られ、南側は調査区

域外にのびている。周溝は北東隅で切れている。

方台部方台部の北辺と西辺はおよそ直線的で、東辺はやや凹凸がある。その規模は東西長約5.4m'"

5.9mで、墳丘と主体部は確認できなかった.

周溝 幅約0.8m'" 1.6 m、深さ約0.2m.......0.4mであり、北東隅が途切れる。平面形は各辺ともに中央

外側が緩やかに膨らんでおり、北・東溝に比べて西溝が広い。また、西・東溝よりも北溝がやや浅く、

北西隅はさらに浅い。溝の断面形はおよそ逆台形を呈し、底面は北溝中央付近がやや深く凹んでいる。

埋土は4-12層に分層でき、ほとんどの溝で埋土下層に崩落土と考えられるプロック土が堆積し、上

層には植物遺体や炭が確認できることから、自然堆積の可能性が高い。なお、 A-A'の2層において土

出土状況園

5777 

。 50cm 

(S=I/20) 

「伴寸.;:;u:>-4斗~~
一ι!.__I主~Tィーτ

実家
1 7.5Y2/1黒色粘質土

ややしまりあり土器片が混じる
径lem以下の炭を少し含む

2 7.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり植物遺体が少し混じる
径5em以下のV届
(10Y4/1灰色砂質シルト)が混じらず

3 7.5Y2/1黒色砂質土

自伽苛苧

1 7.5Y2/1黒色粘質土
やや茶色ややしまりあり
鉄分沈着あり
怪2回以下のV層
(IOY4/1灰色砂貿シルト)
プロックを少し含む

2 7.5Y2/1黒色粘質土
ややしまりあり

C C' 

6.60m ~37 ， 

9そ弔エョ'(G

11'To12 

1 5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり鉄分沈着あり
径2cm以下の炭が混じる

2 1町 2/1黒色砂質土ややしまりあり径2回以下の炭が混じる
V層(IOY4/1灰色砂質シルト)プロyクを含む

3 7.町 2/2オロープ黒色砂質土やや粘性ありややしまりあり
4 7.町2/1黒色粘質土ややしまりあり
5 7.町 2/1黒色粘質土やや砂質植物遺体が混じる
6 7.町2/2オロープ黒色粘質土ややしまりあり

やキ時色ややしまりあり
4 10Y2/1黒色粘質土しまりなしやや砂質

V層(10Y4/1灰色砂質
シルト)が混じらず

3 7.5Y2/1黒色砂質土
やや粘性ありしまりあり

V層(IOY4/1灰色砂質シルトやや暗色)プロックが上層に多〈混じる
径5em以下の11属(10Y2/1黒色粘質土jプロックを含む

5 10Y2/1黒色粘質シルト粘性ありしまりなL
6 10Y4/1灰色砂質土

やキ粘性ありしまりあり黒土岩沙し混じる
7 7.5Y2/1黒色粘質土

やや淡色ややしまりあり
径宮em以下のV届
(10Y4/1灰色砂質シルト)を含む

ωヘ将出ト

米粒大の墨・黒土プロックが
少し湿巴る

4 IOY2/1黒色粘質土
やや淡色しまりなし

5 IOY4/1灰色砂質土
やや粘性あり
怪2回以下の4層が混じる

1 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまる米艦大の炭が少し混じる植物遺体が混じる
2 7.5Y2/1黒色粘質土やや暗色しまりなし
3 7.5Y2/1黒色粘質土やや淡色しまりなし

径5回以下のV層(1日Y4/1灰色砂質シルト}のプロックが混じる
4 1町2/1黒色粘質土やや淡色しまりなし

径3回以下のV層(1日Y4/1灰色砂質シルト}のプロックが混じる
径2回以下の黒土が混じる

7 7.町 2/1黒色粘質土ややしまる植物遺体が混じる
8 10Y4/1灰色砂質シルトやや粘性ありしまりありやや明色
9 10Y4/1灰色砂質シルトやや粘性ありしまりありやや暗色
10 7.町2/1黒色粘質土しまりなし
11 10Y2/1黒色粘質土しまりなし

径5em以下のV属(10Y4/1灰色砂質シルト}プロックを含む
12 10Y2/1黒色砂質土やや粘性ありややしまりあり

径5em以下の11属(10Y2/1黒色粘質土jプロックを含む

。
(8=1/100) 

園 1622 SZ202遺構図

5m 
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器片がまとまって横位で出土した (5777等)。周溝の最終埋没時期を示すと考えられるロ

遺物出土状況埋土から土器353点が出土した。 V期~四期の土器が多く、 IV期の土器片はなく、 E

期の壷胴部片がわずかに出土している。埋土上層において、 V期""VI期の壷B類 (5777)がまとまっ

て出土した。

出土遺物 5775はE期壷.胴部に貝による直線文が認められ大型品と考えられるo 5776はV期......VI期

査Ala類。口縁端部を大きく下方に拡張する。端部には顕著な平坦面を形成し、擬凹線を施す。 5777

はV期-VI期費B類。頚部がやや直立気味で、胴部には粗いハケ調整を施す。内面はハケの後にナデ

を施す。 5778は羽期~刊期型B類。胴部内外面ともに組いハケ目が残る。 5779は羽期~刊期型A3類。

口縁部が屈折し、端部付近で強く屈曲して直立する。端部には顕著な平坦面を形成する。 5780はV期

~羽期費B2類。口縁部が短く屈折して端部に平坦面を形成し、端部には刺突を加える。頭部直下には

直線文が認められる。 5781はV期器台Ala類。口縁部がなだらかに外反し、端部を肥厚して平坦面を

形成する。口縁内面端部際には、刺突文帯、円形刺突文が認められる。端部平坦面の下端に刺突を加え、

3本 1組の棒状浮文を貼付する。 5782はVI期~刊期器台Bla類。口縁部が外反し、端部に平坦面を形

成する。

時期 出土遺物からの言及は困難であるが、 E期のSZ203に切られているため、構築時期はそれ以前

と考えられる。また、最終的にはV期-vn期にかけて埋没したと考えられる。

、、
重
曹

匡三三喜一 g5776 

10佃

園 1623 SZ202遺物実測園 (5=1/4) 

SZ203 (遺構:図 1624、遺物:園1625)

検出状況 東部中央の遺構密集域に位置する。北側でSZ202を切るが、 SZ201との重複関係は不明瞭

であった。中央から南側は調査区域外へのび、検出した範囲内では周溝は途切れていないロ

方台部 大半が調査区域外にあるため、その規模や形状は不明であるが、隅部は丸みを帯びており、

北辺東側は外側にやや張り出す。

周溝 幅約0.5rn "" 1.2 m、深さ約0.4m"" 0.5 rnであり、全周する。北溝は中央から西側にかけて外側

に大きく膨らんでおり、北西隅は丸みを帯びているが、北東隅は外側に突出し、肩部に平坦面を有す

る。底面は隅部も含めてほぽ同じ高さであり、北溝中央西寄りと東溝がわずかに深くなる程度である。

溝の断面形はおよそ逆台形を呈し、上方が大きく聞き、下方の壁画傾斜は急である。埋士は5......7層
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に分層でき、崩落土と考えられるプロック土を含む土の堆積が顕著である。

遺物出土状況 埋土から土器71点、石器・石製品 1点が出土した。遺物は周溝上層での出土が多く、

下層は少ない。しかし、東溝の調査区壁面沿い付近にて、 E期曹 (5783)の口縁部破片が底面よりや

や上位で口縁部を上にして出土した。

出土遺物 5783はE期費。口縁部が肥厚して短く外反し、端部には平坦面を形成する。端部にはキザ

ミを加え、ハケ工具の押圧が2箇所に認められる。外面にはハケ調整を施し、内面はハケ後ナデを

施す。

時期 底面よりやや上位で出土した遺物の時期から、 E期と考えられる。

ι端 L -

1 7.町宮/1黒色車由貿士やキしまりあり植物遺体が混じる
2 7.5Y2/1黒色車由貿士やキ淡色ややしまりあり

径恥皿以下のV届(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを含む
3 10Y2/1灰恒砂質士ややしまりあり

径お皿以下の7.5Y2/1黒色粘質士プロックを含む
4 10Y4!1灰恒砂質士ややしまりあり

l町2/1黒色士プロックを含む
5 10Y2/1黒恒粘質シルトしま哲なし
6 10Y3/1オリープ黒色砂質士やや粘性ありややしまりあり
7 10Y2/1黒恒砂質士号キ粘性ありややしまりあり

径お皿以下のV届(10Y4!1灰色砂質シルト)プロァタを含む

6.:!伽伝作~

1 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり
2 7.宮司/1オリーブ黒色粘質土 1層より粘性ありややしまりあり

1 7.5Y2/1黒色車由貿士ややしまりあり
2 7.5Y2/1黒色車由貿士やや淡色ややしまりあり
径'5~叫L下のV層
(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを含む

3 10Y4!1灰色砂質士
やや粘性ありややしまりあり
径'5~叫L下の7.5Y2/1 鳳色粘質士プロックを含む

4 7.町3/1オロープ鳳色粘質士しまりなし
5 10Y2/1黒色車由貿士しまりなし
径'5~叫L下のV層
(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを含む

6 10Y2/1黒色車由貿士やや淡色ややしまりあり
径'2~叫下のV層
(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを含む

7 10Y2/1黒色車由貿シルトしまりなし

3 7.宮司/1オリーブ黒色粘質土ややしまりあり怪5回以下のV層(10Y4/1灰色砂質シルト〕プロックを含む
4 10Y2/1黒色粕質土やや淡色しまりなし
5 10Y3/1オリーブ黒色車由貿土やや淡色やや砂質米艦大のV層(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを少し含む
6 7.5Y2/1黒色粘質土ややしまりあり植物遺体が混じる米粒大の炭を少し含む(SZ202坦土J
7 7.町 2/1黒色粘質土やや暗色しまりなし(SZ202塩土J
8 7.町 2/1黒色'由貿土やや淡色じまりなし径5回以下のV層(IOY4!1灰色砂質シルト)プロックを含む(SZ202塩土)
9 10Y2/1黒色粕質土やや淡色しまりなし径3回以下のV層(10Y4!1灰色砂質シルト)プロックを含む

経2<:m以下の黒土プロックを含む(SZ202塩土)

園 1624SZ203遺構図

園 1625SZ203遺物実測園

SZ204 (遺構:図 1626、遺物:園1627)

品目

(8=1/1∞) 

01Ocm  

57回(8=1/4)

検出状況東部中央の遺構密集域に位置し、北溝はSB552とSD1252に切られる。平面形は比較的明瞭

であったが、北溝付近は遺構の重複があり、やや不明瞭であった。周溝は南西隅で途切れている。

方台部 方台部の各辺はおよそ直線的で、その規模は東西長約5.3m"-'5.5m、南北長約5.0m"-'5.2m
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で、東西にやや長いものの、ほぽ正方形を呈するロなお、墳丘と主体部は確認できなかった。

幅約O.6m-1.5m、深さ約O.lm-O.3mであり、南西隅が途切れる。各辺の溝は直線的にのび

ており、西溝が最も狭く、東溝が最も広い。また、深さは南溝西寄りが最も深く、北東隅と南東隅は

周溝

辺部の周溝よりも浅い。溝の断面形は、北溝と東溝が底面から壁面にかけて丸みを帯びるのに対し、

西溝と南溝は逆台形状を呈する。埋土は7層に分層した.いずれの溝も下層は細かく分層ができ、壁

画等の崩落が頻繁に繰り返されたと考える。また、上層は炭化物や植物が含まれるととから、本遺構

の周溝は自然堆積の可能性が高い。なお、北溝上層では検出面から 10cm程掘削してから土器が出土し

たが、 SB552に伴う遺物である可能性が高い。

遺物出土状況 埋土から土器175点が出土した。土器の多くは上層から出土したV期-VI期のもので

N期の壷A類 (5784)も出土した。

出土遺物 5784はN期査A類。口縁部が袋状に内湾し、端部外面には刺突文を施す。頚部付近には2

条の回線が認められる。 5785はVI期~刊期鉢A4b類。口縁部が短く外反して端部がわずかに内湾し、

端部を丸くおさめる。最大径が胴部中央よりやや上方に位置し、肩部が強く張る。底部は矯小で、平

あり、

底である固 5786はV期高杯B4類。部底部から口縁部が大きく外反する。屈曲部外面の稜は認められ
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信号S附刷

O 
8S011・P4

。ぷ1刊。8鈎11-陀

SSOI1-Pl 

A 

助1。A" 

2実マザs品皆吉
(8=1/1∞) 

1町3/1オリーブ黒色粘質士しまりあり磁を含まず
炭化物が混じる

Z町2/2オリーブ黒色粘質士しまりあり磁を含まず
7.5Y4/1灰色初レトが混じる

S町2/2オリーブ黒色粘質士しまりあり磁を含まず
7.5Y4/1灰色シルトが混じる包層より少ない)

4 7.5Y4l1灰坐シルト粘性なししまりあり磁を含まず
5Y2/2オロープ黒色粘質士が混じる

S町212オロープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず
7.5Y4/1灰色初レトが混じる

6 5層k同じ
7町2/2オロープ黒色粘質士しまりあり磁を含まず

7.5Y4/1灰色シルトプロックが混じる

SZ204遺構図

1 5Y2/2オPープ黒色粘質士しまりあり離を含まず炭化物あり
V層(10Y4I1灰色砂質シルト)プロフタが混じる
5Y4I2灰オリープ色シルトプロックが混じる

2 5Y2/2オPープ黒色粘質士しまりあり離を含まず
5Y4I2灰オリーブ色シルト 1層より多〈混じる

:1 5Y4/2灰オロープ色シルト粘性なししまりあり積を含まず
5Y2/2オロープ黒色粘質士が混じる

4 2.5Y3/1黒褐色粘質士しまりあり積骨含まず
5Y4I2灰オリーブ色シルトをわずかに含む

5 7.5Y2/2オリーブ黒色粘賀士しまりあり磁を含まず
5Y4I2灰オリーブ色シルトが混じる

6 5Y4/2灰オロープ色シルト粘性なししまりあり磯骨含まず
7 5Y4/2灰オロープ色シルト粘性なししまりあり磯を含まず

5Y2/2オロープ黒色粘質士が混じる

園 1626
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SZ206 (遺構:図 1629、遺物:園 163ω

検出状況東部中央南寄りに位置する。北側に東西方向の溝、南側に逆L宇状に屈曲する溝を検出し、

その対応関係や埋土の状態から、北東隅部が途切れる方形周溝墓と判断した。大半は調査区域外にの

び、南東隅部でSZ207に切られる。 V層上面での検出であり、遺構埋士とV層との識別は容易であっ

たが、遺構の輪郭は漸移的であった。

方台部 北辺と東辺が直線的にのび、隅部がほぼ直角に屈曲するととから、全形は方形を呈すると考

えられる。規模は不明であるが、南東隅部が調査区内で屈曲していることから、南北長約5mと考え

られる。方台部の東寄りにて、東溝と平行する土坑を検出した。長さ 3.66m、幅1.00mであり、平面

形は隅丸方形あるいは長楕円形を呈する。深さはO.28mであり、底面中央は舟底状に緩やかに窪み、

南北両側に平坦面を有するが、東西壁画の傾斜はほぼ垂直である。埋土は6層に分層し、全体的にブ

ロック土が混入するととから人為堆積と考えられる。供献土器は出土していないものの、平面形や断

面形から主体部の可能性がある。なお、墳Eは確認できなかった。

周溝 北溝は幅約1.0m、深さ約O.2mで、底面は西側が深い。東溝から南溝にかけては幅約1.0m'"

1.5mと北溝より広いものの、深さは約O.2mと浅く、壁面の傾斜は緩やかである。埋士は2層"'5層

に分層し、いずれの溝もプロック土の混入が顕著である.南東隅部は周溝が途切れておらず、底面標

高も隅部以外とほぼ同じである。

国

A +2 / A' 
e∞m"'h'三三三司一、d

4' 6~3 百

1 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
2 6'ロ11 黒色士ややしまる粘性ややあり

5Y4/1灰色土プロック10%含む
3 2.6Y2/1 ，.色士ややしまる粘性あり

7.5Y4/1灰色土プロック15%含む
4 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
6 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
6 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

園 1629 SZ206遺構図

0 
6，∞m 

C' 

4 
s 

1 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
2 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/1灰色土プロック10%含む
3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

6Y4/1灰色土プロック16%含む
4 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり

7.5Y4/1灰色士プロック15%含む
5 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
日町211 黒色士ややしまる粘性あり

7.5Y4/1灰色土プロック5%含む

Dt?  D' 
削 m'7司fs

。

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
5Y4/1灰色土プロック7%含む

2 町宮11 鳳名士 しまり弱い
粘性やや強い

3 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

4 7.5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y3{1オロープ黒色土プロック40%含む

5 6Y4/2 灰オPープ色士
ややしまる粘性やゃあり
町宮/1オロープ黒色土プロック10%含む

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.町4/1灰色土
プロック10%台む

2 7.町4/1灰色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
6Y3/1オPープ黒色士
プロック40%含む

(S=1/100) 

5m 
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るのに対し、南溝がO.1m未満で底面は平坦である。埋土は2層-4層に分層した。いずれの土層でも、

壁面から底面にかけてブロック土が混入する崩落土と考えられる土が堆積している。

遺物出土状況 周溝から土器11点が出土した。しかし、いずれも細片であり図示していない。

時期 出土遺物から時期を言及できないが、町期のSZ208に切られ、 m-2期のSZ206を切ることから、

m-2期"""IV期と考えられる.

SZ208 (遺構:図 1632・1633、遺物:図1634)

検出状況東部中央から東側の南寄りに位置する。東溝はSD1249掘削後に検出し、西溝は東溝に比べ

て平面形が明瞭であった。中央部分は調査区域外となり全容は不明であるが、平面的な位置関係から

同ーの方形周溝墓の周溝と判断した。

方台部大半が調査区域外となり、全容は不明である。

周溝 東溝は上部が削平されているが、残存幅は約2.2m、深さは約O.4mあった。底面は丸みを帯び、

?I 

5792 

。 6m 
lト

(S"'I/150) 
B 日目

i辱亨子r

11. 

A 
6.6伽

A・

1 6Y2/1 黒色土しまる粘性やゃあり
炭化物わずかに混じる

2 6Y2/1 黒色土しまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック15%含む

3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり
4 2.5Y3/1 黒褐色(やや暗い)土

しまりなし粘性あり
5 5Y3/1 オ1)-プ黒色土

しまり弱い粘性やゃあり
6 5Y3/1 オHープ黒色(やや暗い)土

しまり弱い粘性やゃあり
7 5Y2/1 黒色土 しまりなし粘性やゃあり

IOY4/1灰色細砂プロック20%含む
8 IOY3/1 オFープ黒色細砂ややしまる

粘性やゃあり 町2/1黒色土プロック10私含む
9 7.5Y4Il 灰色細砂ややしまる粘位やゃあり

IOY3/1オ1)-プ黒色土プロック30%含む
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園 1632 SZ208遺構図(1 ) 
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SZ209 (遺構:図 1635)

検出状況 東部中央南寄りに位置する.北溝はSZ208に切られ平面形は不明瞭であったが、南溝は比

較的明瞭であった。南溝がL字状に屈曲し、北溝とあわせて一つの方形周溝墓と判断した。

方台部 東側は調査区域外にあるが、ほぽ南北方向に主軸をもっ方形周溝墓である。その規模は方台

部の西端で南北約4.5m、調査区東端で南北約5.8mであり、方台部中央付近の幅が広い.南辺は直線

的にのびているが、西辺はやや蛇行しており、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 北溝中央がSZ208に切られているものの、調査区内で途切れている箇所はない.北溝は幅約0.6

m、南溝は幅約1.0mであり、南溝がやや広い。深さは0.1m-0.2mであるが、北溝は底面が平坦で壁

画の傾斜が急であるのに対し、南溝は底面が丸みを帯び壁面の傾斜が緩やかである。また、南溝の底

面標高は東側が西側よりもわずかに深い。埋土は3層-4層に分層した。いずれの土層でも、壁面か

ら底面にかけてブロック土が混入する崩落土と考えられる土が堆積しているが、最上層ではブロック

土の混入が認められないことから、自然堆積の可能性がある。

遺物出土状況 北溝から土器が9点出土したものの、南溝からは出土しなかった。土器はいずれも細

片であり、図示していない。

時期 出土遺物から時期を言及できないが、 W期のSZ208に切られることから、それ以前と考えられ

る。

(S=I/100) 

ー市
c c・
而喰-

1 町3/1 ;t~-プ黒色土
キキしまる粘性ややあり

2 Z.5Y3/l 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

3 7.5Y4!1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
Z.5Y3/l黒褐色土プロック20%含む

4 7.5Y4!1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

111ト

→11 

1 6YZ/l 黒色士
ややしまる 粘性あり

2 2.回3/1 黒褐色土
しまりなし粘性あり
5Y4/1灰色土プロック20%台む

3 6Y3/1 オリープ黒色土
しまり弱い粘性あり
6Y4/1灰色士プロック30%含む

D 1 D・
而手テマ-

1 5Y3/1 オロ}プ黒色土ややしまる
粘性キゃあり 炭化物わずかに混じる

2 2日'3/1 黒褐色土ややしまる
粘性，~ゃあり 7.5Y4/1灰色士プロック10'始含む

3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる
粘性，~ゃあり 7.5Y4/1灰色土プロック20%含む

。 h 

園1635 SZ209遺構図

SZ210 (遺構:図 1636)

検出状況 東部中央南寄りに位置する.遺構の大半は調査区域外にあり、東溝のわずかな範囲を検出

した。平面形は明瞭であり、遺構の平・断面形状から方形周溝墓と判断した。

方台部方台部は調査区域外にあり、規模や形状等は不明である。

周溝 東溝の東半分のみの検出であり、断面形から調査区壁面付近が最深部と考えられる。深さは約

O.4mであり、底面は丸みを帯び、壁面の傾斜は比較的緩やかである。埋士は6層に分層した。壁面
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92 第 5章東部域の調査成果

はO.lm-O.2mであり、底面は緩やかに丸みを帯び、壁面の傾斜も緩やかである。埋土は単層から 4

層に分層し、いずれの箇所でもプロック土が混入している。

遺物出土状況埋土中から土器124点、木製品 1点が出土した。出土土器の多くはW期~刊期に属し、

周溝西隅周辺から多く出土した。

出土遺物 5793はIV期費A2類。口縁部が短く外反し、端部がわずかに

内湾して平坦面を形成する。

時期 供献土器が出土していないため不明であるが、羽期-w期に属す

るSD1252に切られるととと、周辺の方形周溝墓がW期に属し、本遺構か

らもIV期の土器片が出土していることから、 W期と考えられる。

SZ212 (遺構固図 1639-1641、遺物園図 1642)

戸ヰ-=--C¥
5793 

o 10聞

ーー=ーーーーーー~(S=1/4) 

園 1638 SZ211遺物実測園

検出状況東部東側甫寄りに位置する。 v屑表出面で検出し、 SD1252やSD1276に切られる。周溝は

全周しており、その平面形は明瞭であった。

方台部規模は北西一南東長約7.lm、北東一南西長約 6.8mであり、全体としては不整方形を呈する。

北東辺はやや蛇行しているが他は直線的であり、隅部は丸みを帯びている。なお、墳丘と主体部は確

認できなかった。

周溝 幅約1.5m-2.2mで、北西溝、南西溝が北東溝、南東溝よりも広い。深さは約O.3m-O.6mで、

南東溝が他より約0.15m浅い。底面は北、東、南隅部が浅く、検出面から約0.25m掘削するとV層が

表出した。底面は緩やかに丸みを帯びているが、東溝はやや凹凸がある。壁面の傾斜は北西溝と甫西

溝は方台部側が急であり、その反対側はやや緩やかである。また、北東溝は崩落によるためか、壁面

の上方が外側に聞いている。埋土は最大13層に分層した。どの周溝でも下層には壁面崩落土と考えら

れるブロック士が混入する土が堆積しており、北西溝や南西溝では再掘削の可能性が考えられる堆積

が認められた。

遺物出土状況 埋土中から土器1，043点、石器類7点、木製品26点が出土した。各辺の溝坦士から土

器が出土しており、その多くはIV期に属するe 特に北東溝と南東溝で遺存状況のよい土器が出土し、

供献土器と考えられる。南東溝の中央東側ではIV期の叢A類 (57鈎)が埋土上層にて口縁部を北にむ

けて横位で出土したe また中央西側では同じく IV期の豪A類 (5794、5795)が溝の底面付近にて横位

で出土し、 5795は口縁部を北にむけて出土した。北東溝の南側では、同じくW期の壷A類 (5796-5798) 

が埋土上層から出土した。とのうち、 5796はほぼ完形の状態で出土し、口縁部を北にむけて横位で出

土した。なお、南西溝では検出面から約0.5m下で磨製石斧 (5805)が出土した。

出土遺物 5794-5798はIV期壷Al類。口縁部が短くI宣立して、 2条の凹線が認められる。 5794は5795、

5796と比べて頚部が細身でやや長い@胸部はなかだらかに膨らむ。 5795は胸部全面に細かなハケが

残るが、ハケ以前のタタキも認められる。 5796の胴部は算機玉状で、頚胴部境に沈線が4条認めら

れる。胴部上半はハケが密に残り、わずかにハケ以前の右下がりのタタキが認められる。 5798の胴

部上半は磨耗が著しく調整などの観察はできなかった。形状は5796と酷似する。 5799はW期壷A2類.

口縁部が袋状口縁を塁し、凹線が5条認められる。頚部が細身で胴部は算盤玉状であるが、 5796と

比べると底部が大きい。頚部以下に直線文と波状文を交互に施文する。 5800はW期壷の胴部。大型
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;|〉 / 

銀S弘2<J}
SK06941 

SK06960(') 

5805 

5800 

5808 

品
ヤ

1 2.513/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径2岨以下の炭化物1%含む

2 日2/1 黒色土しまり弱い粘性あり
径5回以下の炭化物1%含む

3 回3/1 オHープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径3皿以下の炭化物1%含む

4 2.513/1 黒褐色土しまり弱い粘性あり
5 2.513/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

6Y4/1灰色土プロフク7%含む
6 2.5Y3/1 黒褐色土しまり弱い粘性あり

7.5Y4/1灰色砂質土プロフタ25%含む
7 2.5Y3/1 黒禍色土しまり弱い粘性あり

7.5Y4/1灰色砂質土プロック30%含む
8 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性ややあり

回3/1オ3ープ黒色土プロック40%含む
9 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性あり

回3/1オPープ黒色土プロック20%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着多い炭化物わずかに混じる

2 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
5Y3/1オHープ黒色土プロクタ20%含む

3 5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘佳やゃあり
4 7.6Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い

粘性あり 7.5Y4/1灰色土プロック10%含む
5 10Y3/1 オロープ黒色士 しまり弱い粘性あり

10Y4/1灰色土プロックが大き<30%混じる
6 10Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い

粘性あり 10Y4/1灰色土プロック20%含む
7 10Y3/1 オリープ黒色砂質土 しまり弱い粘性やゃあり

10Y4/1灰色土プロックと町3/1オ3ープ黒色土プロックが
マープル状に30%混じる

、要E 。 面1

。=1/100)

園 1639 SZ212遺構図(1)
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A-A'北西溝
1 6Y3/1 オFープ黒色土 しまる粘位あまりなし鉄分沈着あり
2 2.皮3/1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 鉄分枕着あり 径8皿以下の炭化物1%含む
3 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり 1.6Y.灰色土プロヲタ5%含む径E皿以下の炭化物2%含む
4 2.町3/1 黒色(さらに黒い)士 しまりなし粘性あり 径.5... 以下の炭化物2%含む
5 2.町3/1 黒褐色士しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 径6mm以下の炭化物1%含む
6 2.町3/1 黒褐色士しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 径6mm以下の炭化物2%台む
7 6Y3/1 オHープ黒色士ややしまる粘性あり
8 6Y3/1 オロープ黒色士ややしまる 粘性ややあり 5Y4/1灰色士プロック7%含む
9 6Y3/1 オロープ黒色士ややしまる 粘性ややあり 1.6Y4/1灰色士プロック16%台む
10 5Y2/1 黒色士しまりなし粘性あり
11 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性あり 7.町4/1灰色土プロック20%含む
12 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性あり 7.5Y4/1灰色土プロック40%含む
13 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり 5Y4/1灰色土がマープル状に30%混巴る

一旦- ~ J jl _J[_ 
6.1口m~文、~.ー~

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物わずかに混じる
2 2.5Y2Il 黒色(さらに暗い)土ややしまる粘性あり 炭化物わずかに混じる

A-A'南東灘
1 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり
2 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性あり
3 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性あり

1.6H/l灰色士プロyク10%含む
4 2.6Y3/1 黒褐色士 lよりしまる粘性やゃあり
5 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

径6mm以下の炭化物2%含む
6 6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性ややあり
7 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性キゃあり

5Y4/1灰色士プロック10%台む
8 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/~灰オリープ色土プロック15%台む
9 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
10 10Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

2.5Y3/1黒褐色粘質土プロックω%台tt
11 10Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

2.5Y3/1黒褐色土プロック10%含む

3 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる特性やゃあり 径祖m以下の炭化物2%含む . 
5m 4 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる特性やゃあり 径3皿以下の炭化物1%含む 0 

5 5Y3/1 オFープ黒色土 しまり弱い粘性あり
6 5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1灰色砂質土プロック20%含む (S=1/1 00) 

出土状況園

開館 Jf 
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(5=1/20) 

園 1640 SZ212遺構図(2) 
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品で直線文と波状文が認められる。 5801はN期費A2類。口縁部が短くくの字に屈折し、端部は平坦

である.端部にタタキが認められる.胴部の膨らみは強く、刺突文が認められる。 5802は羽期高杯F

類。口縁部が外反する。 5803はVI期高杯。口縁部が坪底部から弱く屈折して立ち上がり、付根が細い。

5804はE期高坪。口縁部が部底部から直線的に外傾する。 5805はハイアロクラスタイト製の磨製石斧。

両側縁がほぼ平行し、上方は丸みを帯びている、刃部は直線的で、一方向から斜めに作曲されている.

5806は叩石。肩平な亜円醸の頂点や側面を使用して敵打している。 5807は砥石。表面や側面は節理に

沿って平坦に割れており、その面を砥面として利用している。 5808は柱材。芯去材で、上下端部は欠

損している。

時期 供献土器の時期から、 N期と考えられる。

出土状況図

E ----
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H 
8.00m 

5794 

開'j量

一己/
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園 1641 SZ212遺構図 (3)
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図 1642 SZ212遺物実測園
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周溝 南西溝の幅は両面端で約1.7m、北端で約2.5mであり、北側がやや広がっている。深さは約O.5m

で、底面は平坦であり、壁面の傾斜は急で、上方が外側に大きく闘し北東溝の幅は約1.8mであり、

北隅部はやや幅が広い。深さは約0.3mであり、底面は緩やかに丸みを帯び、壁面の傾斜は墳丘側がや

や緩く、その反対側が急である。埋士は8層-9層に分層した。壁画及び埋土中程から底面にかけて、

壁画崩落土と考えられるブロック土を含む土が堆積している。また、その上部には水平もしくは中央

が績む堆積が認められるととから、自然堆積と考えられる。なお、底面は東溝の南側が深く、北東胸

部は辺部とほぼ同じ高さである。

遺物出土状況 西溝から土器2点、東溝から土器177点、石器類 1点、木製品2点が出土した。出土

土器はW期と羽期-vn期に属し、東溝からの出土が多い。

出土遺物 5809はW期費A3類。口縁部が強く外反し、端部が屈曲しでほぼ直立する。端部外面には

問線が2条認められる。頚部直下から胸部にかけて、府j突文が3帯認められる。 5810はW期饗A1類。

口縁部が外反し、端部に面を有する。 5811は磁石。亜円機の自然面を砥面として利用し、側面に敵打

痕が残る。

時期 供献土器が出土していないため不明であるが、周辺の方形周溝墓がIV期に属し、本遺構からも

W期の土器片が出土していることから、 W期と考えられる。

。

園 1644 SZ213遺物実測園

SZ214 (遺構・図 1645、遺物:図 1646)

(5=1/4) 

10聞

置

20聞

ーーーーーー...... (5811:S=I/8) 

検出状況 東部中央南寄りに位置し、 SD0381の西側にある。 V層上面で検出したが、東溝の平面形は

不明瞭で、調査区北壁の土層を根拠に精査し検出した。西溝はSB555やSB556、SD1215などの底面で

検出し、平面形は比較的明瞭であった。南北方向は調査区域外にあり全形は不明であるが、位置関係

や埋土の共通性から同ーの方形周溝墓の周溝と判断した。

方台部 西辺、東辺ともに直線的にのび、ほぽ平行することから、全形は方形を呈する可能性が高い。

東西長は約5.8mであり、墳丘と主体部は確認できなかった@

周溝 東溝は幅約0.8m-1.3m、西溝は幅約1.2m-1.5mであり、西溝がやや広いa 深さはいずれも

約O.5mである。東溝は断面V字状を呈し、壁画が直線的で東肩部に平坦面がある@一方、西構は底面

が平坦で、壁画の傾斜は墳丘側が緩やかで、その反対側が急となる.理土は8層-11層に分層した.

いずれも下層にはブロック土が混入する崩落土と考えられる土が堆積しているものの、最下層には細

砂もしくは砂質土が堆積している。

遺物出土状況 東溝から土器153点、商溝から土器9点が出土した。出土土器はW期~四期のものが

多いが、本遺構はV期のSB556に切られているため、 V期以降の遺物は混入と考えられる。なお、供
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献土器と考えられるものは確認できなかったロ

出土遺物 5812はIV期壷A2類。胴部上半に直線文、波状文が認められる.小型品であるが、肩部の張

りは強い。 5813は羽期~四期費B3類。口縁部が屈折し、端部にはナデによって平坦面を形成する。頚

部にはわずかに直立する部位が認められる。 5814はV期高杯Bl類。杯底部から口縁部が直立気味に

立ち上がり、外反する。端部には顕著な平坦面を形成するo 5815は四期土製品。算盤玉状を呈し、中

央に孔があく。

時期 混入遺物以外ではW期の壷A類があり、西側に位置するSZ215やSZ217もW期であることから、

IV期と考える。

、『氏

き1>

11← 

泣215(遺構:図 1647，..，1649、遺物:図 165ω

6t吋緯Ml
SZ214 

1 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性キゃあり 鉄分沈着あり
2 5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり

1辺7圃の土器片1点あり 径7回以下の炭化物1%含む
3 田宮/1 黒色土 しまり弱い粘性やゃあり
4 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1灰色土プロック15%含む
5 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり

5Y4/1灰色土プロック15%含む
6 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やや強い 5Y4/1灰色土プロック3%含む
7 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1灰色土プロック10%含む
8 5YS/1 オ日]プ黒色土ややしまる粘性ヰ~あり

5Y4/1灰色土プロタタ20%含む
9 Z.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり
10 Z.5Y2/1 黒色土ややしまる 粘位やや強い 5Y4/1灰色土プロック1%含む
11 5Y4/1 灰色砂質土 しまり弱い粘性あまりなし

C f 2 C' 
5.70mヲー苓ご士主主ヲ・

1 5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やや強い
2 5Y3/1 オ~-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y4/1灰色シルトプロック20%含む
3 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やや強い
4 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる粘位あり

1.5Y4/1灰色シルトプロック15%含む
5 5Y4/1 灰色土ややしまる粘位やゃあり

5Y3/1オPープ黒色土プロyク40%含む
6 10Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
7 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり

5Y4/1灰色士プロ yタ25%台む
8 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。周辺はIV層がほとんど遺存せず、Ib層除去後に

V層表出面で検出した。北側と南側は調査区域外にのぴ、西溝はSB557に切られ、 SD1175を切る。平

面形は不明瞭であり、調査区壁画の土層を根拠として平面形を確定した。なお、 SD1166とSD1176は

E期の遺構であり、本遺構の時期と異なる.

方台部全形は不明であるが、北東隅部がほぼ直角に屈曲することから平面形はほぼ方形であると考

えられる。その規模は東西長約10.0mである。なお、主体部と墳丘盛士は確認できなかった。
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SZ215 SZ215 

/ 

A 

白崎n

B 23石 14 B 

835Z、ーもぶム部tL-

I 10γ:  7 、
土.

1 2.6Y3/1黒縄色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着あり径拘・以下の鋭化物2%含む
2 2.5Y3/1 .;縄色土 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 7.5Y4/1灰色土プロック20%含む
3 2.5Y3/1鳥網色士ややしまる粘性ややあり鉄分沈着少しあり
5Y4I1灰色士プロック5%含む 1辺3冊目土器片1点あり径畑の重円.1点あり

4 5Y2/1属色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり

10翠fs
1 2.5Y3/2黒褐色土しまる粘性あり鉄分沈着あり
2 2.5Y3/1黒褐色土 しまる粘性あり鉄分沈着'あり

A・

3 2.5Y3/1黒褐色土{やや明るL唱 しまる粘性あり鉄分沈着あり
4 2.5Y3/2黒褐色土(やや明るL唱 しまる粘性あり鉄分沈着あり
5 5Y3/1オリーブ黒色土しまる粘性あり鉄分沈潜わずかにあり
6 5Y2/2オFープ無色土しまる粘性あり6 5Y3/1オPープ黒色(やや暗い}土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり

5Y4I1灰色土プロック7%含む
6 5Y3/1オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり

5Y4I1灰色土プロック10%含む
7 2.5Y2/1鳳色土 しまり弱い粘性やゃあり鉄分洗着少しあり

7.5Y4/1灰色シルトプロック5%含む

7 町2/2オ9-プ無色土しまる粘位あり灰色土のプロック10叫含む
8 5Y2/2オリーブ黒色土しまる粘位あり灰色土のプロック筑漉含む
9 7.町宮/2オ9-プ緑色土ややしまる給性やゃあり灰色土201-含む
10 7町立/2オ9-プ黒色土ややしまる粘性ややあP灰色土筑踊含む

8 2.5Y2/1黒色土しまり弱い粘性やや強い鉄分沈着少しあり
7.5Y4/1灰色シルトプロック層の下方に混じる

9 5Y3/1オ9-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり鉄分tt婚少しあり 5Y4Il灰色土プロyク10%含む
10 2.5Y3/1 馬偏色土ややしまる粘性ややあ~ 7.5Y4/1灰色土プロック7%含む

o 1 4 2 1土器 O' 

6.30m-宅~ c:主~ア

_E_ 3124 ~ι 
6.30m'"""C::←~ 

F 4213 F・
6.30m .!t::.全±土:>7'"

2 i予寄り

1111 10 

1 2.5Y3/1黒縄色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着あり
径母国以下の炭化物2%含む 1辺S置の土器片1点あり

2 5Y3/1オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり
5Y4/1灰色土プロック10%含む径s-l?(下の炭化物1%含む
I辺12園以下の土器片1点あり

3 2.5Y3/1黒褐色(やや暗L、}土
ややしまる粘性やゃあり鉄分洗婚少Lあり
1.5Y4Il灰色土プロyデ30%含む

4 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる給佳ややあり鉄分沈着少uあり
6Y2/1黒色土プロック5%含tt

6 5Y2/1緑色土ややしまる 粘佳やや強い鉄分沈着奇少しあり
6 5Y3/1オリーブ黒色土 しまP弱い粘性やゃあり鉄分沈着少しあり

5Y4Il灰色土プロック10%含む
7 5Y3/1オリーブ黒色土しまり弱い粘性やゃあり鉄分沈滞少しあり

7.5Y4Il灰色土プロッ"'15%含む
8 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性ややあり鉄分沈着少しあり

7.5Y4Il灰色土プロフタ10%含む
9 7.5Y2/1鳳色士しまり弱い 粘性やゃあり

.......~とて二占師
モ4云;1--8

11 10 

1 2.5Y3/1鳳縄色土(やや晴刊
しまる粘性あり鉄分沈着あり

2 2.5Y2/1黒色土
しまる粘性あり鉄分沈着あり

3 5Y3/1オリーブ黒色土
しまる粘性あり鉄分沈着あり

4 5Y3/1オリーブ黒色土 しまる粘位あり
6 5Y2/1緑色土しまる 粘性あlJ(強川
6 5Y3/1オHープ黒色土 しまる粘性あり

灰色土のプロック20%含む
7 7.5Y3/2オPープ異色土

ややしまる粘性やゃあり
8 7.5Y3/2オPープ異色土

ややしまる粘性やゃあり黒色土20%含む
9 7.5Y4I1灰色士ややしまる粘性やゃあり
10 7.5Y4I1灰色士しまりなし粘性なし

10 7.5Y2/1鳳色土しまり弱い 粘性ややあり 7.5Y4Il灰色土プロック20%含む
。

11 7.5Y4/1灰色砂質土しまり弱い粘性あまりなし 7.5Y2/1縄色土プロック20%含む

園 1647 SZ215遺構図(1 ) 

5'忘直E湾、s

5051 7 

1 2.5Y3/1鳳縄色土{やや暗吋
しまる粘性あり鉄分紘着あり・O.5-2cmの亙円襲わずかに含む

2 2.町2/1黒色土
しまる粘性あり鉄分tt稽あり

3 5Y3/1オリーブ黒色土
しまる粘性あり鉄分洗着あり

4 5Y3/1オリーブ黒色土
しまる粘性あり 鳳禍色土20%含む

5 5Y3/1オPープ黒色土
しまる粘性あり

6 5Y2/1 .色土 しまる粘性ありE齢 、}
7 7.5Y3/2オ日一プ鳳色土

ややしまる粘性やゃあり

h 

(5=1/100) 
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園 1649 SZ215遺構図 (3)

J' 

J 

K' 

K・

1m 

(S=1/2D) 



�



104 第 5章東部域の調査成呆

半に文様は認められず、脚部付根付近の細くなる部分には5条の直線文が認められる。脚部は外反し

て開き、端部には内傾する平坦面を形成する。端部は上方に拡張し、胸部形状は最大径部が強く張り

出し、算盤玉状となる。 5818は口縁部を欠損するが、頚部以下は完存する。口縁部の凹線が数条認め

られ、頚部にかけては羽状文が認められる。頚部から胸部 k半にかけては、 4条 l組X2帯の複合ク

シによる振り幅の小さい波状文と直線文が交互に3回ずつ施文され、最下段の波状文が胸部最大径の

位置にあたる。胴部下半には、底部から放射状にハケ調整が施される。胸部の全体形状は、やや丸み

を帯びた算盤玉状となる。 5819はW期蚕A類.胴部には底部から放射状にハケ調整が施される。 5820

はW期壷B2類。口縁部が外反し、強く屈曲して端部付近は内傾するe 端部には顕著な平坦面をもち、

外面には凹線を 2条施文する。 5821はW期壷C類。長く立ち上がる頚部から口縁部が大きく外反し、

端部付近では内面がほぼ水平になる。内面には刺突文を施文し、端部には外傾する平坦面をもっ。端

部には打ち欠きが1箇所認められる。頚部には複数の直線文が認められ、 2条 1組のものが多い。 5822、

5823はともにW期壷H類。 5822は外反する口縁部が屈曲して外反する。端部を肥厚して丸くおさめ、

キザミを加える。器墜が厚く、大型品と考えられる。 5823は黒褐色の胎土が特徴的である.5824はIV

期壷H類。胴部には、不明瞭ながら斜格子文が認められる.5825はIV期壷A類。胴部の直線文帯の間

に波状文が認められる。 5826はIV期費A2類.口縁部が短く外反して端部には平坦面をもち、下端に

は刺突を加える。胸部にはタタキ後ハケの調整痕が認められ、一部に煤が付着するロ 5827はW期費A

類。胴部にはハケによる調整痕が残る.5828はIV期費D類@口縁部が短く外反して端部を上下に拡張

し、端部平坦面には凹線が認められる。 5829、5830は四期費D2b類。口縁部が周曲するものの、外方

に大きく開く。 5829の端部は肥厚気味となるが、 5830は端部が薄くつくられている。 5831はvn期高部

G3c類。外傾する口縁部が端部付近で内湾し、端部を尖り気味に収める。端部直下から外面には多条

沈線が認められ、その聞にヘラによる山形文を 3帯加える。 5832は I期沈線文系の壷。日縁部が外傾

し、端部には沈線が 1条認められる。外面には工字文風の鍵の手状の文様が認められるが、小片のた

め全容は不明である.5833は磨製石斧とした。表面には部分的に自然面が残り、刃部に縦方向の線状

痕が残る。

時期 供献土器の時期から、 IV期と考えられる。

SZ216 (遺構:図 1651)

検出状況東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。周辺はW層がほとんど遁存せず、Ib層除去後の

V層表出面で検出したロ周辺に複数の方形周溝墓が存在するが、重複することなく、単独で存在する。

東西南北すべての周溝が途切れて連続しないことから、四隅切れの方形周溝墓と判断した@なお、南

溝の東端部がわずかに調査区域外にある。 SZ217の方台部内に位置し、 SZ217より先行すると考えられ

る。

方台部方台部各辺は直線的である。規模は南北長約3.7m、東西長約4.7mで、東西にやや長い長方

形を呈する。墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 周溝は4辺が独立し、四隅に陸橋部をもっ。各溝の間隔は約O.6m-1.7mであり、北溝と東溝

聞が最も狭く、北溝と商潜聞が最も広い。各周溝幅はそれぞれ中央付近で約O.6m-l.Omであり、南

溝の幅が最も広い。断面形は逆台形、もしくは底面が丸みを帯びて壁由‘傾斜が急な形状である。い



�



106 第5寧東部域の調査成果

A 

6.3Om 

ー可物-
c 

6.3Om 

1 5Y3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着あり
2 1.町3/1オ日ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着あり
3 10Y3/1オ日ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり 1.5Y4/1灰色士プロック5%含む
4 10Y3/1オ日ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着少しあり
5 1町3/1オPープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 1.5Y4Il灰色土プロック20%含む
6 1町3/1オ日ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 1.5Y4Il灰色土プロック10%含む

ms潟夜ナ1...----"'""

1 2.5Y3/1鳳褐色土しまりやや強い粘性やゃあり鉄分沈着多い
径h・tl下の炭化物3%含む l辺10岨以下の土器片東肩請に4点あり

:1 5Y3/1オリーブ緑色土ややしまる粘性やゃあり量生分拡省あり

8.30mー草場一

1 2.5Y3/1黒褐色土しまる
粘性やゃあり鉄分沈着あり

:1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり鉄分沈着あり
5Y4/1灰色土プロック10%含む

A・

C' 

1 3Y3/1オy-プ鳳色土ややしまる特性やゃあり
鉄分沈着わずかにあり土器片わずかに含む
炭化物わずかにあり

下話ヨで

1 2.5Y3/2鳳褐色土しまる
粘性あり鉄分沈潜あり

:1 2.町3/1織褐色土しまる
粘性あり鉄分沈着あり5Y4/21兎オy-プ色土プロyタ7%含む径h且以下の炭化物1%台む

11 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性キゃあり鉄分沈着多い
5Y4/1灰色土プロック3%含む

4 5Y3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性やや強い鉄分沈稽少Lあり
7.5Y4/1灰色土プロック15%台む

11 SY3/1オリーブ黒色土ややしまる
粘性やゃあり鉄分沈着少しあり

3 2.釘3/1感縄色土{やや明るb、}しまる
粘性あり鉄分沈繕あり

4 2.SY3九時オ9ープ縄色土ややし宣る

5 1.町 3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり鉄分tt"多い
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む

6 5Y3/1オリーブ緑色土ややしまる粘性ややあり量生分位指少しあり
5Y4/1灰色土プロック15%含む

7 5Y4/2灰オ日』プ色土ややしまる粘性ややあり量生分庇着あり
2.5Y3/1鳳褐色土プロック20%台む径1圃以下の炭化物1%台む

5Y4/1灰色土プロック20%含む

。

園 1652 SZ217遺構図(1)

粘性やゃあり歓分沈着あり灰色士1似合む
5 2.SY3九時オリーブ縄色土ややし宣る

粘性やゃあり鉄分沈着あり灰色士鈎暢含む
6 5Y3/2オFープ鳳色土しまる

粘性あり灰色土のプロック20骨含む
鉄分沈着わずかにあり

(8=1/1∞) 

5m 
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110 第5章東部域の調査成呆

層"'5層に分層でき、プロック土の混入が目立つ。しかし、その成因は不明であるロ

遺物出土状況 溝全体から土器1，641点、石器類が 16点出土している。出土遺物の大半は町期の土器

であり、他の時期の混入は少ない。 5863や5864などの費は残りが良く、供献土器の可能性もある。

5863はSK06287出士士器と接合関係がある。

出土遺物 5847'" 5849はIV期壷A1類。 5847は口縁部が外反し、端部が屈曲して内傾する。端部を

丸くおさめて2条の凹線を施文し、一部を打ち欠く。頚部に斜位の短い刺突文を施文する以外は、文

様は認められないo 5848、5849は端部に内傾する平坦面を形成し、頭部は無文である。 5850はW期

査A2類。やや小型品であるが、胴部中央の肩部が強く張り出す。胴部の上半、下半ともそれぞれ宜

穂的な形状で、典型的な算盤玉状を量する。頚部直下から胴部上半に直線文帯と波状文帯をそれぞれ

2帯ずつ施文する。 5851'"5854はIV期壷A類。 5851、5854は胴部の肩部の張り出しがやや弱いが、

およそ算盤玉状を呈する。 5853は胴部にも底部にも、明瞭にハケ目が残るが、 5852の底部には認め

られないo 5855、5856はIV期壷B類。 5855は、直線文、波状文、直線文が施文される。 5856は上げ

底で、胴部は内反り気味に聞く。 5857'"5859はW期壷C類。頭部が緩やかに外反して長く立ち上が

り、口縁部が強く外反する。端部を下方に拡張し、やや外傾する平坦面を明瞭に形成する固 5857、

5858は頭部が緩やかに外反して長く立ち上がり、ロ縁部が強く屈曲して聞く。端部を下方に拡張し、

外傾する平坦酉上には凹線を 2条施文する。ともに口縁部内面は無文だが、 5858は頭部と胴部の境

に斜位の刺突文を施文する。 5859は口縁部内面には扇形文を全面に施文し、癌状突起を 2個 1対で

3箇所に貼付する。頭部と胴部の境には突帯を貼付し、ナデによって尖らせる。突帯直上にはやや雑

ながら、振り幅の小さい波状文を施文し、突帯下方には直線文と波状文を交互に施文する。 5860、

5861はW期壷H類。斜格子文状の文様が認められるo 5862は町期費A1類。口縁部が外反し、端部に

凹線状の浅い凹みを形成するが、端部下端のキザミは認められない。胴部には縦方向のタタキ痕が認

められ、その後の縦位のハケ調整が認められる。内面にはケズリが認められる。 5863'"5869はIV期

型A2類。 5863は大型品で、胴部にはタタキ、ハケの調整痕が認められる。 5864は大型品で、端部平

6.30m定幸三7 間 mー」キ=シー/

1 2.5Y3fl黒褐色土(やや暗い)
しまる粘性あり

2 

1 2.5Y3fl黒褐色土しまる粘性あり
黒褐色土のプロック2m含む
2のプロック10邑含む鉄分沈着あり

炭化物散在わずかに含む鍛分沈着あり
2 2.5Y3f1黒褐色土しまる粘性あり

灰色土のプロック20%含む

2 5Y4/1灰色土ややしまる粘性ゃゃあり
黒禍色土のプロック10%含む

鉄分沈着わずかにあり
3 1.5Y4f1灰色土ややしまる粘性ややあり

黒褐色土のプロクタ10%台む

6五ーみ科〆-

SK06287 

園 1657 SZ219遺構図

1 2.5Y3f1黒禍色土しまりやや強い粘性やゃあり
5Y4f1灰色土プロック15%含む
径加以下の炭化物1%含む

2 5Y3f1オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む

3 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり
5Y3f1オ日ープ黒色土プロック15%含む

4 5Y3f1オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック7%含む

5 7.5Y4/1灰色土ややしまる粘性ややあり
7.5Y3f1オロープ黒色土プロフタ20%含む。

(S=1/1 00) 

5m 
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112 第5章東部域の調査成呆

坦面にタタキ、ハケの調整痕が認められる。胴部は摩耗が著しく、文様や調整痕を確認するととがで

きないo 5865は端部下端にキザミを加える。頭部直下にはヨコタタキ後にハケ調整を施し、最大径部

以下には煤の付着が顕著である。 5866は口縁端部の仕上げがやや雑で、煤の付着が顕著である。 5867

は口縁部が短く屈曲し、平坦な端部にはタタキが認められる。 5869は器壁が厚く、大型品である。端

部平坦面にハケ目が認められ、頚部外面には粘土を貼付し、その上から刺突を加えるo 5870、5871は

N期費A3類。 5870は口縁部が屈曲して端部にはわずかに平坦面を形成し、端部には羽状文に見える

ハケもしくはタタキによる調整が認められる。 5871は口縁部の屈曲が強く、端部には格子状のハケの

痕跡がみられる。 5872はN期曹A類。胴部及び底部にハケ調整を施し、底部中央に穿孔が認められる。

5873は羽期.......vn期奮。全面にハケ調整を施す。胴部最大径部がやや強く張り出し、その一帯に煤、炭

化物の付着が集中する。 5874は町期鉢A類.口縁部が袋状に内湾し、端部にはわずかに平坦面をもっ。

外面には凹線を4条施文する。 5875はW期高杯。杯部は大きく聞き、外面に稜は認められない。脚部

は裾部に向かって緩やかに外反し、端部はやや肥厚し、直立気味の平坦面を形成する。 5876、5877は

叩石で、いずれも不整形の亜円醸を素材とする。 5876は表面と下方に部分的に敵打痕が残る。 5877は

不定形を呈し、側面の湾曲部にわずかに敵打痕が認められ、赤色顔料が付着している。

時期 W期のSZ218に切られるが、出土遺物の時期からN期と考えられる。

/叫世ト ~867 鍾島 之捌
蜘所開「重量く鵬守門叶毛主7グ

に連
5876 

5875 

口
。 10cm 

5877 (S=1/4) 

園 1659 SZ219遺物実漫l園 (2)
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泣220(遺構:図 1660，、遺物:園 1661)

検出状況 東部西側中央に位置する。周溝は調査区域外へのびており、南北溝のみを検出した。なお、

南北溝ともに竪穴住居跡下での検出であり、平面形は明瞭であった。

方台部 北辺と甫辺はおよそ直線的であり、隅部は検出できていない。規模は南北長約6.8m"" 7.2 m 

であり、墳丘盛土は確認できなかった.なお、中央付近には南西から北東に主軸をもっSK05395があ

る。平面形は不整長楕円形を呈し、長軸長約2.8mである。埋土は2層に分層でき、層界の凹凸が顕著

でプロック土の混入が認められることから、人為堆積と考えられる.出土遺物は細片のみであるため

時期は不明であるが、主体部の可能性もある。

周溝 幅約 1.6m"" 2.5 m、深さ約O.5m-O.7mであり、北溝よりも南溝の方が広い。断面形は、底面

が丸みを帯び、壁面の傾斜は南溝が緩やかで、北溝は比較的急である.埋土は6，...，9層に分層でき、

壁面沿いにブロック土が多く混入する壁面崩落土と考えられる土が堆積している。底面の高さは、北

溝、南溝ともに中央付近が最も深くなっている。甫糟では中央西寄りの底面直上で石灰岩が3個出土

し、底面東側では小土坑2基を検出した。なお、北溝の西側は撹乱により失われているが、西端は若

干北側へ湾曲している可能性があり、 SZ120と周溝を共有している可能性もある固

遺物出土状況 北溝から土器155点、南溝から土器266点、石灰岩3点が出土した。埋土中からの出

てごフL

5m 

(S=1/1∞) 

A 25134  A' 
7.10m 

B 
8.OOm 

5 

1 2.庇3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 径7皿以下の炭化物2%含む
2 2.町3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 6Y4!1 灰色土プロック20%含む
3 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 2.6Y3/1黒褐色土プロック10%含む
4 7.町3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4Il 灰色土プロック25%含む
5 7.町3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4Il 灰色土プロック10%含む
6 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4!1 灰色土プロック20%含む
7 10Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック7%含む
8 10Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック30%含む
9 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる 粘性あまりなし 10Y3/1 オPープ黒色土プロック15%含む

1 6Y2/1 黒色士 しまる粘性ややあり
2 6Y2/1 黒色土 しまる粘性ややあり

6Y4Il 灰色土プロック20%含む
3 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
4 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

6Y4Il 灰色土プロック20%含む
5 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる

粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック20%含む
6 7.6Y4Il 灰色土ややしまる粘性ややあり

6Y3/1 オリープ黒色土プロフタ40%含む

B・ c C' 

7∞m--，.戸ー」「 12.5m 酬色土しまる 粘性やゃあり
、二~，-一~と-=;;r- 7.5Y4/1 灰色土プロック20%含む

2 2 7.5Y4/1 灰色土 ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1 黒褐色土プロック10%含む

2m 

園 1660 SZ220遺構図 (S"'1/4O) 
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土土器はW期のものが多く、下層から縄文時代晩期の土器片が、上層からVI期~刊期の土器片がわず

かに出土した。供献土器と判断できる土器は出土していない。

出土遺物 5878はIV期聾A類。平底で、外面に

細かなハケ目が残る。 5879はvn期器台C3類。脚

部は付根直下から円錐状に聞き、裾部はやや内湾

する。受部は浅い皿状に聞き、端部を外方に拡張

し、下がり気味となる。

時期 出土遺物の時期から、町期と考えられる。

SZ222 (遺構:園 1662、遺物:園1663)

。
(5=1/4) 

固1661 SZ220遺物実測園

5879 

10cm 

検出状況 東部西側中央に位置する。遺構の大半は調査区域外へのび、北溝はSZ221を切る。また西

側は南北方向の撹乱があり、周溝の約半分はその底面で検出した。

方台部 東辺と南辺は直線的で、隅部は鋭角気味に屈曲し、隅部は丸みを帯びている。規模は不明で、

墳丘盛士や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約O，6m......1，4m、深さ約0.1m......O，5mであり、検出した部分は全周している。東溝と南溝の

幅はほぼ同じであり、隅部がわずかに狭くなる。断面形は東溝が底面から壁画にかけて丸みを帯びて

いるのに対し、南溝は逆台形状を呈する。底面は南溝がほぼ水平で、東溝は中央付近が深くなってお

り、隅部は東・甫溝よりも約O，3m......O，5m高く、陸橋部を形成している。埋土は2層......4層に分層でき、

下層ほどプロック土の混入が多く、壁面崩落土が堆積していると考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器182点、石器類1点が出土した。東溝では 1層と 3層の層界付近から

_Q_ 2 1 2 _j[_ 
6.70m 、 I

、主存-:y

idi 
1 2.5Y3/1 黒褐色土

ややしまる 粘性やや強い
7.5Y4/1 灰色土プロック
15%含む

2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック
25%含む

3町3/1 オy-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック
15%含む

4 7.5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
町3/1 オy-プ黒色土
プロック10%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまり強い粘性ややあり

2 町4(1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり

出土状況園

D 

D 
6.7日m

2.5Y3/1 黒褐色土プロック30%台む

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 町4(1 灰色土プロック7%含む
3 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4(1 灰色土プロック30%含む
4 7.5V4(1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 5Y3/1 オリープ黒色土プロック7%含む

園 1662 SZ222遺構図

/ 
警 D' 

D' 

。 1m 

(5=1/20) 

。 5m 

(5=1/1∞) 
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116 第 5章東部域の調査成果

2 溝状遺構

溝状遺構は、遺跡を南北に貫く SD0381(大溝)以外は検出長が短く、連続性も見出せない。これら

の一部は、弥生時代中期の方形周溝墓の周溝残欠の可能性もある。なお、 SD0381は弥生時代中期に掘

削された溝状遺構であるが、当該時期の出土遺物が少なく、大半は弥生時代後期から古墳時代前期の

遺物であるため、その詳細は次節にて記載する。

. 今回報告する土坑・溝状遺構

.報告書 Iにて報告済みの
土坑・溝状遺構

。
(S=1/1200) 

図 1666 東部域の弥生時代中期の土坑・溝状遺構分布図

50m 
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118 第5章東部域の調査成呆

埋土 5層に分層した。 3、4層は北壁画から底面沿いに堆積し、プロック土の混入が認められる乙

とから壁面崩落土と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器18点が出土した。出土遺物は少ないが、町期査A類 (5884)が口縁部

を南東に向けて、胴部の約半分が欠落した状態で出土した。羽期鉢A類 (5885)は埋士上層からの出

土で、混入と考えられる。

出土遺物 5884はW期壷Al類。口縁部が

屈曲して直立し、端部にはわずかに平坦

面を形成する。端部外面には 2条の凹線

を施し、頭部にも数条の回線が認められる。

胴部は無文で、ハケによる器面調整を施す.

最大径部が胴部中央付近に位置して算盤

玉状を呈するが、最大径部の張り出しは

やや弱い。 5885はVI期鉢A類。頭部直下

に直線文、その下方に刺突文を施すが、

直線文帯の最下段は凹みが顕著である。

器商全体に煤の付着が著しい。

時期 出土遺物の時期から、町期と考えられる。

ム85

010cm  

(5=1/4) 

園 1670 SD1099遺物実測園

501119 (遺構:圏 1671)

検出状況 東部西側中央の遺構密集域に位置する。 SB538の床面で検出し、平面形はやや不明瞭であ

った。溝の規模や形状、埋土の堆積状況は周辺の方形

周溝墓と類似する。しかし、周辺には組み合う溝が確

認できず、北側が調査区域外となるため、ここでは単

独の構として報告するロ

形状 南北方向に主軸をもち、幅約O.9mである.南

端は調査区域内で丸みを帯びて収束しているが、北側

は調査区域外に及ぶ。深さは約O.4mで、断面形はU

字状を呈する。底面は丸みを帯び、壁面の傾斜は急で

ある。

埋土 4層に分層したo 4層は埋没当初に堆積したと

考えられる崩落土であり、 1-3層は中央が窪む自然

堆積層と考えられる。

遺物出土状況埋土中から土器16点が散在して出土し

たロしかし、いずれも細片であり図示していない固

時期 VI期~四期のSB538より先行することからそれ

以前と考えられ、埋土が弥生時代中期の遺構に類似す

ることから、 E期-lV期頃と考える。

。 5m 

(5=1/100) 

A 
6.80m 

A' 

ロ
1 2田町2/1 黒色粘質土やや茶色ややしまりあり 磯を含まず
2 2.5Y2/1 黒色粘質土やや暗色ややしまりあり 碩を含まず
3 5Y2/1 黒色粘質士キキしまりあり 事障を含まず

V層 (10Y5/1 灰色粘質シルト}プロックを少し含む

4 7.5Y4/1 灰色砂質土やや暗色ややしまりあり 穫を含まず
V層 (10YS/l 灰色粘質シA〆ト}プロックを含む。 h 

(5=1/印)

園 1671 S01119遺構図
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120 第5章東部域の調査成呆

肥厚気味である。端部には顕著な平坦面を形成するロ平坦面上にはハケ調整を施した後に、刺突を加

える.胴部にはタタキ後のハケ調整痕が認められる。器壁が厚く、大型品と考えられる。 5888はIV期

聾A類底部。胴部にはハケ目が残る。

時期 W期のSZ218、SZ219に切られるが、出土遺物の時期からW期と考えられる。

'110:卿
。 lOcm 

(S"'1/4) 

囲 1674 801163遺物実測圃

S01166 (遺構:園 1675)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。 1b層下、 V]冒上面での検出であったが、鉄分

の沈着が著しく、それを除去した面で検出した。黒色土のまとまりを帯状に確認し、南部は調査区域

外にのびる。

形状 平面形は長楕円形と考えられ、東西長幅約1.2m、深さ約O.5mである。断面は逆台形状で底面

は平坦であり、壁面の傾斜はやや急である。単独の溝あるいはSD1176と組み合う方形周溝墓の周溝の

可能性がある。

埋土 6層に分層した。底面から壁面にかけてプロック状の堆積が認められるが、その成因は不明で

ある。なお、上層は中央が窪む堆積である。

遺物出土状況 埋土中から土器6点が出土したが、いずれも細片であり図示していない。出土土器は

E期、 VI期~刊期のものが確認できる。

時期 不明である。しかし、 SD1176との関連性を重視し、 E期の遺構として報告する。

S01176 (遺構:園 1675、遺物:園 1676)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。 V層上面での検出だが、鉄分沈着が著しく、平

面形はやや不明瞭であった。

形状 平面形は不整長楕円形状を呈すると考えられるが、北端の一部が調査区域域外となるため、全

形は不明である。検出した範囲では長さ約3.0m、幅O.9m、深さ約O.2mである。底面は丸みを帯

。

B 
6.40m 

5聞

(8;;;1/100) 

、予~

旦 1 Z.6Y3/1 黒褐色土 しまる
粘性あり 鉄分沈着あり

2 Z.6Y3/1 黒褐色土しまる
粘性あり 鉄分沈着あり
灰色土のプロック20%含む

3 7.6Y4/1 灰色土
ややしまる粘性時中あり

1 2. 庇~/2 黒褐色土しまる粘性あり鉄分沈着あり
2 2. 庇~/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

灰色土のプロ yク10世含む鉄分枕着あり
3 2. 庇~/2 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 鉄分枕着あり
4 2. 庇~/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 灰色土3雌含む鉄分拡着あり
5 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性あり 鉄分枕着あり
6 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性なし。 2m 

(8;;;1/50) 

園 1675 801166・801176遺構図
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び、最深部が北側に偏り、壁面傾斜は北側が急となり、南側は緩やかである。

埋土 3層に分層した。中央が窪む堆積であり、下層にブロック土が混入する。

遺物出土状況 埋土中から土器 16点が出土した。出土した土器はE期とVI期~刊期のものであり、

SD1166でも E期の遺物が出土していることから、四隅切れ

の方形周溝墓の可能性もある。

出土遺物 5889はE期壷。胴部には太くて明瞭な沈線が認め

られ、沈線によって区画された楕円形の内部に縄文が認めら

れる。

時期 出土遺物の時期と、 SD1166との関係から、 E期の遺

構として報告する。

SD1175 (遺構:図 1677)

。

こプ ¥ ¥ 、
/Cぺ、

5889 

10cm 

(S=1/4) 
図1676 SDl176遺物実測図

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。平面形は不明瞭であり、 SZ215の掘削後に、そ

の西溝壁面に溝の掘形を確認し、平面精査を経て溝と判断した。なお、 SZ215とSZ217に切られる。

形状 ほぽ東西方向に主軸を持ち、東側は調査区内で収束し、西側は調査区域外へとのびている。溝

の形状が明確に確認できる東側では、幅約O.9m、深さ約O.3mであり、底面は丸みを帯び、南側の壁

面傾斜は急だが、北側は緩やかとなる。一方、西側の壁面傾斜は緩やかである。溝の規模や埋土の状

況から方形周溝墓の可能性も考えられるが、周辺に組み合う溝は確認できなかった。

埋土 溝の東側では 5層に分層した。南壁面沿いに崩落土と考えられる土層を確認でき、中央は水平

堆積に近い。一方、西側ではブロック土の混入が顕著である。

。 5m 

(S=1/100) 

SOl175 A' 

6.30m 平
τ 三三ζ二日暗渠Ll¥ J 

3. L...J:i"""'¥ / 

SZ217 

1 5Y3/1 オリープ黒色(やや暗い)士ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4/1灰色士プロック10%含む

2 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着あり 5Y4/1灰色士プロック20%含む

3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
5Y3/1オリープ黒色土プロック30%含む

o 2m 

(S=1/50) 

B 
6.30m 

SZ217 

B' 

つミ三戸
1 2.5Y3/3 暗オリープ褐色士 しまる粘性あり 鉄分沈着あり
2 5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
4 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着やゃあり
5 7.5Y4/1 灰色土 しまりなし粘性なし鉄分沈着やゃあり

図1677 SDl175遺構図
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遺物出土状況 埋土中から土器63点が散在して出土したロ出土土器はVI-四期のものが上層から出土

しているものの、いずれも小片であり図示していない。

時期 時期不明であるが、町期のSZ215、SZ217に切られるため、町期以前と考えられる。

501270 (遺構:園 1679、遺物:図 1678)

検出状況 東部東側南寄りに位置し、南北両端ともに調査区域外にのびている。平面形は不明瞭であ

ったが、北端でSZ213に切られていると判断した。

形状 南北方向にのびる溝で、幅約O.4m、深さ約O.4mである。底面はほぼ平坦であり、壁面の傾斜

は中央付近が急であり、南端は東壁面が急、西壁面が比較的急である。なお、底面の標高は北側が高く、

南側はやや低い。

埋土 4層に分層した固底面と壁面沿いにブロック土が混入す

る壁画崩落土が堆積し、その上部には黒色土がほぼ水平に堆積

することから、自然堆積と考えられる。

遺物出土状況埋士中から土器116点が出土した。溝の南端か

らN期壷A類の胴部片 (5890)がやや斜めに傾いて出土した。

出土遺物 5890はW期壷A類。文様は認められず、肩部の張り

はやや強い。

時期 町期のSZ213に切られるが、出土遺物の時期からW期と

考えられる。

(S=1/50) 

園 1679 S01270遺構図

。 10cm 

(S=1/4) 

園 1678 S01270遺物実測園

5蜘v

/ 

B 
5創lrn

。

1 5Y2/1 1M色土ややしまる粘性やゃあり
2 5Y2/1黒色土しまりなし粘性あり
3 lOY2/1黒色士しまりなし粘性あり

1.5GY5/1緑灰色シルトプロフタ15%含む
4 1.5Y4/1灰色砂質士ややしまる

粘性なし5Y2/1黒色士プロック5%台む

。
(S=1/50) 

勧1

/ぷ
主 L

1m 

(S=1j20) 



�

第2節弥生時代中期の遺構と遺物 123 

3 土坑

当該期の土坑は、 SD0381の西側のみに分布し、東側では未確認である。なお、土坑の位置は、図

1666を参照されたい。以下、順に記載する。

SK05717 (遺構:図 1680、遺物:図1681)

検出状況 東部西側中央に位置する。

SB531の床面で検出し、平面形は不明

瞭であった。

形状長軸長約1.7m、短軸長約1.4m

の、南北にやや長い不整楕円形を呈す

る.底面は丸みを帯び、最深部は深さ

約O.4mで南側に偏る。壁面傾斜は全

体的に緩やかであるが、甫壁面を除い

て複数の平坦面が認められる。

埋士 3層に分層した。 3層中にやや

大きな土器片を含み、 1層にはプロッ

ク土が混入する乙とから人為堆積と考

えられる。

遺物出土状況埋土中から土器80点、

石器類4点が出土した。埋土下層にて、

やや大型の I期遠賀川系土器の破片が

出土した。全周する壷の口縁部や、費

の口縁部破片などが確認できる。

出土遺物 5891...... 5894はI期壷。 5891は口縁部が外反し、端部に顕著な平坦面を形成する。端部直

~I回
斗ヲ〈込』

A A' 

A 
8.80m 

A' 

士事事

1 2.5Y2/1 黒色粘質士ややしまりあり 炭が混じる
径2岨以下の円棋を少し含む
V層 (10Y5/1 灰色粘質シルド)プロ yタを含む

2 2.5Y3/1 黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり
炭が少し漏じる棋を含まず

3 庇2/1 黒色粘質士ややしまりあり
炭が少し漏じる棋を含まず。 2m 

(S=1/40) 

園1680SK05717遺構図

下には焼成前穿孔が2箇所、向かい合う位置に認められる。頭部には貼付突帯を形成する。 5892は胴

部片で、肩部が強く張るo 5893は沈線2条が認められ、沈線の聞には刺突文が認められる。 5894は平

底の底部である。 5895はE期条痕文系の費。日縁部が短く外反し、内面には組いハケ目、端部には員

殻による押圧が認められる。外面は頭部以下に貝による条痕が残り、全体に煤が付着する。

時期 VI期~刊期のSB531より先行することと出土遺物の時期から、 I期-II期と考えられる。

¥、
ufυ 

5891 

とイ 01Ocm  

(5=1/4) 

園1681 SK05717遺物実測園
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SK06034 (遺構:図 1682、遺物:園1683)

検出状況 東部西側甫寄りの遺構密集域に位置する。 V層上面において、円形にまとまる黒褐色土を

確認した。平面形の輪郭は漸移的で、やや不明瞭であった。

形状 長軸長約O.4mの、東西にやや長い楕円形を呈する。底面は平坦で、壁面の傾斜は垂直に近い。

埋土 2層に分層した。炭化物やブロック土の混入が認められることから、人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中からW期の壷A類(5896)が出土した。口頭部から上が欠損しており、頚部を上

にし、ほぽ正位で出土した。 iGiJfi 
A 

6.70m 

__.l__L竺f

土器

A' 

1 2.513/1 黒褐色土しまる粘性あり
炭化物わずかに含む鉄分沈着あり

出土遺物 5896は町期壷A2類。胴部は

算盤玉状を呈し、最大径は胴部中央付

近となる。胴部上半には直線文と波状

文が交互に施文され、下半は無文でハ

ケによる調整痕が認められる。底部は

平底となる。

時期 出土遺物の時期から、町期と考

えられる.

2 5Y3/1 オリープ黒色土しまる粘性あり
灰色土20%含む鉄分沈着わずかにあり

o 1m 

(5=1/40) 

園1682 SK06034遺構図

SK06倒1(遺構:図 1685、遺物:園1684)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置し、 SK06033

掘削後にその底面で検出した。北側はSZ179を切っていると

判断したが、やや不明瞭であった。

形状 南北長約1.7mで、東半分は調査区域外にあるが、全形

は円形を呈する。深さは約O.2mで、底面は広くやや凹凸があ

り、壁画の傾斜は緩やかである。

埋土 2層に分層でき、中央が窪む堆積である。層界に凹凸

が認められ、遺物が縦位で出土していることから、人為堆積

と考えられる。

遺物出土状況埋土中から土器17点、石器類1点が出土した。

石器類1点は管玉 (5897)であり、南壁沿いで、縦位の状態

で出土した。なお、土器はいずれも細片であり図示していない。

出土遺物 5897は管玉。上下端部を欠損しており、上端に研

磨痕が残る。

時期 出土遺物から時期の推定

は困難である。 N期のSZ179と

関連する可能性を考え、本節に

て報告する。

⑫ 

目 02 c m  

(S=l/1) 

園 1684SK06041遺物実測園

。

。 10cm 

(5=1/4) 
園 1683SK06034遺物実測園

~l回

A 
6.50m 

、ζ 〉

1 2.町3/1 黒褐色土しまる粘性あり
炭化物わずかに含む鉄分沈着あり

A' 

2 6Y3/Z オロープ黒色士 しまる粘性あり

2m 

(5=1/40) 

園1685 SK06041遺構図
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126 第5章東部域の調査成呆

A 

A 
6.6Or判

土器

1 2.町2/1 黒色粘質土ややしまりあり
炭が混じる礎を含まf
V層 (10四 /1 灰色粘質シルト)プロックを多〈含む

2 2.町3/1 黒褐色粘質土ややしまりあり 擦を含まず
3 2.町3/1 黒褐色粘質土やや暗色ややしまりあり

炭が混じる礎を含まf
4 5Y2/1 黒色粘質土ややしまりあり

砂が混じる 炭が混じる
径E岨以下の亙円擦を少し含む

5 7.町2./1 黒色粘質土ややしまりあり 砂が混じる
径3岨以下の円磁を少し含む

6 2.町2./1 黒色粘質土ややしまりあり
炭が混じる 積を含まず
V層 (10四 /1 灰色粘質シルト)プロックを含む

02m  

(S=1/4O) 

園1688SK06168遺構図

SK06287 (遺構:図 1690、遺物:園1691)

亡霊¥5899 

5900 

o 10卿

(S=1/4) 

園 1689 SK06168遺物実測園

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。 SZ219の周溝底面において黒色土が楕円形状に

まとまる部分を検出し、大型の土坑と判断した。平面形は明瞭であった。

形状 長軸長約1.6m以上の不整楕円形を呈する。深さは約0.7mで、底面は丸みを帯び、壁面の傾斜

は比較的急である.

埋土 2層に分層した。中央が富む堆積で、全体に炭化物を多く含むことから、自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋士中から士器360点、石器類3点が出土した。遺物は埋士全体から散在して出土し

たが、上層のものは概ね横位で出土し、層界付近にてSZ219出土土器と接合関係のある町期費 (5863)

が横位で出土した。出土土器はほぼ町期のものであり、 vn期の小型壷は混入と考えられる。

出土遺物 5902はW期壷Al類。口縁部が屈曲してわずかに内傾し、端部はやや丸みをもっ。口縁部

外面には顕著な回線を 2条施文し、 5条からなる直線文が認められる。胴部上半には細かいハケ調整

が施される。 5903-5906はいずれもW期壷B2類。口縁部が屈曲して直立し、端部には顕著な平坦面

を形成する。 5906以外は外面に数条の回線を施文し、頭部にはハケ調整を施す。 5903、5906は大型

品である。 5903は頚部にやや乱雑な直線文が認められる。 5904は、端部形成時の輪積み痕が残る。

5905は端部が内面にやや肥厚する。 5906は胴部、底部にハケ目が残る。 5907はlV期壷C類。頭部が

緩やかに外反して長く立ち上がり、口縁部が強く外反する。端部を下方に拡張し、やや外傾する平坦

面を明瞭に形成する。平坦面上には3条の凹線を施文し、その上から複合クシによる縦位の直線文を
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128 第 5章 東部域の調査成呆

時期 IV期のSZ219に切られるが、出土遺物の時期からW期と考えられる。 SZ219出土土器 (5863)と

の接合関係により、平面形を誤認した可能性がある。

ζ爾而司川芹号
5902 

予
ど金

ν~\\ 孔\守 す/

ひ、帰

5田7

5908 

削凶田15

子二二千---<f:912

三官、
。 10cm 

(5=1/4) 

図 1691 SK06287遺物実測園
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130 第 5章東部域の調査成果

時期 VI期""，vn期のSK06354に切られることと、

出土遺物の時期から、百期と考えられる。

¥5921  

SK06558 (遺構:図 1697、遺物:図 1696)

検出状況東部西側南寄りの遺構密集域に位置する。

SK06354底面で検出し、平面形は明瞭であった。

形状 長軸長約O.8mの不整楕円形を呈する。深さは約O.lmであり、

底面はほぼ平坦で、壁面の傾斜は比較的急である。

'¥  5922 

。 10cm 

(S=1/4) 
図1695 SK06554遺物実測図

埋土 2層に分層した。全体的にブロック土が混入しており、人為堆

積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器4点が出土した。いずれも小片である。

出土遺物 5923はW期壷H類。胴部に横位

の直線文帯が3帯認められる。

時期 出土遺物は少ないが、 SK06554と同

様の検出状況であることと出土遺物の時期

から、町期と考えられる。

\59~ 。 10cm 

(S=1/4) 
図 1696 SK06558遺物実測図

6.10m雫手ニア

1 2.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/2灰オリープ色土プロック20%含む

2 7.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色士プロック30%含む

o 1m 

(S=1/40) 

図 1697 SK06558遺構図

SK06584 (遺構:図 1698、遺物:図 1699)

検出状況 東部西側南寄りの遺構密集域南に位置する。北側は撹乱により失われ、南側と東側は調査

区域外にのびる。周辺は町層の堆積がほとんど確認できず、 I層除去後にV層表出面で検出した。な

1 5Y2/1 黒色士 しまる粘性あまりなし
鉄分沈着少しあり 1辺3個以下の土器片2%含む
径3個以下の亜円礎1%含む
径1個以下の炭化物3%含む

2 2.5Y3/1 黒褐色土 しまる粘性あまりなし
鉄分沈着少しあり 5Y4/1灰色土プロック3%含む
l 辺5岨以下の土器片2%含む
径2曲以下のE円穣1%含む
径7皿以下の炭化物2%含む

3 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
10Y3/1オリープ黒色砂質士プロック30%含む
1辺3個以下の土器片1点あり
径3四の亜円磯1点あり

v
、人

a

て
てマ

J
1
 

よ
'
t
 

」--J 

?トュ
〉、7、

〉、

44 

5933 

5937 

Ai __，ι 

.5942 

則。
A 

6.20m 

上

A' 

。
(S=1/40) 

図 1698 SK06584遺構図

2m 
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132 第 5章東部域の調査成呆

お、平面形は不明瞭であった。

形状 全形や規模は不明である。最深部は深さ約O.4mで、底面は平坦であり、壁面の傾斜は緩やかで

ある。

埋土 3層に分層した。ほぽ水平堆積であるが、ブロック土が混入し層界の凹凸も認められることか

ら人為堆積と考えられる。

遺物出土状況埋土中から土器1，527点、石器類8点が出土した。出土土器はW期~四期に属するが、

大半はW期の土器でありV期以降のものは混入と考えられる。土器の多くは遺構の周縁部から出土し

ており、土器とともに砥石 (5942)が出土した。また、中央の浅い凹みからも砥石 (5941)が出土した。

出土遺物 5924-5926はいずれもlV期査A1類。 5924滝 5925は口縁部が屈曲してわずかに内湾し、端

部には平坦面を持つ。端部外面には 2~3 条の凹線を施文する。 5926 は全面にハケ調整を施し、胸部

の最大径部が強く屈曲する。 5927はW期壷A2類。頚部には廉状文が認められ、胸部にかけて直線文、

羽状文を施文する.5928はlV期壷C類。口縁部が外反し、端部を下方に拡張する。内面にはクシ状工

具による扇形文を施文し、内面には3個もしくは4個1組の癌状突起を加飾する。端部には回線を 3

条施文し、端部の凹線上から、 2組の複合クシによる縦位の直線文を複数個所に施文する。 5929はlV

期壷F類。口縁部が短く外反する無頚壷で、平坦に仕上げた端部には凹線を施文し、下端には刺突を

加える。屈曲部直下には振り幅の小さい波状文を施文し、その波状文帯に穿孔が認められる。波状文

以下は横位のタタキの後にハケ調整を施す。 5930はW期壷。胸部上半に廉状文を施文し、下方に 2条

1組の複合クシによる斜格子文が認められる。さらに下方には直線文が認められる。 5931はlV期壷A

類。胴部上半に廉状文帯が 2 帯認められる。 5932 はVI期~W期叢K類。口縁部が大きく外反し、屈曲

して直立する。内面には大振りの山形文を施文し、端部下端にはキザミを加える。 5933~5937はいず

れもW期費A2類。いずれも口縁部が短〈屈曲する。 5933は器壁が厚い大型品で、端部の平坦面にタ

タキが残る。内外面ともに粗いハケ目が顕著に残る.5934-5936は器形が酷似する。平坦な端部下端

にタタキが残り、胴部には横位のタタキの後に縦位のハケ調整を施す.5937は端部下端にタタキが残

る。 5938はlV期雪量A類底部。 5939、5940はともにW期饗B2類。口縁部が強く屈曲して直立し、端部

外商には蜘j突を加える。 5940の頭部には複数の直線文帯が認められる。 5941、5942は磁石。いずれも

自然面が残る大型の亜円磯を素材としており、表裏の扇平な面を主に砥函として利用しており、敵打

痕も確認できる。

時期 出土遺物の時期から、lV期と考えられる。

抗日7284(遺構:図 1700、遺物:図 1701)

検出状況東部中央北寄りに位置し、 SK07286底面で検出した土坑であり、平商形は明瞭であった。

SK07286底面を少し掘りすぎたために、隣接する SK07285との新旧関係は不明であり、 SK07285と同

一遺構の可能性もある。

形状 長軸長約O.6mの東西に長い不整楕円形を呈する。深さはO.lm未満と浅く、底面は平坦で、壁

面の傾斜は緩やかである。

埋土 単層である。ブロック土が混入するととから、人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器37点、石器類3点が散在して出土した@出土土器はいずれも細片で
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134 第 5章東部域の調査成果

第 3節 弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物

東部域の弥生時代後期から古墳時代前期 (V期~区期)の遺構として、竪穴住居跡 108軒、掘立柱

建物跡3棟、柵跡3基、単独柱穴 15基、炉跡 1基、溝状遺構53条、士坑83基、水田跡21筆について、

以下に報告する。

. 今回報告する遺構

.報告書Iにて報告済みの遺構

。 50m 

(S=1/1200) 

図 1703 東部域の弥生時代後期から古墳時代前期の遺構分布図
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136 第 5章東部域の調査成果

。 20m 

(S=1/500) 

図 1705 東部域の弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡分布図 (2) 
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東部域の調査成呆第5章138 

竪穴住居跡

SB114 (遺構:図 1707、遺物:園 1708)

検出状況 東部中央北寄りの竪穴住居が密集する場所に位置し、東半分は『荒尾南遺跡B地区 1~に

て報告済みである。本遺構が位置する上面の遺物包含層中には炭化物や小土器片が多く出土したが、

、、.，，
.••• 

，，E

、

遺構を確認したのはV層上面であった.東側でSD0562とSD0566を切り、西側の大半は撹乱により失

われている。

規模は不明であるが隅丸方形を呈する。深さは約O.lmであり、壁面の傾斜は急である。
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h
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一ι

、E

5Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性キゃあり
5Y2/1 黒色土ややしまる
粘性キゃあり
5Y6/1 灰色プロックを3%
含む

e志すで
_Q二 1 5Y3/2 オ!J-プ黒色土

ややしまる 粘性やゃあ
り 炭化粧を含む
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

2 5Y2/2 オ!J-プ黒色土
ややしまる 粘性やゃあ
り 炭化粧を含む
5Y6/1 灰色プロックを
1%含む

P2 

官

6Y3!2 オHープ黒色士
ややしまる粘性やゃ
あり6Y6/l 灰色プロッ
クを3%台む
炭化粧を含む

2 6Y4!1 灰色士ややし
まる粘性やゃあり
6Y3!2 オHープ黒色プロ
ックを20%合tt

蜘戸宇d

1 2.5Y3/2黒褐色土
しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
1.5Y4/2.灰オ!J-プ色プロック20首含む

3 2.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あり
鉄分沈着あり

6 513/2オリ}プ黒色土
しまる粘性あり 鉄分沈着やゃあり
1.5Y3/2オ!J-プ黒色プロク夕刻耳目含む
貼床

6ヨ晶 1 点機」二

~ーも

___.E_ 

a 

_F_ 
7.20m 

な下=
1 町宮/1 オリープ黒色土 しまる粘性あり 鉄分沈着あり 粒状炭化物わずかに含む

1.5Y4/1灰色プロック20幅含む
1.5Y3/2 オリープ黒色士 しまる粘性あり 鉄分沈着あり 黒色プロック40首含む
2.5Y3/1 黒褐色士 しまる粘性あり 鉄分沈着あり
町宮/2 オリープ黒色土 しまる粘性あり 鉄分沈着あり 黒色プロック30幅含む
1.5Y3/2 オリープ黒色士ややしまる 粘性あり 鉄分沈着ややあり 黒色プロフク20幅含む
町宮/2 オリープ黒色土 しまる粘性あり 鉄分沈着ややあり
1.5Y3/2オリープ黒色プロック30世含む貼床

の
&
包
@
8
a
z
a
u
a
o

2m 

(S=1/50) 

。
88114遺構図園 1707
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140 第5章東部域の調査成呆

的にV層上面まで下げてから平面形を検出した。また、検出時にはすでに壁溝が見えていた固

形状 南北長約5.0mであり、東西の規模は不明である.北壁沿いの壁溝の平面形から、東西に長い隅

丸長方形を呈すると考えられる。

埋士 今回報告する範囲は検出時にすでに床面が見えており、埋士の様相は不明である。

床面 ほぽ全面にプロック土を多く含む貼床土(整地土)を確認した.床面上では小穴3基 (P4-P6)

を検出し、貼床除去後に 1基 (P7)を検出した。しかし、いずれも掴形が浅いため柱穴とは考えにくく、

平面的な位置関係からPLP2、SK02272(もしくはSK02271)が柱穴と考えられる。このため、掘形

は086地点まで及んでいた可能性がある。なお、焼土は確認できなかった。

遺物出土状況 貼床土から土器49点、壁溝から土器 1点、土坑から土器2点が出土した。しかし、い

ずれも細片であり図示していない。

時期 『荒尾南遺跡B地区 1JIで検討したように、周辺の遺構の状況からVI期と考えられるロ

_A_ 
6.70m P2 

し.
頭

一ι
P1 

~ 
Pl 
1 5Y2/1黒色土 しまる粘性あり 鉄分沈着わずかにあり
2 2.5Y2/1黒色土 しまる粘性あり 粒状炭化物わずかに含む柱痕跡
3 2.5Y3/1黒褐色土 しまる粘性あり 5Y5/Z灰オ Uープ色粒状プロックわずかI~含む

P2 
1 5Y3/1黒褐色土 しまる粘性あり 鉄分沈着わずかにあり
2 2.5Y3/1黒褐色土 しまる粘性あり 粒状炭化物わずかに含む植物遺体小片ごくわずかに含む柱痕跡
3 2.5Y3/1黒褐色土 しまる粘性あり 粒状炭化物やや含む
4 5Y3/2オFープ黒色土 しまる粘性あり

__!L_ _E_ 
6.70m 

1 6Y2/2 オリープ黒色士 しまる 粘性やゃあり
鉄分沈着あり 粒状炭化物わずかに含む

2 7.6Y3/2 オPープ黒色士 しまる粘性ややあり
鉄分沈着あり 6Y2/2 オPープ黒色プロック筑購含む

3 2.6Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性あり
4 7.6Y3/2 オPープ黒色士 しまる粘性ややあり

鉄分沈着わずかにあり 貼床
6Y2/2オFープ黒色プロyクわずかに含む

5 2.6Y3/1 黒褐色士 しまる粘性ややあり
鉄分沈着あり 粒状炭化物わずかに含む貼床

_Q_ 
8.60m ..J ト ー 」 立

__!L 
6.60m 

."，..，==. 
2 J邑

~ 回

主 等 三

1 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを10%含む

2 5Y6/1 灰色土 ややしまる粘性やゃあり
5Y3/2 オリープ黒色プロックを40%含む(掘形埋戻土〕

。 2m 

(8=1/50) 

一巳

-----、、』
一一「

2 7.5Y3/2オロープ黒色土 しまる 粘性ややあり 鉄分沈着あり 5Y2/2オロープ黒色プロック30冊含む
3 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性あり
4 7.5Y3/2オPープ黒色土 しまる 粘性やゃあり 鉄分沈着わずかにあり田宮/2オ3ープ黒色プロックわずかに含む臨床

一且_ P4 _K.. 
6.6伽

て工ア 6.60mす ---"- P6 _L  
6.60mす

1 5Y3/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性ややあり

2 5Y2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを
10%含む

1 6YS/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロァタを
3%含む

1 6Y3/1 オロープ鳳色土
ややしまる粘性キゃあり

2 6Y3/2 オロープ鳳色土
ややしまる粘性キゃあり
6Y6/1 灰色プロックを
3%含む

園 1710 S8116遺構図 (2)

__g'_ 

主二二Z

__g_ P3 ___y:_ 
6.60m守

1 5Y3/1オHープ黒色士
キやしまる
粘性あり 鉄分沈着あり

2 5Y4!2灰オリープ色士
しまる粘性.~ゃあり
5Y3/2オFープ黒色
プロック4端含む

一区一 P7 一区L
6.40m 

可ミT
1 町宮11 オリープ黒色土

ややしまる粘性やゃあり
2 町2/1 鳳色土

ややしまる粘性やゃあり
6Y6/1 灰色プロックを
3%含む
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12.5Y3/1黒褐色土 しまる鮎伎やゃあり 7.5Y4/1灰色土プロック7%含む
1辺お皿以下の土語片1%含む径百皿m以下の炭化物1%含む

22.5Y3/1黒褐色土しまる鮎伎やゃあり 7.5Y4/1灰色土プロックSO%含む
31.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり 2.5Y3/111褐色土プロック5%含む

C' 

12.5Y3/1 .. 褐色土ややしまる粘性やゃあり
1辺お阻の石1点あり

21.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オPープ黒色土プロック40%含む

37.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オロープ黒色土プロック10%含む

47.5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり

P12 N 

7.00m_ 一一
，21 

142 第5章東部域の調査成果

A' 

C 
7.00m 

7.00m.サ- 7百す- ∞m事

12.5Y3/1鳳褐色士
ややしまる粘性ややあり
1辺S岨の士縛片1点あり

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性ややあり

12.5Y3/1 .. 褐色土
ややしまる粘性やゃあり

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒縄色土プロック
7%含む

蜘万

12.5Y3/1鳳褐色士ややしまる粘性宅岨ゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック7%台む

22.5Y3/1黒褐色士ややしまる粘性宅岨ゃあり
7.5Y4/1灰色士プロフタ40%台b

31.5Y4Il灰色土ややしまる粘性あまりなし

内

1
+
-
y
u

D
一蜘

Pl 
15Y3/1オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック15%含む炭化物わずかに混じる

21.5Y3/1オ3ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック10%含む

310Y4/1灰色砂質土 ややしまる粘伎なし

p6 

15Y2/I黒色土 ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック15%含む

一一可
12.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
炭化物わ明記混じる

21.5Y4I1灰色士ややしまる粘性あまりなし
2.町3/1鳳褐色士プロック16%含む

32.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性あり
7.5Y4Il灰色士プロック10%含む

41.5Y4/1灰色士ややしまる粘性あまりなし

ー 悶ー

7茄百 土事 」一

辺宇J

15Y3/1オリ}プ黒色土ややしまる粘性やゃあり

10Y4!1灰色土プロック20%含む 1辺3聞の土器片l点あり
径2四の亙角a臨時あり鶴田以下の炭化物z%含む

210Y4!1灰色土ややしまる粘性やゃあり

町 3/1オ9-プ黒色土プロック7%含む

両ぜ-
12.5Y3/1 .. 褐色土ややしまる
粘伎やゃあり土曜ー片l点あり

22.5Y3/1 11褐色土ややしまる
粘性やゃあり
7.5Y4!1灰色土プロックSO%含む

15Y3/1オリーブ鳳色土
ややし量る粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック40%含む

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり

P7 
_I_ i _r_ 
7蜘~

。

1 Z.5Y3/1 .. 褐色土
ややしまる粘性ややあ9

21.5Y4/1灰色土
ややしま渇粘性やゃあり
2.町 3/1鳳褐色土プロック

30%含む 2m 
12.6Y3/1鵬褐色土しまる粘性やゃあり
27.5Y4!1灰色土ややし忘る特性やゃあり
Z.5Y3/1鳳褐色土プロyタ25%台む

園 1712SB455遺構図

(8=1/50) 
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~I。

1日6/3 オリ]プ黄色土しまりなし粘性あり
(植物の影響のものか}

2 町2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック15%含む

3 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
日2/1 黒色土プロック10%台む

P4 
_!!_ '1' _!:!ι 

側 mす
2 

¥ ム
吋

A' 

1 2.5Y3/1 属褐色士ややしまる粘性やゃあり
6Y5/2 灰オロープ色士プロック10%含む

2 6Y4/1 灰色シルト ややしまる粘性やゃあり
3 6Y2/1 鳳色士ややしまる粘性やゃあり

7.5Y4/1 灰色士プロック15%台む

P2 F 

S鈎 m-w-
2 

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック10%台む

2 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり

ihi  
自鈎mτ出7

2 3 

一色 1 -'ι 
7.00m 、a

士急 "¥ "'1 ¥ 、
右右 2 '--

1 2.6Y3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
5Y5/2 灰オロープ色士プロック30%含む
土器片、E円礎教点混じる

2 7.6Y4/1灰色士ややしまる粘性やゃあり
2.6Y3/1 黒褐色士プロック10%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性キゃあり
2 7.5Y4/1 灰色士ややしまる粘性ヰキあり

c P5 
C' ーLI--

6.90mーで7

P6 J 

6.9伽立T7.00m 

1 2.5Y3/1 黒褐色土 1 2.5Y3(1 黒褐色土
ややしまる ややしまる
粘性やゃあり 粘性やゃあり

o 2m 

園 1714 SB457遺構図
(S=1/50) 

SB458 (遺構:図 1715、遺物:園 1716)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、西側は撹乱により失われている。平面形は南

東辺がやや不明瞭、北東辺が不明瞭であった。なお、 P6、P7は撹乱下で検出した。

形状 南東辺と北東辺を検出し、東隅が直角気味に屈折することから、全体形は方形を呈すると考え

られる。深さは約O，lmで、壁画の傾斜は比較的急である。

埋土 3層に分層した。 1・2層が覆土、 3層が掘形埋土である。 1層は亜円喋や亜角様、炭化物な

どを含み、 2層は住居周縁部のみで確認できた。いずれもブロック土を含み、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)がある。床面上にて小穴を 8基と壁溝を確認した。小穴のうち、

P4は土層断面で柱痕跡を確認した.また、目、 P3、P7は掘形が浅いものの、住居の四隅に位置し、壁

画から約Q，9m内側にあるととが共通する乙とから、柱穴の可能性もある。壁溝は北東辺沿いのみに確

認できた.平面形はやや湾曲し、掘形は浅い.なお、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器872点、小穴から土器101点、壁溝から土器16点が出土した。埋土

中の出士土器は羽期-vn期のものが多い。床面中央付近からは羽期高杯 (5954)が出土した。また、
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146 第5章東部域の調査成呆

小穴から恒期~四期の壷J類 (5951)

が出土した。

出土遺物 5951は羽期~刊期査J1

類。口縁部が短く直立気味に立ち、

端部を尖らせる。 5952はVI期-vn
期費脚部。脚付費を模して作った

ミニチュアと考えられる。 5953は

羽期~四期高部C類。杯部、脚部

庫~~1
く心 ¥ じァ7

O蹴倒J53
o lOcm 

(5，，1/4) 

ともに大半を欠損する。 5954はVI 園1716 88458遺物実測園

期高坪C3類。脚部には2孔 1対の

透孔を 2方向に配置する固部底部は平坦で、坪部は外方に聞きながら立ち上がる。

時期 出土遺物の時期から、羽期~刊期と考えられる。

SB459 (遺構:図 1717)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、東側は撹乱により失われている。北東側は

SB457に、北西側はSB458に切られている。平面形は不明瞭であった。

形状 南西辺と北東辺を検出した。両辺はほぼ平行し、その距離は約2.8mと小規模で、北西から南東

に長い長方形を呈すると考えられる。深さは約O.1mで、壁画の傾斜は比較的急である。

/ 

。 2m 

(G;;;1/50) 

。
SB458 

4 4 Jイイ

B' 

A 2 

友君
1 2.町3/1 黒褐色士(やや暗い)

ややしまる粘性やゃあり
2 2.町3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり

7.6Y4/1 灰色士プロック30%含む
3 7.6Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり

2.町3/1 黒褐色士プロック7%台tt

1 5Y2!1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土プロック10%含む
径1岨以下の鋭化物1%含む

2 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y2!1 黒色土プロック5%含む

_ P3 _ 

8.90m--.:;;:ι三

1 2.悶3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
7.日生/1 灰色土プロック16%含む

6.90m'ーて土三三 32L-1 2.町3/1 黒褐色土(やや暗い} ややしまる
粘性やゃあり 1辺3皿以下の土器片3%含む
径1岨以下の炭化物1%含む

園 1717 SB459遺構図

2 7.町4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
2.町3/1 黒褐色土プロック40%含む
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楓形完掴状況

⑨ i 

oi 

j OP3 

代

4
4
4
4
4
4寸
4
4
4
4
4
4
4
4守
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
J『
4
4
4
4
4
4
4
4

床面完掘状況

/問、SK05442

I/'R"'V""A..、4

"、‘'〆Y)I ... 

、‘ーーーー' ーも。:88460 
A 

4 
4 

SK05443 ~ 

¥ミ

。
。Pl

γ 

SB461 

。P3

。Pl

γ 

gで

ご---ヘー_J.てココギ斗

同
3

中
4

ー一__/-二ご4

Pl 
A 

6.9Om 

-l-

6.BOmでγ

1 6Y4/1 灰色土 しまる粘性やゃあり 2. 庇~/1 黒褐色土プロック30%含む
2 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性ややあり 7.6Y4/1 灰色土プロック印私含む (Pl埋土)
3 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 6Y4/1 灰色土プロック7%含む(P3埋土)
4 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり (P.岨土)
5 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色土プロフタ10%含む土語片、喋わずかに含む(P2埋土}
6 7.6Y4/1 灰色土ややしまる 粘性やゃあり 2. 皮~/1 黒褐色土プロフタω%含む(P2坦土〕

。 ~4 C・ P5_Q_ 'W 0' 

6.崎 明 「 土T 6.BOm『ー-
2ア-2 

土器

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
6Y4/1 灰色土プロック15%含む

2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径3"叫i下の亙角礎1%含む

1 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性キゃあり
1辺2個以下の土器片1%含む{柱痕跡)

2. 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性キゃあり
2.6Y3/1 黒褐色士プロック20%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1 灰色士プロァク40%含む

P8 G 

6.80mてr6.BOrツ宇

h 。1 2.6Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
7.6Y4/1 灰色士プロック16%含む

黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
灰色士ブロ yク印私含む
灰色士 ややしまる粘性あまりなし
黒褐色士プロック7%含む

1 2.5Y3/1 
7.5Y4/1 

2 7.5Y4/1 
2.5Y3/1 (S=1/50) 

S8461遺構図園 1719
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検出したPlは、平面的な位置関係から本遺構に伴う遺構と判断した。いずれの小穴も柱痕跡を確認で

きていないが、 PlとP3は住居北東辺に直交するライン上に位置することから、本遺構の柱穴の可能

性もある。なお、炉跡と焼土は確認できなかった。

掘形 掘形底面では小穴を 5基検出した。そのうちP5は士層断面で住痕跡を確認したが、その'陛格は

遺物出土状況 掴形埋土から土器133点、床面上の小穴から土器21点、掘形底面の小穴から土器42点

が出土した。埋土中の出土土器は細片が多く、 P7からVI期の輩D2類が出土した。

出土遺物 5955はVI期費B3類。口縁部が短く立ち上がる。

端部は外側につまみ出され、端部下端の粘土が下方にはみ

出す。

不明である。

時期

5955 。 10聞

出土遺物の時期から、四期と考えられる。
園 1720

(8;;1/4) 

S8461遺物実測園

SB462 (遺構:図 1721、遺物:園1722)

検出状況東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。東側は撹乱により失われ、西側をSB464に、

南側をSB465に切られる。平面形は不明瞭であった。

遺構の西辺のみしか検出できていないが、西辺が直線的であるため全体形は方形を呈すると考

えられる。深さは約O.lmであり、壁面の傾斜は比較的急である。

形状

B 

}ι 

!!_ 595，9 5958 ， "才 A'
6.90m ¥，7-- 1 "'" 

~ 
土器

1 2，町~/I 黒褐色士ややしまる粘性ヰキあり
径島田以下の炭化物2%含む

2 2，町~/I 黒褐色士ややしまる粘性ヰキあり
6Y4!1 灰~士プロック16%含む

3注記なし

S8462 

1

7

 

B
一蜘

-

l
l

sa 

6.70mてtJJ;

1 2，5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘位やゃあり
2 2，5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘位やゃあり

IOY4/1 灰色砂質土プロック25%含む
3 7，5Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあP

。 2m 

(S=I/50) 

国1721 S8462遺構図
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埋土 3層に分層した。ほぽ水平堆積であり、上層に炭化物を含み、下層にブロック土の混入が認め

られる。 3層は壁面沿いの堆積である。遺構の重複が著しいことや埋土中にブロック土が含まれるこ

とから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁構は確認できなかった。床面 kで小穴を 1基検出した。

Plは土層断面で柱痕跡を確認でき、底面付近で土器片が出土したものの、 SB462の全体形が不明であ

るため、その性格は不明である。なお、 SB464床面でP1に対応する小穴は確認できなかった。

遺物出土状況埋土中から土器1.151点、小穴から土器13点、石器類1点が出土した。住居北側では、

床面からやや高い位置で残存状況が良好な刊期高杯D類 (5959)が杯部内面を上にして出土した。ま

た、完形のVII期壷D類 (5956)もほぼ同じ位置で出土した。埋土中の出土土器はW期のものが多〈、

わずかにVI期のものが確認できる。

出土遺物 5956は四期壷D3b類a 小型品で口縁部が強く外反し、端部がわずかに屈曲する。胴部は扇

平で、底部がわずかに突出する。 5957はVI期-VII期費B3類。口縁部が短く立ち上がり、端部には強い

ナデが認められる。 5958はVII期費B4類.口縁部が短く立ち上がり、端部を丸くおさめる。端部がわず

かに内湾する。 5959は刊期高杯D4類。杯部底径が小さく、口縁部が大きく開く。杯部の全形は皿状を

呈する。内傾する端部と内面に多条沈線を施文する。内面の多条沈線開には3帯の山形文を施文する。

文様帯最下段、部底部にはわずかに段がある。 5960は羽期高杯D5類。内傾する端部と内面に多条沈

線を施文する。多条沈線聞に速孤文を 3帯施文する。連弧文は貝による施文である@

時期 四期のSB464に切られるが、出土遺物の時期から四期と考えられる。

園 1722 SB462遺物実測園

58463 (遺構:図 1723)

J7h久園田

¥ 童家
o 10cm 
-ー置(5=1/4) 

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、遺構の大半は調査区域外にのびる。西側は撹

乱により失われ、北側でSK05459に切られる。本遺構はSB464埋土上面で検出し、その平面形は不明

瞭であった。

形状 遺構の北東辺と南東辺しか検出できていないが、全体形は隅丸方形を呈すると考えられる。深

さは約O.lmで、壁画の傾斜は比較的急である@

埋土 単層である。域土中に炭化物や亜円磯、亜角磯を含み、ブロック土が混入することから人為堆

積と考えられる。

床面平坦であり、貼床(整地土)、炉跡は確認できなかった。床面上にて小穴を2基検出したが、い

ずれも柱痕跡を確認できず、その性格は不明である。なお、北東隅にて断面形が皿状を皇する浅い壁

溝を検出した。
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が認められるロ 5965はVI期~四期手熔り形土器。覆部から胴部までほぼ完存する良好な資料である。

覆部の口縁端部には粘土を貼り付け、強いナデによって平坦面を作り出す。覆部、胴部ともに、内外

面に粗いハケ目が残り、接合部の胴部側には部分的に刺突文が残る。接合部直下には窪みを形成し、

胴部に突帯は認められない。全体の形状とバランスは整っているものの、接合部の器面の調整がやや

雪|。 子|回

剖

剖

。
(8=1/50) 

_A_ 

A 
6.90m 

2m 

。
。。j 

S6463 

3628 
L 

伽τ亨
1 Z.5Y3/1 黒褐色土

ややしまる粘性ややあり
2 Z.5Y3/1 黒褐色土

ややしまる粘性やゃあり
5Y4I1 灰色土プロック
15%含む

伽マ
1 2.6Y211 黒色士

ややしまる粘性ややあり
2 7.6Y4/1 灰色士

ややしまる粘性ややあり
2.6Y211 1M色士プロ yク
7%含む

F P3 F' 

6.7伽克JJ:"

1 Z.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
(柱捜跡}

2 5Y3/1 オHープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
5Y4I1 灰色土プロック
却%含む

1 2.613/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 径30叫A下回亜阿礎わずかに混じる
2 2.613/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4I1 灰色士プロフタ30%含む
3 6Y2/1 黒色土ややしまる粘性ややあり 7.61411 灰色土プロック16%含む(盤構l埋土)
4 2.613/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

7.61411 灰色土プロック10%含む炭化物わずかに混じる僅溝1坦土)
5 7.61411 灰色土ややしまる粘性やゃあり 町宮11 オMープ黒色土プロック10%含む白壁構2埋士)

園 1724 88464遺構図

ア手品エ♂ーし62

¥¥¥¥)弘、制

10聞

(8=1/4) 

園 1725 8B464遺物実測園
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雑と考えられる。鉢A類に覆部を付けた形で、刺突文が一部に残るととから、精製品とはいえない。

時期 vn期のSB462を切るが、出土遺物の時期からvn期と考えられる.

SB465 (遺構:図 1726、遺物:図1727)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、遺構の大半は調査区域外にのびる。遺構の北

側をSB464に、南側をSB468に、中央をSK05463に切られている。平面形はやや不明瞭であった。

形状 北西辺と南西辺を検出したが、西隅をSB464に切られ、東側は調査区域外にのびるため、全体

形は定かでない。しかし、およそ方形を呈すると考えられる。深さは約O.1mであり、壁面の傾斜は比

較的急である。

埋土 3層に分層した。 1・2層が覆土、 3層が掘形埋土である。 1層は炭化物をわずかに含み、 2

層はプロック土の混入が認められるととから、人為堆積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)がある。床面上にて炭化物や粘土の広がりがわずかに確認でき、

小穴を 1基検出した。 Plの埋土は東側からの堆積が観察でき、底面で土師器片が横位で出土したが、

遺構の性格は不明である。なお、焼士と壁溝、掴形底面の遺構は検出できなかった固

遺物出土状況 埋土中から土器295点、小穴から土器26点が出土した。埋土中の出土土器は羽期.......vn
期のものがあり、ややvn期のものが多く、 PlからVI期.......vn期壷H (5967)が出土した。

出土遺物 5966は羽期-vn期壷C類。口縁部が外傾する。器壁が厚く、端部を丸くおさめる。 5967

は羽期~四期壷H類。胴部外面には丁寧なミガキが認められる。やや下膨れ気味の形状を示す。 5968

は羽期~四期聾A4類。口縁部が短く聞き、端部付近でやや内湾する。端部にはわずかながら平坦面

をもっ。

時期 出土遺物の時期と四期のSB464に切られるととから、羽期~四期と考えられるロ

.~. 

A . __ . A' 
d而号碍 f 手

一『そ耳」ι 、~←γ

B 
6.80m 

0 
6.80m 

B' 

SKI似i463

1 2.5Y3!1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
1辺3岨以下の土器片1%含む径5皿以下の炭化物2%含む

2 5Y4!1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3!1 ~~ープ婦色土プロック15%含む

3 5Y4!1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3!1 黒褐色土プロック20%含む (SB465掴形整地土)

Pl 

5967 1石

1 2.5Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
1辺7咽の土器片1点あり 怪3cml>¥下の亜門様2点あり

2 5Y3!1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4!1 灰色土プロック15%台む

3 5Y3!1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4!1 灰色土プロック25%台む 1辺4四の土器片1点あり

C' 

o 2m 
h 

(8;;;1/50) 
園 1726 SB465遺構図
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Xよぷ966

o 10cm 

-ーーーーーーー5967 (S=1/4) 

図1727 SB465遺物実測図

58466 (遺構闘図 1729・1730、遺物:図 1728)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置する.西側は撹乱により失われ、東側は調査区域

外へとのびている。本遺構は 5棟の竪穴住居跡 (SB467-SB471)やSDI090などに切られており、周

辺の竪穴住居跡との新旧関係では最も古い遺構である。そのため、本遺構の埋土は削平されており、

検出時にはすでに床面が見えていた。なお、平面形は南辺が明瞭であり、北辺はやや不明瞭であった。

形状 方形を呈し、北西階部は丸くおさめている。規模は南北長7.48mを測り、当遺跡の竪穴住居跡

としては規模が大きい。

床面 平坦であり、件居周縁部のみ幅広で溝状の貼床(整地土)がある。床面上にて小穴 11幕、溝1

条、地床炉1基を検出した。小穴11基のうち士層断面等で柱痕跡を確認した遺構は4基(P2、郎、 P7、

Pll)であり、その他に掘形が深い遺構としてPlとP8がある。当遺跡では竪穴住居跡の床面周縁に幅

広の潜状掘形が巡る竪穴住居跡を数棟検出しており、そのほとんどが溝状掘形の隅部内側付近に柱穴

を有することから、本遺構の柱穴はPlとP2の可能性がある。

また、床面中央では南北長約3.2m、東西長約0.7m-l.lmの範囲で炭化物の広がりを確認しており、

その中央西寄りで地床炉を検出した。炭化物の広がりは上下2層に分層でき、炭化物は上層に多く含

まれ、底面は平坦であった。また、炉跡は検出面において焼土粒が炭化物とともに散在して面的に広

がっており、その底面は平坦であった。しかし、検出面、底面ともに被熱による硬化面は確認できな

かった。なお、壁溝は確認できなかった。

掘形住居周縁に幅約 102m-105mの溝状の掘形が掘削されている。その埋土は 3-4層1::分層で

き、全体的にブロック士の混入が多く、1:層(1-2層)に炭化物が面的に広がっていた。また、南

溝の上層(1-2層)では粘土のまとまりが数箇所で確認できた。掘形底面は、北溝と西溝はほぼ

平坦であるが、南溝は丸みを帯びて凹凸があり、南壁沿いに幅の狭い平坦面がある。また、西溝中

央付近は幅約O圃8mの範囲のみ底面が高くなっている。なお、掘形成面にて小穴2基(郎、 P9)を検

出した。

遺物出土状況掘形埋土中から土器2.776点、床面上の小穴から土器276点、掘形底面の小穴から土器

5点が出土した@床面上の小穴の

うち、 P13からは 140点の土器が

出土した@なお、地床炉からの出

土遺物はなかった。理土中の出土

土器は四期のものが多く、 I期遠

賀川系土器の細片も少量出土したe 。
出土遺物 5969はVII期壷H2b類。

口縁部が内湾気味で、端部が尖り

気味となる。外面には多条沈線を

5969 

(S=1/4) 

図1728 SB466遺物実測園
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伽~

司

晶
-
面
白
ヨ

5106mm 
c C. 

E 
6.80m 

E' 

H P2 

6.鈎 m 2 

¥2¥11，1 

，、J 3 
3 

て土プ'

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロyタ
15%含む

P5 
一三一 I 一旦-
6.7口mて土T

PI 
12.5Y2/1黒色士
ややしまる粘性やゃあり
径3皿m以下の炭化物3%含む

25Y3/1オリーブ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック25%含む
炭化物わずかに混じる

37.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オロープ黒色士プロック20%含む

P4 
12.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック40%含む

12.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック

40%含む
炭化物わずかに混じる
(柱痕跡)

25Y3/1オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック

40%含む
37.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり

12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック
10%台む

問一可
， P7 " 

ー』三一 1 _.._ 

6.7Om .---l-

4Q.213J 

開

74 

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり

25Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
(往痕跡)

35Y3/1オFープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック30%含む

47.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり

5Y3/1オロープ黒色土プロック
10%含む

12.5Y3/1黒褐色士しまる
粘性ややあり炭化物わずかに混じる

25Y2/1黒色士
ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色士プロック7%含む
1辺4岨以下の土器片2点あり
径5回以下の炭化物1%舎をr(柱漉跡)

35Y3/1オFープ黒色士
ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色士プロック10%含む

47.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性ややあり
町3/1オリープ黒色プロック30%台む

15Y2/1黒色土
ややしまる粘性ややあP
径2曲以下の亙阿礎
Z点あり
1辺2聞の土器片1点あり

25Y2/1黒色土
ややじまる粘性ややあP
7.5Y4/1灰色土プロタク
10%含む
1辺3聞の土器片1点あり
径3四の円積I点あり

o Pl0 0' 

而 tf 器

V
d
h阿

土

対

十

川

l
J

器
、
ミ
ド
b
l、

土
『

1
/
石

p
一向 6.70~守畠v'-

12.5Y3/1黒褐色士
しまる粘性ややあり
1辺9四の士場片1点あり

27.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性ややあり
2.5Y3/1黒褐色士プロyタ7%含む

_ P12 _ 

6.7高三」

12.町3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック5%含む
節回以下の刷包駒2%台む

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック7%台む

12.5Y2/1黒色土
しまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロクク15%含む
径抽皿以下の炭化物5%含む
径30mの阿梅1点あり

22.5Y3/1黒褐色土
しまる粘性やゃあり

12.5Y2/1黒色士ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色士プロック7%含む
l辺4皿の土場片1点あり
径30mの亙同様1点あり

2町2/1黒色士ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色士プロック5%含む(柱痕跡)

3町3/1オPープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
10Y4/1灰色士プロック15%含む
経30m以下の亙同様主点あり

《 炉跡 《

6.7孟ヨキ←"
。 勧112.5Y2/1黒色土 11.町 R4/6褐色土ややしまる粘性なし(焼土)

ややしまる粘性やゃあり 22.5Y3/1黒褐色土ややしまり強い粘性あまりなし

10YS/l灰色土プロ?ク40%含む 5Y4/1灰色土プロック10%含む炭他物を多〈含む (S=1/50) 

園 1730 SB466遺構図 (2)
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SB469 (遺構:図 1733)

検出状況東部西側中央の竪

穴住居跡密集域に位置する。

西側は撹乱により失われ、遺

構の半分以上は調査区域外へ

とのびている。 SB466を切り、

平面形は不明瞭であった。

形状直線的にのびる北東辺

と南東辺を検出したことから、

方形を呈すると考えられる。

深さは O.lm未満と浅く、壁

画の傾斜は急である。

埋土 2層に分層した。北東

辺沿いにはプロック士を含む

土が堆積している.

床面平坦であり、貼床(整

地士)、炉跡、壁溝は確認で

きなかった。床面上にて 1基

の小穴を検出したが、掘形が

浅く単層であり、その性格は

不明である。

遺物出土状況埋土中から土

。

雪|回

一一一"R 

→l 

2m 

(S=1/50) 
園1732 S8468遺構図

1品 y」芹

C' 

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘位やゃあり
5Y3/2 オv-プ黒色土
プロック7%含む

Pl C' 

6.8OmLJ-持〆

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

2 5Y4/1 灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1 黒褐色土
プロック15%含む

o p2 0' 

6.80m、b-
1 2.5Y3(1 黒褐色土

ややしまる
粘性やゃあり
5Y4(1 灰色土
プロック15%台む

壁漕

一%1 2.5Y2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり
1辺Z圃の土器片1点あり

2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土
プロック10%含む

器221点、小穴から土器4点が出土した。埋土中の出土土器はU期-vn期のものが多いものの、いず

れも細片であり図示していない。

時期 出土遺物の時期はVI期-vn期であるが、 vn期のSB466を切ることから四期と考えられる。

~o yyY 

Jm/ 
J 

f 
f 

Aー ノ
/ 

。
園
面
白
ヨ

il胆

〆〆
y 

¥マ
A' 

国 1733 S8469遺構園

一蜘/
口守

A' 
土器 1 

云→

1 2.5Y3/1 無褐色土しまる粘性やゃあり
1辺3岨以下の土機片1%含む
径3clO.以下の亙角礁1%含む
鋭化物わずかに混じる

2 2.5Y3/1 無褐色土しまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰色土プロック40%含む

てず

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

。 2m 

(S=1/50) 
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掴形完掘状況

Pl 

で7

問

vz LY2 15Y2/1黒色土
ややしまる
粘位ややあり

12.町2/1黒色土
ややじまる粘性~ゃあり
5Y3/1オEープ黒色土プロック
40%台む

27.5Y4/1灰色土
ややじまる粘性.~ゃあり
5Y3/1オFープ黒色土プロック
15%台む

12.町宮/1黒色士
やキしまる粘性~ゃあり
5Y4/1灰色士プロック
15%台む
炭化物わずかに混じる

27.5Y4/1灰色士
しまり弱い粘性あり
2目5Y2/1黒色士プロック
10%台む

P19. Q' 
ー .- -
6.80m_ I 

¥21 11 
¥Jl且内

.到‘ 33;、4 I • v 

……対

C' 

p7 

12.5Y2/1黒色士
ややしまる粘性ややあり
7.5Y4/1灰色土プロック10%含む

径5咽以下の円碩7%含む
径l岨以下の炭化物1%含む

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性ややあり

37.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性ややあり
2.町3/1黒褐色土プロック20%含む

P12 
12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
炭化物わずかに混じる

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
5Y4/1灰色土プロック1日%含む

35y4/1灰色土
ややしまる粘性ややあり
2.町3/1黒褐色土プロック15%含む

川一蜘

V
mv 

J

可
3

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック15%含む

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む

37.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色士プロック7%含む

H 内 H'aEFι-
12.5Y2/1黒色士
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色士プロック30%含む

27.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色士プロック10私含む

一 P13 一

両常一
2 

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり

12.5Y2/1黒色土 7.5Y4/1灰色土プロック
ややしまる粘性あり 7%含む

7.5Y4/1灰色土プロッタ 27.5Y4/1灰色土
10%含む ややしまる粘性やゃあり

12.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性キゃあり

27.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性キゃあり
2.町3/1黒褐色士プロァク
15%台む

。P17 0' 

S崎 Tも

12.5Y3/l黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

27.5Y4/l灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロyク
10%台む

_ P22 _ 

8.BOrn斗J

12.5Y3/1黒褐色士

15Y3/1オHープ緑色土 しまり弱い粘性あり

ややしまる粘性やゃあり
IOY4/1灰色土プロック20%含む

210Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オ1)-プ黒色土プロック15%含む

12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック
20%含む12.5Y2/1暴色土

しまりなし粘性あり
7.5Y4/1灰色土プロック
10%含む
径2C1l以下の炭化物1%含む

(柱痕跡)

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック
1%含む

31.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック
15%含む

6.80mモ手「

12.5Y3/1鼎銅色土ややしまる粘性あり
2.町 2/1黒色土プロック10%含む

炭化物わずかに混じる

27.5Y4/1灰色土ややしまる粘性あり
2.町 2/1黒色土プロック40%含む

山豊満2••• 

s蜘+一
12.5Y3/1県褐色士
ややしまる粘性あり
5Y4/1灰色土プロック
15%含む

園 1735 SB470遺構図 (2)

P18 P' 
a凶 m

1 121 

llCY 

U3  

12.5Y2/1黒色士ややしまる粘性あり
5Y4/1灰色士プロック7%台む(柱痕跡}

22.5Y3/1黒褐色士(やや暗い)
ややしまる粘性あり
7.5Y4/1灰色士プロック40%台む

37.5Y4/1灰色士
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色士プロック30%含む

P~3 u 
6.80m_一一」ー『

2 ¥ 

1 1町R2/1黒色士
ややしまる粘性ややあり

21町R2/1黒色士
ややしまる粘性ややあり
5Y4/1灰色士プロック20%台む

。 2m 

(S=1/50) 
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東部域の調査成呆

平坦であり、貼床(整地土)は確認できなかったロ床面上にて4基の小穴を検出し、そのうち

P3は土層断面で柱痕跡を確認した。また、住居の全体形が定かでないものの、 P1とP2は北壁から約

1.3m南側に位置しており、位置的に柱穴の可能性もある。なお、炉跡と壁溝は確認できなかった。

第5章162 

床面

遺物出土状況 埋士中から士器206点、小穴から土器13点が出土した。埋士中の出土士器はVI期~咽

期の小片が多く、埋土上層では唖期の費D類が2個体出土している.また、小穴の出土土器はほぼvn

/ il∞ ロ

由・

8
ヨ

し

VZ12.町 3/1黒褐色土
ややしまる粘位やゃあり

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘位やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロック
30%含む

品1bG
12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
土鴇片1点あり(往痕跡〉

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック
羽%含む

i@pf 

t十
事臣

白
骨
個
4

・
朗
自
白

N
J
J
J

同

一ゴ
石

《蜘二主子
し
一

γ 問

HVZ
12.5Y3/1黒褐色土しまる粘佳やゃあり l辺3回以下の土器片1%含む
径:3cm以下の亜門標・亜角碩1%含む炭化物わずかに混じる

22.5Y3/1黒褐色土しまる粘佳やゃあり 5Y4/l灰色土プロック20%含む

12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック
20%含む

炭化物わfかに混じる

22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック
10%含む

27.5Y4/1灰色土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1黒褐色土プロyタ
50%含む

J ___r-l 

勧1。
(S=1/50) 

5982 

10cm 

S8471遺構図

。

園 1737

(5=1/4) 5981 

S8471遺物実測園国 1738
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期にまとまる。

出土遺物 5981、5982はvm期費D類。口縁部の屈曲が弱く、端部が外方に聞く。胴部上方にヨコハケ

が認められる。

時期 出土遺物の時期と刊期のSB466を切ることから、四期~咽期と考えられる。

SB472 (遺構:図 1739)

検出状況 東部西側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、南側と西側は撹乱により失われている.

SB470掘形底面で検出し、 SB471を切っており、その平面形はやや不明瞭であった。

形状 直線的にのびる北東辺のみしか検出していないが、全体形は方形を呈すると考えられる。深さ

は約O.lmで、壁面の傾斜は比較的急である.

埋土 単層である。プロック土の混入が多く、周辺の竪穴住居跡との重複が著しいととから、人為堆

積と考えられる。

床面 平坦であり、貼床(整地土)、炉跡、壁溝は確認できなかった。床面上にて小穴を 3基確認し、

そのうちP1とP3は士層断面で柱痕跡を確認した。しかし、本遺構の全体形が定かでないため、両遺

構の性格は言及しがたい。

遺物出土状況 埋土中から土器25点、小穴から土器10点が出土した。埋土中の出土土器はVI期......vn

期のものが含まれるが、いずれも細片であり図示していない。

時期 出土遺物はVI期......vn期のものが含まれるが、重複関係にあるSB470とSB471が刊期~四期であ

ることから、本遺構もvn期......vm期と考えられる。

多/

。
(S=1/50) 

2m 

A' 

J戸=

石

tコ

B 
8.80m 

c 
6.ωm 

1 6Y3/1オロープ鳳色土 しまる粘性やゃあり
10Y4/1 灰色土プロック40%含む
径4咽の亜円積1点あり 炭化物わずかに混じる

B' 

P1 
C' D P2 D' 

而・斗
1fT 2 

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる

1 2.6Y3/1鳳褐色士しまり弱い粘性あり 粘性やゃあり
7.6Y4Il 灰色士プロック1%含む(柱痕跡) 2 1.5Y4I1 灰色土

2 2.6Y3/1黒褐色士ややしまる粘性やゃあり ややしまる
7.6Y4Il 灰色士プロック60%台む 粘性やゃあり

E 
P3 

E' 

6.蜘 2-占F 『 +9ー 1 2.町3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり

径311m以下の炭化物1%台む(柱痕跡)
2 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性ややあり

3 3 5Y4/1 灰色土プロック30%台む
3 7.5Y4I1灰色土ややしまる粘性やゃあり

園 1739 SB472遺構図
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